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○港北=ユータウンの基本的条件の検討

○港北=ユータウン基本計画原案

08本都市別画学会

○横浜市役所

○日本住宅公団
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この報告書は横浜市か ら日本都市計画学会が委託を受けた ｢港

北.i,1-タクy基本計画原案の未定｣の報告書と日本住宅公団か

ら委託を受けた ｢港北ニュータ ク yの計画に関する基本的条件の

検討｣の報告書より.港北ニュータウン計画lこかかわる主要項目

を とりまとめたものである｡

当委員会は､この計画案作成のため､日本都市計画学会に特別に

｢港北ニュータウン研究委員会｣および ｢KOH委=艮会｣を構成

し調査研究立奏を行った｡

報告書の内容の 1編は､各種計画の概要について述べ､2編では

港北ニュータウンの各計画の諸元につ き詳述 し､ 3熊では計画

についての結資料をとりまとめるとVlう構成をとっている｡ 2編

のなかでは13圭よりなり1葦では港北ニュータクソの性格につい

て論究し､2宝では計画のベースとしての現況についてのぺ､3

章では新しい都市構成の親立て方についての方向を設定し計画作

成の基本的理念を定めた｡ 4章では､特に港北とV,う地域的特性

を把握し､すでに碍管分析された ｢港北地区の土地利用の実態 :

横浜国立大学助教授宮脇昭氏｣｢港北ニュータ クンにかかわる中

/ト河)lkD調査研究 :河Jl周 査研究委月食｣などの基礎的諏重患具

を参酌し自然立地的条件を如何に計画ペースとして舶み入れるか

ということを前掛 こBfl発区域の決定のしかたや地形計画への導入

を試みている｡ 5章では､ この開発計画の人 口計画立案に際して

住宅需要の実態.供給条件の検討などを行い来任人 口の構造を分

析把握して人 口計画の括元としている｡ 6宜では､特に重要課題

でもある就業地先と交通の方向および 2章で扱った計画の基本的

串達にそって交通体系の転借の方針について述べている｡ T章で

は X.ブローJL,化されつつある地掛 ま一般的にVlって折 ､文化･

厚生､L/クリエ-Vヲソなどの社会施設が擾匿に不足しているか､

または低水準となっているので､そのような社会施設のサー ビス

水準とその原単位などにつV,て言及 し､8章では.ニュータクソ

の性格づけとしての文化社会施設の拠点とその施設大系について

ふれている｡10章では地形.植生分析やEl常生活行動とL/クリェ

ーVヲンの需要､供給の分析のもとに新 しい計画技臣の展開につ

vlで捷粟 している｡11章では歩行路と車道の完全分離を前提とし

たヒュ-マソセクターの計画およびバスサー ビスを中心こしたカ

ーVステムの計画につLnての解析および捷粟を行っている｡12章

では､既存集落のあl)方および都市内姓集の考え方を位理し将来

への方向づけを行っている｡13章では､この計画を中心としての

各委員か らの意見その他問題点を項目別に整理 して崩集してV,る｡

以上がその概要である｡

さらにこの計画立案作業にあたっては関係各省 ･神奈川廉 ･蹟浜

市 IEl本住宅公転などの関係各位に厚 く敵意を表する次第である｡

昭和43年 4月

日本都市計画学会

港北ニュータウン研究委員会

KOH誉月余

委員長 枚井達夫





Ⅰ 概 要 絹

〇本報告書の概要

●港北ニュータウン建設の目標

●港北ニュータウンの性格

●● 港北ニュータウンの現況

●●●港北ニュータウンの基本株成

●●●● 地形計画

●●●●〇 人ロ

●●●●C●● 社会施設

●●●●○●●● 文化センターゾーン

●●●●C●●●● 商業施設と地域地区センダー

～ ●●○●●●●○ レクリエーシ ョンとオープンスペースの

体系化- グリーン ･マ トリックス-

●●●●(:●●●●○● ヒューマンセクター とカーシステムー

●●●●○●●●●○●● 修復 - 港北ニ ュータウンの農業 と
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○港北の歴史 (港北BC.3000-1968年)

2 B'C.3000-･縄文前期

3 B.C.2500-･縄文後期

4 B.C.300-一･蒲生

5 400 年 -･古墳

6 600 年 ～･飛鳥 ･奈良

7 800年 -･平安

8 1200年 -･･鎌倉

9 1400牢 -･･室町 ･桃山

10 1600牢 ～･江戸

ll 1868年 一一･明治

12 1912年 ～･大正 ･昭和

13 194坪 ～･戦後
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1 遠vl過去

2 B.C.3,000年～ .縄文前期

3 B.C.2,500年一 ･縄文後期

4 B.C.3,000年.- 1弥生

1.遠い過去

洪棟世の時代に､箱根 ･藩士などの火山帯動により､その火山灰

が堆壊した｡その上部6 ローム層のなかか ら､先住民の居住のあ

とが認められる｡ この頃の遺物として､日吉本町､東方町､及び

折本町で石器が発見された｡

2.SIC.3,00)年～ ･縄文前期

新しく土器をもった縄文文化は､鶴見川流域に早くか ら繁栄した｡

今から5,000年ほど前の海岸鰍 ま,小机､大棚付近と思われ､包

見川は入江状に侵入してLnた｡ この当時の海､鶴見川入江とその

周辺は,食尽安蘇が豊吉であったので､台地上には､早くから集

落が集中分布し､多くの月額がVlとなまれた｡各集落を結ぶ交通

は､主として鶴見川の水上路が利用された｡早淵川の周辺では､

荏田､鎌田､茅力噂､北川､西ノ谷､帝堀の各見場が分布してい

る｡ この うち南山田町の青堀月額か ら集落の状況をみると.中央

広場を囲むような形で約50戸の竪穴住居地群が位置し､各住居に

は炉虻がある｡

3B･C.2,500年一 ･縄文後期

縄文中期以降は､海退と河川の堆積によl)､鶴見川入江は縮少し､

後期には､ほぼ現代に近いところまで海岸嬢は後退した.このた

め､食横資源としても､漁筋よりも狩猟が中心となり.その住居

地も山間部に多い.港北では､壌見川北岸の丘陵地常で､眺望,

日あた りのよVl､常水をもつところに位毘している｡

4BC.3,000年～ .弥生

弥生文化は､稲作による親米の開始と､集落の規模の拡大化が行

なわれた｡水稲耕作の開始は.弥生中期で､水EE3は鶴見川死域の

湿潤な低地が利用された｡ この周辺台地に多教の竪穴住居地があ

るが､特に日吉付近は､広大な農耕地をもった大集落が営まれて

いる｡又､祈本町付近からは､集落の付帯施設としてV字蒲が見

つかってレ､るo

写真 ･閑恒三郎氏邸 ･17C初 ･勝田町

<神套Jl順遜 集史図説> より

5 400年- 1古墳

6 600年一 ･飛鳥 ･奈長

7 800年一 ･平安

5400年- 1古墳

古墳文化､すなわち家族の成立である｡ この豪族は,地方の最初

の政治的支配者と同1時に､ヤマ ト政権の東国支配と籍びついてV,

た｡ 5世紀頃､鶴見川と多摩川にはさまれた豊かな沖桜平野を背

熱 こ衷族が生まれ､日吉付近にその古墳群が見出される｡ I

6- 7世紀にかけては､港北区内の広大な丘陵地に､多数の横穴

古墳が出現し､市力尾周辺には､11群47甚以上の横穴の群集項が

みつかってV,る｡ 主筆時の住居としては.従来か らの竪穴が一般的

であl)､市力尾町の鹿谷遺跡には､方形竪穴住居虹がある｡

6600年一 ･飛鳥 ･奈良

7- 8世記に入っても､竪穴住居は発見されている｡市力尾町付

近には､弥生後期から奈良期までの竪穴住居虻があるが､生括横

式の変化が認められる｡竪穴の一片についても､10rn前後か ら3

mていどに縮少してVlるのは､家族構成の変動智恵味すると思わ

れる.又､奈長期の遺跡か らは､粘土のか まどや一部薮物も利用

されていたと推寮できる｡｢都筑｣の地名については､万葉集に

あらわれ､又､武蔵国分寺等の各地の寺錠姓から出土する郡名瓦

にもあらわれている｡

7800年～ ･平安

平安期に入ると､産物の貢細のため郡への往来が盛んにな I)､武

蔵の塾からは.往路29日､荷物のない帰路は 15日といわれている｡

この古道は現存する舌社寺をたどって長津EEI付近か ら､荏田を経

て川崎に出ていたと思われ､その近くに茅力頃の杉山神社､荏田

の東福寺､野川の影向寺等が位還していたと推定されている｡ こ

の区域には貢細物の一つであった若駒の献進のため,郡延の牧場

地として､石川牧 (荏田の北の石川か ).立野牧 (新治.都田あ

たりか )があ り､ ここで育った差掛 ま､戚進のほかは助成の国内

の駅属伝馬にもあてられてV,る｡ 9世紀後半か らは武士発生のき

ざしがみられ､その基盤として武士領の成立がある｡ これに利用

されたのが､ ｢牧｣の耕地化で私領化され暮燭化 していった｡
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8 1,200*～ .#9

9 1,400年- ･皇町 ･桃LLL

8 1,200年- 1銀倉

鎌倉に幕府が明かれ武士のカがのぴてくると､当時の行政区画､

都筑郡､稀樹郡等は名目だけになり､新しい集団形成がみられる｡

この地に多数ある杉山社の信仰もそれに関係があると考えられる｡

当時の民衆は小土豪を中心に谷ごとに共同体をつ くり､その祭詞

となったのが各地の杉山社であろう｡青田,茅力崎､大棚の杉山

社はどれも早淵川の丘陵に位置し､各集軌を指導する土豪を祭り

早くか ら開けた地域であった らしい｡石川.荏EEl､都筑.勝田に

は源氏武士が分布し､茅力崎の寿福寺は鎌倉時代の越立､勝田は

実朝が ｢5升米｣の徴納を命じた郷のひとつである｡

駅路としては二俣川､都岡､新治､川和､中川.宮前､に通じる

鎌倉街道が走り､その周辺が繁栄した｡

9 1,400年一 重町 ･桃山

この区域の経済的開発中ため.鎌倉幕布は､鳥山周辺の朗発を企

画したが､実現されず､この時期にも､鶴見川の洪水や流域の湿

地帯の対策はできなかった｡ 従って村落は平安末期以来の地竣粂

団のままで.狭い谷にとじこもってV,た｡ しかし､武蔵 ･相模を

くざる防備線として軍事的にはきわめて重要であった｡ このため

小机城は､室町中期か ら100年余にわた り城塞となった｡従って

この区域の中心は従来か らの早滞川流域の台地(荏田､茅力崎､

大棚など)か ら､小机域を中心とする交通の要地に変 っていった｡

10 1,600年～ ･江戸

10 1,600年- ･江戸

江戸期のこの区域の村数.73(神奈川領35､小机領25､その他13)

戸数4,200戸､人 口26.000人 奄匿で大部分は鹿家であI)､代官

力二川太郎左衛 門等が管治した｡

当時の主要街道は東海道でその宿場として定め られた神奈川宿は

いちじるしく繁栄し､一方､ この地域の街道は､脇往道となった

が伊勢虜､原 木.長津EEl､荏田､二子､鞘 ロ.には､民家が軒を

つ らね､宿場的濃鶴を見せた｡

農村政策として幕府は江戸初期に絵検地を行なVl.これを画期と

して農村支配機桝を確立するため.土著 した地侍のなかか ら名主

にとI)たて､村の最上層とした｡顎存する勝田町の関恒三郡民邸は‥

17世紀初めの有力な名主の住宅で､古V}様式をもっている｡ この

他にもこの区域は大吉の昔か ら早く開かれた豊かな農村として､

生活程度もよく､堂々たる古民家が現存している｡

17世紀中期には､新 は貢私増徴の手段として新田開発を奨励し､

新井新田等が開発された｡
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ll 1,868年～ ･明治

ll 1,868年一 ･明治

1,859年に横浜開港となl)中心部の都市づくりがはじまるが､こ

の区域は農村地帯として､ほとんど影事はうけていない｡横浜市

域A美のなかでは､都筑都の点美生産力が高 く､とくに米の反撃

収長は高 く.経営面凍規模でも2町層hJ上の占める比塞が高vl等

発展がいちじるしか った｡又副菜として兼義美､製茶業の増加傾

向もみられる｡

ll.】都茨郡の明沿後半期 (1891- 1911)の農兵の状況

兵家戸数 5,243- 5,542戸 (停滞傾向)

専業農家塞 69- 79% (漸減傾向)

戸当l)耕作地面凍 9.50- ll.56反 (範少傾向 )

よ民救 19,086- 3】,470人 (減少傾向 )

1戸当り農民数 3.55-6.00人 (減少傾向 )

11･2 明治35年 (1902)の都筑郡申川村の実態と将来構想

●面揖 926町歩､地B別内訳 山林原野 50%､畑 30%､

田20%､

字別内訳､山田37.7%､大棚 16.4%､茅力埼 15%､

牛久保 14.1%,勝田8%

●戸軒､人 口 500戸､2,918人､5,84人/戸

(明治4年以降弧年間の増加教は戸数76戸.人 口600人)

●交通 農産物の販路､日用品の買入れは ｢神奈川｣であり､中

川村よ()3里､冊天､道路乾晩時にて荷車片道 4時間を

要する｡

●耕作妙(田+畑 ) 農家 1戸当l).平均 1町 (田3反､畑 7反)

最大 4町 5反 (田1町 3反

畑 1反 3セ)

最小 1反 6セ (田 3セ畑 1

反 3セ)

+/ト作他室 EB47.9%､畑 35.7%

(山田､牛久保は高く､茅力崎､勝田は低い )

●所有関係(戸数比峯 )

ooをこえ1町歩未満 1町歩以上

田 43% 50% 7%

畑 20% 65% 15%

とくに田におV,て､土地集中が甚しく､所有しない戸数は40%

をこえ.一万 1α町歩玖上所有は 4戸ある｡

12~1,912年ノー ･,大正 ･昭和

●将来､早淵川上流より､翰見川下経まで関係相協議して､常葉

を通し道路を正し区画形状を改専し耕地整理を決行すべし､等

12 1,912年～ 大正 ･昭和

交通茂鵬の整備が行なわれ､明治41年 (1,938)に横浜鉄道 (東

神奈川 .八王子 )開通し､大正15年 (1,926)架構電鉄が開通し

た｡東扶開通に関連して日吉駅周辺の土地分譲を行ったが､売れ

行きは悪V,｡

昭和に入 .)､都筑郡.橘樹郡は､次々と市域編入があ t),昭和 2

年､12年.及び14年の市城拡張で終了する｡ とくに,昭和14年 4

月 1日の市域第 6次拡張では.都筑郡川和町､薪 田村､中川村.

山内村､中里村､田奈村､新治村の 1町 6ケ村を編入 し､港北区

が鮭生した｡ このときの区内の世帯数 9,ユ90世帯､人 口51,800

人である｡
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13 1,945年一 ･枚後

13 1,945年～ ･戦後

昭和35年以後､横浜市の人 口は急増し,東京からの流入人 口がき

わめて多へ とくに港北区はこれに熟ハ影Vをうけて､その変化

はいもじるしい｡

35年 過去5年間の人･ロ増加峯､ 33車

38年 横浜線髄居駅開設

39年 東海道新幹線粥通､新横浜駅開設

40年 過去5年間の人 口増加峯､ 60%

こどもの国開園

第 3京浜道路開通

宅造許可件数 100件､面斗 1841-a全市の うち最高

41年 田園都市線開通と周辺開発すすむ

市営住宅勝EEl団地建設(41- 43年)

台臥 4号により覆水.ガケ崩れの被等

43年 人 口.33万人をこえる (60年鑑推定80万人をこえる)

東名高速道路開通

横浜線複線化完了 (小机まIC)

文責 田中祥夫

参考文献 横浜市史

都筑郡中川村村是謁査番
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Ⅰ 領要濡 〇本報告書の概要
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●港北ニ3.-タウンの建設の目操

首都田城における東京､横浜セクターは､年々の都市への人Ej集 表 0･1 土地利用配分

掛 こよって無秩序な市街化により急激な変客を示しつつある｡特

に横浜市域においては､郡市本来の綬能をそこねてしまうおそれ

があり､これに対処するために､すでに横浜市は ｢経でも住みた

くなる都市づくり｣をめざして横浜国際港孤迎設総合計画を策定

しているD この中で今後市の周辺部に夷された兼開発地は､無計

画な宅地化を許さないよう計画的な造成をおこない､健全な市萌

地を育成することを強詞し､特に港北ニュ-タクソ建設の早期着

手を唱っている｡ この港北地帯は､東京､鏡浜間に残された唯一

の大規模住宅郡市開発の適地であl)､最近の第三京浜道路.EEl園

1弘市静の開通と共に開発の気運がたかまってVlる｡それだけに､

この地帯を乱開発のまま放琵することな く､新住宅都市として理

想の姿を掃きだし計画的に開発することが必撃である｡ したがっ

て､本地域に均衡ある都市施設を整備 し､特に､教育文化的な諸

施設を配置し､健康的な生活圏を形或する地区を建設しようとす

るものであるOそしてこの構成内答は.郡市生括者にとって.ち

っとも健康的な町をつくることがこのニ ュータウンの課題でもあ

るといえよう｡ 健康な町とは､W H･O(世界保健憲章 )の精

神に基づ くものである｡あ らゆる人々が現代の可能な限l)の科学

技術の恩恵を うける摘利があること､つまL)､都市生活をする人

人にとってマイナスになっている部分を補って行くとい うことな

のである｡その主賓な目欝を港北ニ ュータウン構成の中で次のよ

うな問題について探求し,検討した｡

1.全般的な社会施設のL/ベJt,アタブはもちろんのこと施設の整備

に重点をおく｡

2着8市環境水準の検討と.各種居住密匿に対応した ヒュ-マソセ

クター.カーVステムのプロ7 トタイプを開発する｡

3既存集蕗地区と都市内農業のあり方について検討をする｡

4地域の実憩に即した計画技臣の開発を行う｡

fTri稚(HA)'JzIJlナ(%) 偶 々

公共用地 公共的用地

交過用地

道 路 5023 19･85 pVIl三 笠 三,;諾 ;aTh:t,

鉄道用他,駅前広場 30.0 119
鉄;B駅 6ヶ所
路韓 i')105km

公鼠緑地 7レイロ 7日 プレイ

450 】78 ロ ′ト2はP3-P4にljF
.iJL'1'180ヶ疎｡

′ト ?,I 8506 3362

何

校

校

は

90

45

2t

7

389 154 主として地域センター

行政･管現･文化 1-,'生 711 287 1TTEi行政施設を'.i,tL｡

小 計 3141 1242

(3三宅用地

低層住宅地

中己引田住宅地

10540 4166 Ji放 63500戸

3113 12.30 Fi欽 35200F]

小 計 13653 5396

合 計 2530.0 10000
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●港北ニュータウンの性格

1J現在の位置と今後の傾向

港北ニュータウンの位置は.東京都心より西南方約25Km､扶浜中

心部よf)､北西約12Kmに位置し､昭和40年度の人 口集中地区か ら

はずれた近郊農村地域で集約農業が行なわれてVlる｡ しかし最近

では.東京､横浜セクターの急激な宅地開発の勢いは,この地域

まで乱雑な開発をひきおこしているo この乱雑な開発を助長させ

た要因の一つに第三京浜道路､田園就市線の鍵殻などがあり,そ

れ らによって宅地化のきざしは一層軽くなった｡このような現状

から.今後港北地域の計面的な整備がなされないとすると､交通

の混乱.亀見川水系上流地域の住=混合地域化などの問短を引き

おこすことが考えられる｡すでに横浜市におVlては､大都市のペ

グ ドタウン化を排除し､健康的な港北ニ ュータクソを計画的に建

設しようというビジョンを持ち､市街地整備を行おうとしている｡

2港北ニュータウンgfI発を契榛としてVlかなる性格をもたせるべ

きか.

2･1通勤の形態

勤務地につVlては,今までの公団賃貸住宅の居住者傾向から見る

と､東京､鋳浜セクターでは､東京 7割､京浜地帯 3割という侍

向を示しているO しかしなが ら交通手段により居住者の就業先は

かなI)変ってくるものと考えられ .バス網の整備および地下鉄の

感投を前提として井定してみると東京方面に 60%､横浜京浜地帯

に 40% と推定される. (6交通参照)また将来の通勤新幹線な

どの整備が行なわれた場合は､東京通勤の割合が増加することが

考えられる｡

2･2買物依存について

買物の依存は､横浜西口､桜木町と銀座､渋谷､自由ケ丘などの

商業核にかなl)吸引される傾向がある｡港北地域の開発にともな

って増加する都心企業型商品の購買力に対応する施設は､これ ら

の商業核にぶちさがるような傾向が吏い｡都心企英塾商品では､

RE1LLYの消焚者市場圏理!斜こより計奔すると､東京に60亀､

横浜に 40% の傾向を示す｡

(注)港北ニュータクンの性格をきめる商業施設地域の成立は､港

北ニュータクソ内の交通休系と密接な関連があり､また周辺鉄道

- 横浜線,東横線.田園都市廟- の駅周辺の都市整備とも関

連がある｡ (9商売施設と地域地区It ソター参照)

2･3社会施設, L/クリエーV g ソ最地の正コ戎配匿系

10

東京.横浜セクターにおV,て社会施設レク リエ-Vヨソ緑地など

の民定系は港北ニュータウンの性格を決をづける要因であるo特

に首都圏33Xn笥内の近郊整備地域におVlては未開発地域であるこ

とか ら各種の都市施設が不足している｡十分な社会施設の整備､

特に文化施設やL/クリエーVコソ緑地などについては大前市域お

よびその周辺についての桧合計画的な配定が望まれる｡港北･=ユ

ータクソ施勤まもちろんであるが､横浜北部地域､県､国段牌を

含めた社会施設系の立地灸件と水準について抽出した｡ (7.社会

施設参照)
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●●港北ニュータウンの現況

1.位匠

東京都心より西南方約 25Kn

横浜都心よI)北西方約 12Km

2地形

多摩丘陵台地の端部で標高40- 50'TLの北側および南側台地部分

とこれにはさまれた 10- 20tnの中央低地部分とか らなる.中央

低地部分を早滑川が流れ､地区南側約 1Kmを鶴見川がWLれる｡

3土地利用

丘陵地は.大部分LLJ林､畑地､低地は水田､ 畑軌 典落である｡

4.周iコ状況

第三京浜道路 地区東側寄り

東名高速道路 地区西側

国道 246号 (厚木街道 )地区西側

東海道新幹線 地区東側

横浜線 地区南側

東燐凍 地区東側

東急田園都市線 地区西側

5都市計画

横浜市都市計画区域

用途地域 指定なし

都市計画街路 1321(西神奈川 .寺家線 )(暗点22爪)

T325(日吉 元石川政 ) (〝 22TTL)

ul13(中山 ･元石川線 ) (〟 18m)

nl18(鴨冒 ･東山EB線 ) ( 〟 18m)

Ⅰ223(篠原 ･池辺銀 ) (〟 15m)

6.集落

兵家住宅を主とし戸数約 2,000戸､人 口8,000人である｡位置は

中央低地部分と南側台地の南側低地に集中している｡

●●●港北ニュータ ク ソの遁本構成

1交通の体系

最近の自家用車の急故な増加傾向に対処すると共に､自家用車を

もたない人の利便性を追求するために次のような謹葵をしたo

l･1自家用車に対して

自家用車の通勤利用は送 l)迎えで､鉄道駅を利用するか､勤務先

まで乗って行 く利用を考えている｡

自家用車の買物利用は商業施設と監車場を一体に考えて建設し.

商英的に運営することによって駐車場の確保と利用をはかるよう

考えている｡

112自家用車をもたない人に対して

港北ニ ュータクソ内では､自家用車に頼らないでも鉄道駅が利用

できるように道路網およびバスJL,- ト網を考えている｡駅より

600m以内では原則として徒歩により駅に行けるように､駅 より

600 m以遠では.ほほ 350m以内にバスストップに行けるように

歩行者専用道路等で構蚊されたグリー ･/マ トリックによる動線を

配荘する｡バスルー トは駅に至便な運行が考えられてVlる｡

1･3ヒューマンセクターとバスセクター

上記の条件を実現するために､ヒューマンセクターとバスセクタ

ーとい う考え方で全体の粗放を組み娼てている｡

ヒュ-マソセクターとい うのは､人が歩いて遠いと感じない蛭鮭

で､安全なJL,- トにそって施設が配置されている住域である｡

バスセクターというのは､この ヒューマンセクターをバスサービ

スのJL,- トでつづったもので昼間も6分間隔糧匿でバスが運行さ

れるバスサービスの単位｡ これによりバスケ- ビスの利便性が得

られ通勤通学買物交通サービスを確保する｡

++ % F･▲

r

√ノ†∵∵了J>∴//⊥

{Jtt_/圏【団__/＼一一｣-
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●●●●開発区域 と地形計画

2密度構成

交通体系との有樺的な関連をはか り.密度構成をおこない､低密

度､中密度､高密度の配分計画をしている｡

低密慶 200-3CO人/ha Net

中密度 300～ 450人/ha

高密度 450-700人/ha

平均密度 137 人/ha Groe8

3商業施設構成

商業施設は､多核センター型をとl)､地域センター (駅ごとにお

かれる )と地区センタ- (支持勤まヒューマンセクター )の 2

段階構成をしている0

4社会､文化施設の構成

地域的､交通的中心地に各種糎能を集約させて､複合的機能中心

を形成するoその施設は､行政､文化､社会､福も上厚 生､医療.

L/クリェーVヨソ､スポーツ等で構成するOこのセンターは､港

北ニュ-タウンのV ソポJL'となる｡

5グリーン､マ トリックス

公園､緑地､硬犀､運動場､広場､社寺境内､歩行者路､路地､

住宅棟間.保存塑蔵文化財地区.樹林､河川敷 生産緑地､既存

集落およびその屋敷休などのオープンスペースの性格づけをおこ

ない､これ らの要素を連結させて一つの体系とする. これによっ

て,市民のオープン .スペースにおける活動を秩序づけ､都市施

設の利用の向上をはか り､効基的な土地利用をはかる0

6都市内典業の位置づけ

虚業が郡市の中に存在できるとするなら､緑地系の施設の一つと

してグリー ン ･マ トリックに組み入れ られるE,

7都市構成の骨格

ヒューマンセクター.カーVステム､グリ-ン ･マ トリックスなど

の計画技法を交通休系と高密度､中密度､低密度の人 口密匿配分

に対応させ､都市構成の骨組とした｡

1開発区域

自然条件 (地形､地質､植生)人為条件 (土地利用､集落 )など

の現況分析により土地の条件を明らかにし､それらに対応してど

れだけの住宅がどのように入るかな検討し港北ニュータウン区域

をE]Pらかにした.

111地形分析

尾根斜面､谷戸の形態か ら､El風 風通し､景観などの環境決定

条件を明らかにしたo

l･2地質分析

横坑物質の物理的諸特性を多摩丘靡面､土橋面､下末吉面､武蔵

野面､沖杭低地でとらえ整備 し､災害防止.=事決定条件を明ら

かにした｡

ト3植生分析

現在地表面にある植生か ら､緑の保全､災害防止､都市景飯決定

条件を明らかに した0

1･4集落分析

集落分布を整理 し､これを保全する形での開発条件を明らかにし

た｡

その結果は､開発区域は当初横浜市より提冥された 2,500ha､

日本住宅公E司か ら提案された公団開発区域 1,500haについては.

おおむね港北ニュータウン開発の計画区域として望ましいと考え

られる｡ しかし土地利用等の検討に当っては､大熊町周辺用途地

域未指定地区､工業地区およびその周辺を含めて検討する必要が

あるO
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●●●●〇人 ロ

2.視覚的骨格

地形分析により､ビューポイント､ラン ドマークとなる部分の抽

出をし､将来の都市全体の視覚的な骨格となる場所を明らかにし

た｡ この場所を開発計画の中で柿板的に生かすことによって､港

北ニ ュータ ウ ンの V ソポJL,としての地域にすることができるC

3グリー ソ､マ トリフクスの構成条件

地形,地質､植生集落の分析により現状を利用する場合のグリ-

ソ ･マ トリックス構成条件を明らかにした0

4.都市構戒を有凍的に頼み建てられるように地形計画を憩をした.

5計画との関連

鉄道網計画､交通網計画､バスセクタ-､ ヒ>-マソセクターな

どの開発計画はこれ ら分析と整理された条件を十分に利用してた

てられたo

当地区の用地処分原価はかなり高額になると予想される｡ したが

って低所得者屠.中所得者層のための住宅(公営､公社.公田の

賃頂 と分譲および宅地分書,錆)を建てるために､その用地処分原価

に見合った土地のJ,tl-匿利用と､各々の住区に摘応した建築形態を

考えた｡その密匿は一姫の市街地と比べてかなり高密度になるo

l港北ニュータクン区域内の住宅宅地について高層住宅用地､中

高層住宅用地､低屈用地.で整理すると次表のようになる｡

1･1 港北ニュータクン区域全域が市街化する場合｡

112 農藁用地を 400Ila確保した場合0

13 虚業用地を 600lla確保した場合｡

である｡結果を整理すると人 口は 280,000人か ら350,COO人､住

宅戸数は 80,000戸か ら100,000戸 である｡ 以後の交通計画､施

設計画などにおV,ては人 口の上限値である350,000人について昇

竜してある0

2.人 口密匿計画

低層低密匿住宅地区は 2伽-300人/ha高密匿中高密度住宅地

区は 300人～700人/haである｡

3人 口配分計画は地形計画上､地域センター､地区センタ-の計

画上､地域センターを中心に高野匿.地区センター女中ILIに申高

密匿住宅地を配超した｡
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●●●●○●交通

表 1･1 住宅供給計画

脱 供給計画 諾宅諾 性宅戸数 慧諾 .戸 人 口 金屋 人,A.

中高層宅地(A)311ha 35,200" 88nY 123,000人 400r＼

低層宅地㈹ 519 31,000 167 109,000 210

低層宅地個 570 32,500 175 114,000 200

合 計 1,400 98,700 142 346,000 250

表 1･2山菜地区400haを碓保 した場合(但 し虚業用地の

公共用地妥 10感 )

Lf=t供鮒 画 折 詰 一蛇 戸数 絡 ｡ 人 口 鑓 ^,h.

中だ.絹 宅地 31lha 35,200'' 88Jd 123,000人 400人

低層宅地tN 519 31,000 167 109,000 210

低層宅地田) 345 19,700 175 69,000 200

合 計 1,175 85,900 137 301,000 256

皮 革 用 地 360 400 1,600

計 86,300 302,600

表 1･3 農業地区 600haを確保 した場合 (但し建策地区の公共

用地率は 10%)

住宅船 摘 監宅設 臨 稚 悪温 Ll 人 口 鑓 人 h.

中高層宅地 311h1 35,200r1 88'd 123,000人 400人

低層宅地(〃 519 31,000 167 109,000 210

低層宅地(団 235 13,400 175 47,000 200

合 計 1,065 79,600 134 279,000 260

偵 某 絹 地 540 600 2,400

計 80,200 281,400

1港北ニ ュータウンの交通辛皮

交通計画を考える上で重要な要素は,通勤交通､通学交通､業務

交通.男物交通､社交､娯楽､Vクリ1 - V ヲソのための交通で

ある｡住宅地区､住宅郡市ではこのうち通勤交通が最も重要な要

素である｡削 ヒニュータウンでは､利用者の利便性.都市運営の

経済性とから都市高速医鉄道とバスの題合せによる交通体系を提

案した｡さらに駅周辺においては.駅方向にその他の地区にあつ

てはバスス ト,ブ方向に歩行者専用路を設ナ歩行者の安全を確保

する操葵をした｡

2交通の方向

ある地区に住んでいる人の通勤通学先は,通勤通学先の従業者学

生数こ比例し､時間のnに反比例する｡nは年次､場所､居住者

の社会階層によl)異なるB港北区においては.年々n値が小さく

なる｡ n値の年次変化と居住者別T･値の調査か ら通勤先配分を次

のように行ったO

民間供給住宅居住者は､通勤先の征集者か こ比例し､通勤所要時

間の 3乗に反比例して配分した｡

公的供給住宅居住者は､通勤先の征異音掛 こ比例し､通勅所要時

間の 2乗に反比例 して配分 した｡

表0 6･2 通勤通学先別人口構成

ニュータウン人口 346000人 i

通勤通学人口 138500 10804巳03L262,30043,200
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3鉄道の計画

3Ll.ir面

都市交通審委会横浜部会の答申等(和年 41年 7月 15日答申第 9

早 )によれば､横浜市の鉄道計画として既設路線の外に計画路線

として横浜市営高速監鉄道と検討路鹿として茅ヶ崎よl)港北ニュ

ータウン内を通l)東京方面に向う路線が答申された｡港北ニ>-

タ クソに関連あるものは､横浜市営高速度鉄道 3号線 (本牧一横

浜一新横浜一勝EEl附近 )4号線 (鶴見-網島-元石川附近 )と検

討路演である茅ヶ崎一乗京銀である｡

312既設路銀の検討

横浜市内既設路線の増強がなされ､たとえはEEl鉄､横須賀線と東

海道顔の分離､績浜瀬の複線化､さらに横浜市営高速監鉄道が新

設されても将来の鉄道輸送能力は特に東京方向に不足するO (節

掲答申第 9号 )

3･3将来の対策

以上か ら答申笹による検討路線茅ヶ崎一乗京額は将来必要となる｡

港北ニュータクソの立地条件か らいえは当路線は在来韻でよい｡

そこで通勤超特急は将来入って来てもよい計画とし､むしろ在来

線の検討を提襲する｡

3･4横浜市営高速匿鉄道との関連

横浜市営高速匪鉄道の建設は.港北ニ>-タウン建設計画に直接

大きな影啓を与えるものであるC.

3･4･1通勤輸送

港北ニュータ クソの通勤輸送を考えるとき､市営高速度鉄道が前

溝になっておI)､必要条件である｡

3･4･2計画との関連

地域センターは罰を核として形或され､地域センターを申′LJこ高

密度住宅開発bll計画される｡ また､罰より600m以遠におVlては､

バス､サー ビスによる駅への交通をはかっている｡ したがって駅

前広場等を伴った罰となり郊外電車の罰の性格をもつようになる0

4幹線街路とバス網

41前述し*L_ように､幹線街路はヒュ-マンセクターをつづつた

形でバスセクターを構成しており.この技臣を用いて幹意街路網

を定めたためにバスサー ビスはかなりよくなっていて.t='-ク時

2分おき､日中 5分おき等匿になる0

4･2全体的に地区幹線街路網を見れば格子状形態をしている｡

5地域間道路

港北-A-タク ソに関連する地域間道路として仮称第 2東海道線､

仮称外酪環状線がある｡港北-ユ-タクソ計画ではこれ ら路演が

住区をみださなV,形で計画の凍琴をした｡
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●●●●(⊃●●社会施設

1楕供市域における社会文化Eilの偶成として横浜地区.港北地区

(サブセンター )､戸壕地区 (サブセンタ- )となっているC港

北地区は,港北､鶴見区などが入り､将来人 口85- 100万人 (昭

和60年 )と推定されるので港北ニ ュータウンに横浜市のサブセン

ターの障能を持たせる｡

2社会施設の分類

21広域対象施設は中′｣､地区に立地させる｡

22地域対簸施設は駅周辺にとる｡

23分故施設は地区センターにおく｡

上記施設は､それぞれの内容によって次の如く分類されるD

①行政,管理 (官公庁胡骨)

④文化.(学校数百 ･社会教育 )

(釘草生､(医府保健 社会福祉 ･Vク リェーV'ソ)

@啓発 (購売サービス ･申務所 )

⑤品市サービス(交通 ･サー ビス ･供給処理 )

⑥その他 (イソダス トリetc)

これ らの立地場所はその岡城が､港北- ユ-タウ ン以上になるも

のは､ニ ュ-タウンの中心地区､バスセクターにたVlしては駅周

辺､ヒューマンセクタ-にたいしては地区センターにとVlう如く､

3段階の構成配;''甲とした0

3施設は市内に対ナるモデル的水難のものを考慮する.

4特に変化､厚生施設については､港北ニュータウン人 ロ35万人

はもちろん､港北区､鶴見区の一雄を加えた幽城 (人 口85- 100

万人 )の施設を考JGした｡

5母都市挨夢市の広域的鞍能施設を一部分担させた｡

蛇 麺 盤

●●●●○●●●文化センター ･/-ソ

35万港北ニュータウンの市民のみならず､併酔北部更には横浜市

全域を対象とする社会施設の-部を分担することに.本港北ニュ

ータウン関知 )意義の一つがある｡ このため､これ らの施設を后

塵的に集中させて､新市街地としての魅力をもたせ､また既或市

街地との交流をはかるよう恵隠した｡

この計画の方針にもとづいて､地形上よりはば中心にある位置で､

地形的なラン ド､マークとなっている丘陵地か ら低地部分にかけ

て.V ラッピングセソタ一､7ミューズノン ト.センター､文化

施設､スポーツ､社会福祉施設などを顛中させ､港北ニュータウ

ソの社会文化中JL地区一文化センター/-ソーを強力に形成する

よう提穿したO
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●●●●○●●●●商業施設と地域地区センター

商美施設の段階構成を次のようにした｡

1.申′L地区センタ-

2地域センター

3地区センター

中心地区センターは､地域センターのうち､特に通勤乗降客の多

い駅周辺を意識的に育つよう計画したもので.この駅を中心こ文

化セソクー ･/-ソを形成し､商業の中心的地域センターと合せ

港北ニュータクソのVy ポJL,的な地区にしようとするものである｡

こうすることによって鉄道網か らは多核センター型である港北ニ

i-タウンが,施設配置からは-核センター型の性格をもっよう

にな1).多核型の利便性と-核型の都心性高度性をあわせもつ複

合型の有利さをもつようになる｡

地域センターは駅を中心こ配置し､そこに地域サー ビス南米施設

を計画した｡

地区センタ-はと>-マンセンタ-を背景に歩行者専用路に沿っ

てバスス トップを中心に配置し､そこに地区サー ビス商業施設を

計画した｡

この中心地区､地域センター､地区センターには菌叢施設の段階

的配匠をするとともに､それぞれに対応する社会福祉厚生施設の

段階的配置をする｡

｣｣ J L

●●●●○●●●●Ovク リス-Vヲソとオーブyスペース

の体系化-グリーン ｡マ トリフクス

1.オープンスぺ-スについては､ ｢港北ニ ュータウンの基本棟成｣

に述べたように､グ LI-ソ ･マ トDプクスの提案をおこなった.

これは､現在の市萌地におけるレク1)エーV7ナJL,な利用を展開

しているさまざまなところ.例えば､路地､社寺､嘆内.河川な

どの利用と公園におけるそれとを一体的な系としてとらえようと

する考え方であるo即ち.市民の活動を誘発するような土地資産.

- 種々なオーブ ソ ･スぺ-ス､公園､住宅地の棟間.歩行者路､

保全､式最地など- .および寺社､樹林､文化財などの要素によ

り土地利用の性格づけを行ない.それ らの空間を連結させて.都

市施設の秩序ある利用をはかろうとするものである｡

2オープソ ･スペースの構成は､港北ニュータウンでは分散型を

とっている. これは､年令層別に､その利用形態に応じ7=きめの

細い配分を考慮したためである｡

ブVイロット1 歩行者路に含む 1/64- 1/321IS (24-75戸)

プVイロット2 V16HS (100.-150戸)

児童公園 0.25】1a V4HS (400- 600戸)

少年 〝 l ha lIIS (2,400戸)

地区 〝 8- 10ha バスセクタ-

スポーツ ･センタ- 35ha
(中央公園 )

(?里HSはヒューマンセクターのこと)
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●●●●○●●●●○●ヒ>-マソセクターとカーVステム

3歩行者路の段階構成は､次のとおりである｡

PL各駅中'山こ広がるV 97ビングモー ル

l
P2小中学校､幼稚園への通学通園路､お よ び バ ス停.V コ ツビ

巨 グ-の-- ト､自転車道- わるb

P3P2へのルー ト

I
P▲集合住宅地内の歩行者路

4.スボー一･ツ ･セソタ一･

余唱時間の増大によるVクリ1- V 7ソ施設の雫草食は飛躍的な

ものと予測される｡特に動的なL/ク リf- V Zrソの噂好性が高ま

l).スポー ツ人 口が増大しつつある｡港北-A-タウン計画では､

これ らに対応する施設としてスポーツ､Vクリェー Vヲソセンタ

ーを考えた｡ その施設厨を施殴供給限匿を設定して昇出し､35

haの施設面横をとる計画をおこなった｡

今までのニュータ ウ ン計画は.かなり道路を意識して作 られるよ

うになったが.歩行者中心､大丑輸送授関優先をはっきl)と意識

したものは少ない｡港北ニュータウン計画にあたっては､歩行者

を中心にした計画をすることおよびニ ュータク./全体として大量

輸送機関の体系を完治させることによって､自家用車にたよらな

くても通勤通学買物などの用がた りる計画とした｡ これ らの計画

をするたあたってヒューマンセクター､ヒューマンVステム､バ

スセクター,カーVステムという概念を導入した｡

1.ヒューマンセクター

ヒュ-マy-tクターというのは､施設に対応した歩行節のことで

ある｡

2ヒューマンシ′ステム

ヒューマン Vステムというのは,ヒ>-マンセンターおよび施設

配鼠を歩行者の側か ら秩序づける体系のことである.

3バスセクター

バスセクターとしへうのは.ヒ>-マy セクタ-をバスサービスの

ルー トでつづったもので,駅に対応し.バスサー ビスの単位にな

っているO これよI)バス9･- ビスの利便性が得られ通勤通学買物

交通のサービスを確保する｡

4カーVステム

カー Vステムというのは､道路の性格による段港構成とと>-マ

ンセクター内に車が入っていく入l)方のことである｡

これらの考え方を用いて､地殻規樺の井走と配置およびそれ らの

有機的粗放だてを計画にとl)入れることによって.歩行者の安全

と.利便性と､施設の都市性が確保できたと同時に.自動車交通

の安全と秩序だてができた｡
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●●●●○●●●●○●●修得 -

港北ニュータクソの農業と既存集落

1.都市地域における農業

都市地域内の農業は､

】1周辺が市街化されて捜真筆産条件が急化する｡

1･2周辺が市街化されて地価が上昇し､それにみあった凸某些産

収益が得 られない.

1･3農家内部の事情か ら､兼良化が進み.若年の出藁労働力が確

保できなL̂｡

等の問題点をもってV,る｡

港北ニ ュータウン区域の戯兼も､上記条件が働いてお1).専業塞

が低下し勇往発寒の上昇がみられるO港北ニ ュータクソ計画による

計画開発がなかったとしても､乱雑な宅地開発は行なわれ上記問

題は存在し,また状況は進行する｡つまl),缶英側か らVlえは､

港北ニュータ ウン計画の有鰍 こかかわらず､虚数 こ対する対策が

必窄なのである｡

2.市街化と農業

市街化に対して農薬の進む道は三つある｡

2･1将来も虚某を抵続するよう対策をたて､虚業を続ける｡

2･2当分の間は幾集を続け.将来は虚業をやめ､非虚業に移行す

る｡

23現在.非農藁に移行する｡

3港北ニ >-タウン計画と凸 黙

港北ニュータウソ計画において､22および 213は開発プログラ

ムと調整できれば､大規模新規開発であるので転業者に対して都

市的鐘宮兼種の準備ができる. 2-1つまJ)虚某社続希望者に対し

ては.都市開発の中に定着するにはさまざまな匝喪な問題があL).

その問題点を解決しなければならない｡

4都 市農業成立の条件と段地確保の手法

郡IFF内および邦市周辺の虚業は､一般的 には疎放的彪兼か ら､労

働免約型､ef本準備型に移行する｡さらに進行すれば､観光 レク

リエーVヨソ卑となる｡品市内凸真として成立するには.

41周辺地価とみあった収品をあげ られることD

4･2郡市のオープン ･スぺ-スの一撃責として機能すること｡

43品市活動の阻軍兵件とならないこと｡

414品行活動1こ阻冒されないこと｡

を補足しなければな らない｡

5出地確保の方臣

らllJB英専用地区を設け､監支払続に有利な行政処LLT'托 とるとと

もに､非虚実転用に対しては､規制処顎をとる｡

5･2公･的樺関が農業専用地区を取得し､凸兼謎耗者のみに譲FP-̂ま

たは債与する｡i:&某地区の配班および既F戊敗者の修得

虚菱例か らの要望､および都市浮動の阻警条件にならないこと,

む しろグリー-/､マ トリ7クスの要素としての位置づけから､各

地区に分散して出業地区を殻をすることが望ましい｡都市開発地

区と出光地区との中間に存在する既存集落はむ しろこの出講地区

と結接な関連をもたせた捗&計画が必要である｡
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l 本文JG ●港北ニュータウンの性格づけ

1 現在のせ走と今後の市街化傾向

2 港北ニュータウン開発i:契機としていかなる性格を

もたせるべきか

2･1 勤務地と通勤のバターン

2･2 買物依存について

23

23

23

23

2･3 杜全施設､レクリエーション緑地の広域配置系 - 23

3 横浜国際港都連設計画図
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1 額在の位匠と今後の市街化傾向

KOHの位置は東京都心より西南方約25KM､横浜中心部よl)､

北西約12KMに位置し昭和40年匿の人 口集中地区 (DID)か ら

はずれてVlて､近郊農村地故の形態をとり集約農業が行なわれて

いるOけれども最近の東京､横浜セクタ-の,%敦な宅地化は､こ

の地域までスプロー ルさせている｡ このスブローJL,を助長させた

要因の一つには昭和40年第三京浜道路.臣園都市線の建設n:どに

よl)宅地化のきざしは一層軽くなった｡ このような現状か ら今後

港北地域の計画的な整備がなされないとすると､交通の混乱.鶴

見川水系上流地域の佳=混合地域化など､人びとの生活について

多くの問題を致す地区である｡すでに横浜市においては､大都市

のベプトタ クソ化を排除し､晩飯的な計画的な港北ニユ-タウン

の建設をしようとVlうどL>ヲソを持ち､市衝地整備を行うとして

いる｡

2 港北ニ>-タクソ開発を契侍としていかなる性格を

もたせるべきか

2･1 勤務地と通妙のバターン

2･2 買物依存について

2.3 社会施設 L/クリエー Vヲソ緑地の広域配正系

211勤務地と通勤のバターン

勤務地につL は､今までの公団貿貸住宅の居住者価向か らみる

と､東京,横浜セクターでは､東京7曹J､京浜地帯 3割という傾

向を示している｡ しか しながら交通手毘により居住者の敏美地先

はかなりバス称送または高速度鉄道などの計画より変るものと考

えられるOバス､地下鉄利用によって昇竜してみると東京方面に

60%.横浜京浜地帯に40%となる｡ (交通計画参照)また将来の

通勤高速電車などの整備が行なわれるとすれば前者の数字を大巾

にかえることとなり､その割合は東京に80%､横浜 ･京浜地帯に

20%といった性格をもつものと恕足される｡

2･2買物依存について

男物依存は､銀座､渋谷､自由ケ丘と横浜西口.桜木町などの商

某核にかなり吸引される傾向がある｡港北地敏の騨発lこともなっ

て増加する第 3次買廻り晶の購買力に対応する販売施設はこれ ら

の商菜核にぶ らさがるような憤向が熟 へ｡第 3次買掛 )品ではR

EILLYの消費者市場鮮理論により計界すると東京に60%､横

浜に40%の傾向を示す｡商業核は将来の交通手段によってかなり

差異を生ずることになる｡ (商業計敵 地奴センター計画参免 )

23社会施設､Vク リエーVヨン緑地の広域配置系

東京.抗浜セクタ-におV}て社会施設レク リエ-Vコソ緑地など

の配毘系はKOHの性格を決定づける要因である｡特に首都圏30

K圏内の近郊整備地帯におV}ては未開発地域であることか ら各種

の都市施設が不足してVlる｡このことについて十分な社会施設の

整胤 特に文化施設や t/ク リエーV ヨソ緑地などについては大都

市域､および､その周辺についての捨合計画的な配置が望まれる｡

KOH内の諸施設はもちろんであるが､横浜北部地域､県､国段

借の社会施設系の立地条件の可能性とその水準について十分な整

備が要求されうる地域である｡ (社会施設の項参照)



横浜EE)際港老振至設計画図
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1 位置 ･区域

計画区域は首都圏の大前市中心より西南方約25Kzn圏､横軸 市圏

の中心よl)北西約12血圏に位置し､横浜市港北区のうち茅ヶ崎町､

勝田町､南山田町､東山田町､北山田町､牛久保町､中川町､花

EE]町.川和町､佐江戸町､東方町､折本町､大患町､新羽町､高

田町､新吉田町などを含み.敵 ヒ区全体の面苗の20% にあたっ

ている｡そのおおよその開発予定面坊は､2,500HAとされ東西

6hl南北 5hである｡対象地域内は,北側台地部分､中央低地部

分.南側台地部分からなるが､低地部分と低地部分から南側台地

にかけてかな l)の集落が入l)こんでいて､農家集落が多く2,000

戸内外人口約 8,000人となっているO周辺には東側よりに第三京

浜､東海道薪幹凄､東横線などがあり､西側には東名高速道路が

新しく通過し､さらに東急 田園都市頼､国道 246号 (厚木街道 )､

南側には横軸 が通っている｡

2 地形

3 人 口集落および土地利用

2 地形

地形は､下末書台地 ･多摩丘陵部および沖横尾低地の 3つか らな

l).多摩丘陵部Ii.閲析のす ゝんだ丘陵地帯で､北山田.茅ヶ崎､

東方町の台地部分までつづき､ここから比較的平坦な下末書台地

にかわっている｡ 房高 40- 60mの多摩丘陵部､下末書台地部分

とこれにはさまれた標高 10.-20Tnの沖横屠低地とか らなI)､中

央低地部分を早油川､南側低地部分を輪見川､西側に簿見川の支

WLにあたる谷本川があり､開発芸域のすべては龍見川水系に属し

ている｡地質は.三浦層群､砂瞭屈､関東ローム層群か らなって

いる｡

3 人 口集落および土地利用

計画区域に関する人 口は 11,000人 で､そのうち農業人口は

8,000人で､全体の約 70% をしめているO集落榊進は､兵家が

中心となり､台地と低地部分に入 り込んでいる谷戸部分に分布し､

鹿家住宅の周跡 ま斜面で屋教林となっている.地域内の産兼は､

前述したごとく､農業が主となっているが､年々の都市化の影響

をうけ､農家数ま減少している｡

これらのことは都市化の影啓を加実に表わしており､もはや従来

のままの姿では農業が存続しえないとい う､ひとつの大きな転漠

時掛にさしかかっていることを示すものである｡農家人 口も農家

数の減少に伴い同じような減少傾向をたどるのであるが､その推

移は次の通L)となっている｡

また地域内､地 目別土地利用割合は

宅地 500.3IiA(17.8%) 山林 1,124.OflA(40.0%)

畑 685･lHA(24.4%) 水田 498.9HA(17.7dp)

となっている｡
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4 交通施設現況

5 既定都市計画

6 埋蔵文化財

表 2･3･(1) 農家数の推移 (港北区 )

昭和25年 29年 33年 35年 40年

実数(戸) 6,231 5,863 5,603 5,472 5,032

指 数 100 941 899 878 808

表2･31(2)経営耕地規模別農家数の増減 (港北区 )

総一粒 0-4畝 5- 30- 50- 70- 100- 150- 200
家数 ㈹殊農業) 29 49 69 99 149 199 以上

BB5翠 5472 .3 826 697 852 .491 1386 .85 22

2i翠 5032 ll 804 8.8 805 .39. 1071 115 17

掌琵 92･0 8416 9731174945 933 773 622 773

表 213･(3)農家人 口の推移 (港北区 )

昭和25年 29年 33年 35年 40年

実数(人) 41,453 38,668 36,536 35,078 30,853

指 数 100 93,3 881 846 744

4 交通施設現況

計画区域内の道路は､都市計画街路 4結線が都市計画決をされて

おり､それは東神奈川寺家線 (1- 3-21),口舌元石川線 ((

-3-25)､中山元石川線 (皿一1-13)､鴇居東山田線 (正一

1-18)､篠原池辺線 (:一2-23)､があるb予想される都市

道路は仮称第 2東海道線および伍称外廓環状線の構想がある｡交

通捷閑としての鉄道は地区内には現在なく,周辺部には東海道新

幹瀬､横棚 ､東鏡慮､田園都市線などがある｡将来は､通勤新

幹線の構想があり､さらに市営高速度鉄道の計画がある｡

5 既定都市計画

都市計画区域は横浜都市計画区域内で地軌 ま未指定である｡都市

計画街路は先にのべた 5路線が決定されているのみである｡

6 塩蔵文化財

当地域の丘陵地には､かな りの蛭蔵文化財が相当多いことが予想

されるが､その内容は明らかとなっていない｡
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図 2･8広域レクリエーション緑地分布図

く)
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図 2･9首都圏都市化(DID面積)
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図2･11 地区IB辺大現状住宅地
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1 ニュータウンの性格と問題点

2 秤蚊への手がか リ

3 都市構成の解決

1-ユータクンの性格と問題点

港北の位置するところは首都圏域における既成市街地に近接して

V,るところで､今後10年間のうち公共的接関による開発のV,かん

をとわず.宅地化されることが予想される.

既成市街地に接近する地域の開発の特質は､

1･1最近の自家用車の急敢な増加傾向を計画にどう反映させるか

という問題である｡

1･2高地価に併 う高家賃､高宅地をどのようにして勤労者の手に

届くものにするかという問題であるD

1･3地域的特質として,周辺市衝地における社会的文化施設の不

足をも考慮して地区内に社会文化施設の中核をvlかにして作るか

という問題である｡

1･4第 2の問題 とも関連して､近接する事業所の後背住宅地とし

ての性格をどのようにして強め､都市住民の生活撤能 (労働居住､

V ヲグビy グ等 )をよt)有職的に結びつけ うるかという問題であ

るOなどがあげ られる｡

これらの問榎に対しての解決は次のような各種条件の換村によっ

て港北ニ>-タウンの基本構成とした｡

2構成への手がかり

2･1通勤手段としての大量輸送授的の休系を完結する｡

人びとの生活行動空間と各種施設との結合とその秩序づける休系

を完捨する｡

2･2粥発鑑定の条件として高密度住宅地の可能性を追求する｡

2･3地域的特質としての不足する社会施設の供給体系を換討する｡

2･4地域の個有条件の地形､植生､集落祥造.土地利用の分析よ

り新たな都市構成の開発手法を検討する｡

などである｡

3郡市構成の解決

今までこの種の基本横坑では､車を主体とした道路を意放して作

られるようになったが歩行者を中心に､大丑輸送稔明優先を意熟

した構成はあまりなかった.そこで港北ニ ュータウン計画にあっ

ては､歩行者を中心とした都市構成とニュ-タウン全体として通

勤輸送検閲への体系を完結することにあった｡

また都市計画として内部構造とそのVステムの関係か らのつみあ

げと外部構造とそのVステムとして広域都市計画との接点をどこ

F=求めるかということのなかで.内部搬造とそのV ステムの方か

ら提案を行いこの問題を解決しようとし7=｡

その内部構造とV ステムの組立てをするためにヒューマン,/ステ

ム ･カーi/ステム.ヒューマンセクター ･バスセクター､グリ-

ンマ トリプクスなる放念を導入した0

3･1内部構造の考え方としてのヒューマンセクターとバスセクタ

ヒュ-マソセクターは,施設に対応した歩行行動圏を意味 し,ヒ

ューマンセクターの規模に関する要素は.施設の種類と､それに

対応する支持人口､人 口密度 および歩行距離である｡ さらにこの

概念の重要な点 は､さまざまな施設に対応する歩行V ステムが考

えられその組合せの自由度が確保されていることである.そして

ヒュ-マンセクターおよび施設配把を歩行者の側から秩序づけ､

施設の有梅的構成をしようとした｡

また一方､これ らのヒューマンセクターをバスケ- ビスで連結さ

せたバスセクターとし駅に対応し7TLバスサー ビスの単位をとって

いる｡バスセクターの規校をある大きさにすることによって日常

の頻匿の高V,バスサー ビスができ駅および地域センタ-に対応す

ることにより､通勤､通学.買物交通の利便性を確保するとV,っ

た}リブトをもたせてた｡

さらに､内部構造の交通Vステムの問題に関してカーVステムの

体系づけをしている｡ カ-Vステムとは道路の性格を段階構成と

るとともに ヒュ-マンセクター内に車が入る入l)方のi/ステムに

つVlての処理である｡

道路の性格は､高速道路､都市間道路をVo,それに接続する地区

幹顔道路 はVl,V2,V3,V4 と区分し､ヒューマンセクタ-内は

地域センターに行く歩行者専用路をPL地区センターに接続する

歩行路をP2,P3,P4 と区分した｡

そして自動車を主体とした道路と歩行者専用路との接続点はVl,

V2,およびP2の道路の没僧となっている.

3･2地形地物とグリー ンマ トリフクス

もう一つの内部構造をうらづける計画の手法として､ヒュ-マソ

VステムおよびカーVステムと地形.地質､植生､集落構造など

や､現在の市街地におけるL/ク リエーV7ナルな利用を展開して

いるさまざまなオープンス･{-ス､例えば路地､社寺､境内.河

川などの利用と公園などのそれとを一体的な系としてとらえよう
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4 密度樺造

という考え方と､市民の活動を誘発するような土地資産 種々

なオープンスペース､公臥 住宅地の棟間､歩行路､保全緑地､

生産歳地など および神社.寺臥 樹林地､文化財などの要素

により土地利用の性格づけを行ない,それらの空間を送籍させて.

都市施設の秩序ある利用をはかろうとした｡

3･3内部構造を支える社会施設系

都市として目立的構造が可能在社全施設系と､外郭依存を必要と

する社会施設系などにつV,て分析するとともに､高次な社全施設

系を一部兼ねるのを含めるという方法をとってVlる｡

これらの施設系は､あるものは地域センターを構成し､あるもの

は地区セソターを構成するなど､それぞれヒューマソVステム,

カーVステムとの関係において結合させている｡

図34 否定榔造園

4.密度構造

ニュータクソ区域内の密匿構造については一般の電鉄駅を中.Llと

した市街地の密度模造とほほ同様な考え方をし､王として交通網

に対応させて検討し､人びとが歩いて到遷できる駅勢圏内の密度

を高密度(450人～700人./竹a)とし.バス .ス トタブ歩行圏内

のうち地形計画奈義計画上の考慮か ら中密監地区(300人～453

人/ha) を構成した｡さらに地形計画上と既存集落との関係か

ら低密度地区(200人- 300人/ha) とした｡

その密度構成図比国3･4のようで奉一も｡

㊧
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5 都 市構成 ンステム概念図

図 3･5 叡市構成Vステム概念図

●駅勢幽内
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6 外部条件と交通Vステム

7 郡市撰成のVステムとバターン

6外部条件と交通レステム

通勤手段として次のような各種の手段が考えられ都市構成の内部

交通Vステムと外部交通V ステムとの関係をよみとると以下のよ

うである｡

(力点寄節までバスのみの通勤交通

㊥バスと横浜市営高速地下鉄利用通勤

㊥⑧十東京方面の り入れの地下鉄

④②十高遠通勤鉄道

以上を前提条件として､それぞれに対応する通勤交通のVステム

とバターンについて検討してみると(かこつV,ては､輸送効率上か

ら考えて不利である｡ しかし､既設の新幹線新横浜駅より東京ま

で路線使用の見込みがあれば検討 してみる必要はある｡㊥につい

てはかなりの具体性をもっているのでさらに⑨､④を導入できれ

ば大丑輸送畷関を重要視した交通休系を完全なものとさせること

ができる｡ この場合@､@ は同様な郡市職 が想定される｡ただ

し㊤ こつV,ではい くつかの交通交叉が行われるので鉄道駅を中心

とした交通クー ミナJV方式となるので､人びとの粂前密度が高 く

なることか ら上記とはことなった都市構成が想定される｡

611(臥 (亘姫)場合は多核都市構成塾をとる｡

なぜならば徒歩奴を重視した通勤駅と地域サービスセソターを同

一におくことにし､サービスを各地区とも均一化しようと考えた｡

この場合港北ニュータウン外への通勤者の就業先の割合は横浜京

浜地掛 こ40% 東京方面 60%

6.2@の場合 は､ 1核都市構成型をとる｡

通勤高速鉄道駅が整備されるという条件をとれば高速鉄道を中心

にして地下鉄および/ミス輸送が 1駅に集中するためかなl)の大き

なサー ビスセンターが必要とされ 1核都市群成型をとる｡ この案

については現実性が うすい. この場合は港北-A-タ クソ外への

通勤者の就業地先は東京 80%､横浜京浜地帯 20% と想定される｡

7都市構成のVステムと/(ターン

611､6･2についても都市構成のVステムの戯念については変っ

ていない.ただ 611より6･2になった場合はバス交通が多 くなる

ので駅勢圏内ヒ>-マンセクターの構成Vステムがかわってくる｡

新しV,都市構成のV ステムの計画概念によるヒューマy セクター.

カーVステム､グリーyマ トリ7クスの導入による郡市構成Vス

テムは前の放念図のようである｡

8 計画夢について

8計画罪について

早ll Pl計画罪は､すでにのべた通I)港北-A-タウンの基本構成に

従って.ニュータ ウ ン全域を市街化させるという想定にたって立

貫したものである｡

この計画案の主旨は.都市の骨格を形成する､ヒ>-マン Vステ

ム､カーVステム､ヒューマンセクタ-､バスセクター.グリ-

ソマ トリックスなどの考え方か ら都市の骨格を構成 し､各種要因

を地形計画に対応させて作成したものである｡

8.2この計画案を計画原案とし.さらに港北ニュータウンの性格

として､もし都市内点薬生産基盤を行う友美地区を設定するとす

れば､どのような配置がされるか,とい うことを検討したものが

P2 計画粟である｡

8.3P3計画策は.さらに曲集地区を銀中させ､既存典蕗の修複

計画を考慮 しようとした累であl)､PIP2への計画プロセスのベ

ースになったものである｡

いずれの計画案にせよ､都市構成の骨格のつ くられ方は同一の概

念を導入し.組み立てられている｡
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8･1 計画案 1

図 3･81 計画案 1

1ulmlmWul肌¶m∬ 地域センター.地区センター ･官公庁施設

525252529g 教育施設

I:.:I:::::::::::: 低層住宅

:･:･ニ 中高層住宅

_ 公園 ･■九 ･歩行暮書牌

//++I++/' 文化センター･誘致施設
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8･2 計画案 2

図 318･2 計画案 2

地域セ/クー･地区センター･官公庁施設

教育施設

低層住宅

中高層住宅

公園 ･緑地 ･歩行者専用路

文化センター･誘致施設

既存集落修復地区



8･3 言十画集 3

図3･812 計画案 3

地域センター ･地区 セ ン タ - ･ 官公庁施設

教育施設

ⅢHl= 低層住宅

IlH冊IILl" 中高層住宅

I:･:･:･:･: 既存集落修復計画地区l●●●●

｢｢ 文化センクー･公選ト スポ-ツ ･ レク1)ェーンヨンセノクー
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9 土地利用

表 3･9 土地利用

面 横 (H_V Su % (%) 備 考

公共用地 ･交 通･道 路 502_550.045_045_085.055.8108_5 19.851.191_78t785.561.584_28 V.～ V. までの道路面板Pl～P一 号での歩路面横

鉄 道 用 地 駅 広･公 園 ､ 緑 地児 童 公 園 鉄道駅 6ヶ所路線約 10_5KMプ レイ ロッ ト1､ ブ V イ ロッ ト2はp3 - P一に併設､児童公園 180ヶ所

少 年 公 園 45ヶ所

地 区 公 園調 整 地 及 び 不 利 用 地 6ヶ所

小 計 850,6 55.6∠

公益､公益的施設用地 ･教 育 施 設幼 稚 庸 6.599,065_855_027.6ll.528.912.815.014_4 0.265.912.521581_090.451.140.510,600_56 90匪l(保育園を含む ー

小 学 校 45校

中 学 校 21枚

高 等 学 校商 業 施 設地 域 セ / ク ー地 区 セ / クー･行 政 管 理 -文化厚 生 施 設文 化 セ ン タ ー地 域 七 / メ -地 区 セ ン ク ー誘 致 施 設 そ の 他 7枚

′ト 吾† 514.1 12.42

住宅用地 ･住 宅 用 地低 屈 住 宅 地 一.054.0a ll,5 41.6612.50中 高 層 住 宅 地 〝 55.200戸

小 計 1.565.5 55.96



●●●●地形計画

2 分析と固化

2･1 地形分析

2･2 植生分析

4 地形のグルーピング

5

6

6

2

5

5

4

4

4

5

5

5
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従来､農薬地､山地であった地峡を住宅地として開発する場合､

ha当l)10数人か ら100数10人とV,ラ,%敦な人 口変動による影響

と､造成方法にか かわらず､かなりのj=地そのものの変形による影

響が､本来その土地8-1持っていた 自然】蒙境のVステムに対して､

複雑で非常に大きな作用を及はすことになる｡

臼杵環境というのは.気候要因､地形要因､土地要因､生物要因､

人為要因等が数千年あるいは数万年にわたる相互作用の結果. 1

つの安定した系 (Vステム)を構成 しているわけであり､BP発に

当ってこのような人為的要因の布端な増大による影響に対して.

当初よりその土地の立地に関する十分な調査により､その土地が

今まで持って来た特性を分析し､その延長上に計画がたてられる

ことが､自然のVステムについての総合的な研究がその緒につい

たはか りの現在､非常に重要なことであるo

特に本地城のように東京.横浜の大都市圏に近接し､残された緑

也/-ンとしても意味の大きい地域では､住宅地とい う中で､ど

のように緑を致し､又､育てるということは､大きな放題となる

し.叉木地域を形成する鼓蝕の進んだ多摩丘陵部や開析谷の斜面

で､崖 くずれを超しやすV{F兼吉台地､N地が 0-2の早淵,鶴

見川及びその支谷的析谷の沖柾低地等における開発計画に当って

は.地形､地質からくる住宅地としての式､不適地区分を明らか

にし､ 自然灸件の面からの正しい要求が基本計面作成に当って,

そのベースとな らなければならなV,｡

本計画においては `港北ニュータウン自然及び立地条件に関する

基礎調査.(1968:宮脇昭､太田勝子 )の諏査治具を用V,て地形､

地質､植生､土地利用､集落構造などの萌況分析を行へ 住宅地

としての適性と､住宅地にする時の巨然立地か らくる制約条件を

整理 し､地形上より造成のユニ プトを想定し､そのユニ プトごと

に以上の自然条件と土丑のバランス等を絵合的に勘夢して､巨然

条件の倒からのマスタープランとして,地形修正国を作ることを

目的とした｡

●作男の ブt'七ス
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2 分析 と固化

2･1 地形分析

2･1･1 尾根の分析

2･1･2 斜面の分析

2･1･1尾根の分析

地区東部では40- 50TTLコンク間が尾根ナじを決定｡

形態的側面- 尾根,谷.斜面- 日風,風通 し.景観などの

環境決定因子

物理的性質- 構成物質の物理的- 災害PJJ一止,工事上の決定

詰特性 因子

西部丘陵部では 60- 70TTlコソタ間で尾根すじが決まるC

分析事項 尾根す じの把握

方向

広さ

2･1･2斜面の分析

2･ト2･1作美の流れ

斜面分析 斜面のGTading

斜面の自然利用

斜面と建築物及びその配置方法との関連

2･12･2斜面のもつ環境条件としては

1.方向

2勾配

3現存相生 ･後述

表 4･2･1･2 斜面の分析

備 考

1 12.5%以下 10%以下 自然地形 として利用できる○

10-27% 芸宗孟言器警 の形で,自然地形

3 27-58%

4 58%以上

2･1･3 谷戸の分析

2･1･4 地形構成条件の分析

2･1･3谷戸の分析

蒙境決定因子として

211･3･1土壌 沖横地 Ll

白根 防､扇状地 L2

2･1･3･2谷戸部分に接する斜面の勾配

27%以下 L3

27%以上 L4
2･1･3･3谷戸の開いている方向

≡誓 i L5

東西方向 L6

2･1･3･4谷戸の広さ (巾 )

120m以内 L7

" 以下 L8

これら因子の組み合せによって谷の項静 ま決定される｡本 地城では

L7,LSにあげた谷戸の巾が大きな要素となると考え次の 4段階

に分類して分析図を作成 した｡ さらに集落灸件を追加する必要が

ある｡

2･1･4地形構成条件の分析

本地掛 ま､大きく多摩丘陵面､土橋 机 下末舌面､武蔵野面､押

棒低地に分類され る｡そこでこの分類EElと各地形而毎の性質を

模式柱状図

地下水面

地打力

地盤条件

その他

とVlった形でデーターV- トの形でまとめた｡(麦 4･211･4)

衰4･2･1･3 谷戸の分析

因子の組合せ 分 析

環境条件良好,自然地形利用可.

環境条件良好.但 し利用に当つては盛土

を必要 とし,建物迎礎などに注忠 を質す

る○OpenSpaceとなることが望 ましいo

A3 共に環境条件悪い.関析谷にあつては水

処理の問題が地形計画上のポイントにな-

A4 L8-L2-6



表412･1･4 地形計画データーV- ト(地形構成条件の分析 )

多 摩 丘 面 (72 ) 土 橋 面 (Tc) 下 兼 舌 面 (Sー 武 敢 野 面 .:_114

70- 767TL 54- 67m 407n前後 50- 507n

80706ロ50 チ _立川武蔵野ローム下末書ローム＼ 土橋 40504口l ifLu警戒野_ 下末吉ローム 4D5020 一㌧* _立川ローム層武蔵野ローム屈 ■0 才川

ローム層 土橋 _ T末 香 / ロ-ム屈

- 早ローム層- お し沼砂瞭屈- 三浦層群 ローム層土橋砂疎屑- 三浦層群 ロ- ム屠-下末書層三浦層群 5020 武板野ローム層_ 河成段丘喋層- 三浦層群i 十 +守

47～ 55m 4(】77L ll- 517m l l- 277n

ロ-ム 5- 8 ローム 5-8 ロー ム 4～ 7
三浦屑 100以上 砂 50前後 砂 10前後

砂 25-68 砂 50 〟

許容地軒力 15t/ 〟 同左 同左 同左
法面 も安定､但し開 析 砂 層､土地耐力 15 但 し下末吉 ローム仕水 三浦層群
令-の盛上部で仕 特 殊 t/TTf以上､法面の安 を含むと軟弱になるo

基雄の必懲有 9 0 定悪V'o 切 9取 b郡のほ う致する危険あ90

18,5 18.2 14.7 14,5

4.8(84ー 4.8(90} 4.1(280) 5_1(44ー

大河川 小河川
;谷 底 谷 底

:平 野 平 野

地表面 16m付
9-11771

〟 77n
-5--157n

〟 51TL
-8-120771

粘 土 0- 2
/ル ト 5- 7

秒 7- 10

自然堤防､Jd一状鞄はN値
以上で良好､谷底平野

冠水 (河床との比高 27n
前後の折 )地'Bi､他社沈
下 (早淵rFl'桜の押紙FB
20m程度の所 )に注志
摩する｡
三浦層辞 Z)上限高庇を正
確に とらえる開折合の利
用結現工也形が望 ましい｡
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● 多J?丘陵土壌面

○ 斜面

O T茶音面

⑳ 武炭野面

⑬ 沖鵬 地

◎ 自然'jt防

図 4･2･1 地形分析
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図 4･2･l･1 尾根ナじの分析

●●●●
40-50M コンタ

60-70M コ ンタ
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図 412･1･2 斜面の分析



控毘 A,
因 A,
[=コ A一
臣≡週 A2

図 4･2･1･3 谷戸の分析
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2･2 植 生分析

自然壌境を構成す る要因と しては､ 前述した ように 5つの 要因､

気 候､地形､土 地､生物 ､人 為要因が考 え られ るが ､市街化ある

vLlは新都市の BP発に よ り､人 為要凶が 自然環境に非常に 狂い イン

パ ク トを与えることにな り､結 要因間のノ､ランスは くずれ ､質的

にも量的に も､新 しい事態に 備える為の新 しいバ ラン スと新 しVl

自然環境が形成 され るであろ う｡ したがって､開 発に よる自然 立

地の新 しい授能 と環境に対応 した新 しい緑の有 l)方が ､ここでは

問題 にされ な くてはな らない｡ それ には､現存の植生 立地の科学

的 な把握が なされ ね はな らず ､新 しい椋 の有 り方も.その 延長上

にあると考えるのが妥 当である｡ 本計画地域 及び その周辺 に おけ

る現存植 生と潜在 自然植 生については調査報告 番の中で 詳 しく述

べ られ てい るが､ ここでは それ を概指 してお きたい｡

蓑4･2･2･(1) 現 在植生

織物群落 面併比 群 落 構 成 立地上の特徴

コナラクスギ群落 15岳 クヌギ.コナラ､エゴノキ､クリ.アズマネザす､こカリナ､スイカ_iラ､ヌ̂ デ等 きた持旋群落

スギ.ヒノキ招林 1 5-.-&7i スギ､ヒノキ､./ヒサカキ 斜面部に多 く立地

クE)マツ植林 クロマツエj'ノキ､オンメイケヤキ､7_1マネザサ ので､その保 全には多層的TI現生林

モクノウ竹# クサ､ヨモギ しリ

屋敷林 等

メ~オ7レチノギク群落 ナズナ､JTヌガラ-/ 耕作放粂畑 1- 2年日の雑草群t'@

チガヤ併箔 チガヤ､スズメ.ヤリ.ナ ｢ハギ 耕作故桑畑5-4年EhO雑草群落.ヤ台地に立地

カタ_xピッヤクニッキノウ群落 ･三シキノウ 畑地推考群落.令地聾斜面

カ_ズノコ7サ､ス_*メ群落 セリ､カズノコタ

カナムタラク_<群落 クズ.カナムク'ラカラスウリ､エビ_ズ̂ . マノト群落として､するO

Jも えるO

2･2･1 相 生 と人間の 幽係

212･2 分析 と今後の 問題点の指 摘

表 4･2･21I2) 潜在 巨然植 生

群 集 名 面横比 構 成 種 立地 及び立地診断

-/ラカ-/群集典 型 台地部､水と風に
亜群 県 対す る配慮 あれば

･/>か-/y A { < 最適 の生活域 とな
亜群 集 オキ D うる

シ ラカシ辞典 ケヤ ケヤキ､ カブ ラ 斜 面が○低層住宅

キ亜群集 ;/､ メダケ､ ム 鞄 として最 も適す
クノモ等 る

ハ ンノキ､ クヌ 斜 面部 と沖横低地

群集 ギ､ 7キ7 ミ､ の接点 の部今に帯
状に分布

ソコヤナギ 排水不良で住宅j租と しては余 b適 さTl:レヽ

ヨシ/､/ノキ群集 ヨン､ ココモ､ 沖餅は地､ 生宅地
ヒメ-/タ､ ア キ と しては 最 も不適

表 4･2･2･1 植 生と人間の関係

2･2･2 分析 と今 後の問題点 の指摘

2･2･2･1 植 生群落 のブtlプテ ィング

樹木林を 中心に して

自然植 生-屋敷林--ふ るさ との録

代任植生- コナ ラ林
既存 集落の

クヌギ林 =-･ 保 全と都市

植林
景 観

2･2･2･1 計 画との諏整

斜面の緑の保 全-開析谷斜面の有効利用｡

尾根す じの プ リ- ソ ･マ トリック ス系と植生との関係による都

市景観の育成｡

2･4･3その土 地の型の変化に よる未来の 潜在 自然植生の調査研 究

が 今後必要にな り､緑化計画が なされ なけれ ばn:らない｡
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図 4･22 植生分析 (コナラ クヌギ林 ･植林 )
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● 神社 ･仏閣

I,,.I,.IJt:'tdt,''-'';I,.I..Ill.
,
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∴

三 -｡;;_-::-IiSくつ
O

くつ

Q Oq3.

蒜vo..̂ioa;･｡泡uv･●D

三 三 二

図 4･3 集落分析
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3 集落

4 地形のグルービング

3 集落

集落というのは､A,表面の顕著な構成要素であリ､地表形態の中

核的な形象であるC従って､自然褒範の中にあって､集落のもつ

形態的面からのアプローチが､地形計画を行うにあたって一つの

計画上のフTクタ-となる｡本地奴の集落は､敷戸あるいは10敷

戸の単位で支谷､開析谷沿いの斜面のふもとに立地しておI)､こ

れらが.寺社､仏閣あるV>はそれぞれの集落が向きあっている沢

(水田)を中心にして､共同休を形作っていたと考えられるが､

最近の都市化の波の中で､水田地帯や台地上の畑地のまん中など

にも徐々に､新しい住宅が建設されつゝある｡

開発が行なわれ､将来大助 住宅群による集落長軸 ミ出現した時

に､その全休的な集落景観の中にあって､既存の集落景観がどの

ような立場をとり､どのような姿になるのが望ましいかは､一つ

の大きなテーマとなるが､ここでは､地形修正図を措く上でのベ

ース図として､集落の分布と神社 仏閣をプロプトした 1/5,000

の図面の作成を行った｡

4 地形のグルービング

地形の形態的側面は､新都市住民の生活債竣恵軌 こ､丘陵地では

特に重要な意義をもってくると考えられるし､又造成=事上の要

請として､工区をどのように区切るかは.重要な意義をもつ｡ し

たがって地形の区切りをみつけることで､それを地形単位と考え､

その単位掛こ､今まで行ってきた諸分析結果を整理し､自然環境

条件からの立地特性把握と立地診断を行うことが必要であるO

生活領域に関連する設計作業､造成設計作熟 こあたっては､フィ

ー ドバブク系としてこの地形単位が重視されねばならない｡この

ような観点にたって､本計画では以下のような方法で地形単位を

決めていったが､生活領域及び造成工区の合理的決め方に関して

描.未知の点が多く今後の研究が待たれる｡

図 4･4･(1) 地形単位決定の方琵

図 414･(2) 地形及び植生分析による本地域の地形単位大

グルービング



図 44 地形単位

S18
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表 415 各地形単位毎の自然立地特性の整理と考察

ノ広 地 形 分 類 図 斜 面 分 析 図 備 考

sol 孟竪管しき票益 を '
北部にムサシ野面平担
地

5U～ 507nコンクで
勾配激しく､ 27-
58%､一 部 58多以
上｡ 507n以上 12帝
前後O

50- 5oTTLコンク内
にコナラ､クヌ*'林､
経斜面地にはスギヒノ
キ､植林目立つ｡27
多前後. 55帝が樹木
林｡

so2 南北に細長 く､ Tc
面の尾根｡これに直角
に小支谷｡ 90弟近 く
斜面急 ､北部にムサ
シ野面｡

斜面い 少くみハ
25- 55れ間で 27
- 58車の斜面が 斜面
全体の90年近くを含
める｡

書芸 是3K品 Ao;官慧
巾以下の′ト支谷が直角
にぶ らさがっている｡

開折谷を組む ようにし
て27- 58%の暢斜
地にスギヒノ木植林､
コナラクヌギ林分布｡
40%

大規模な造成を必要とする.

so3 高 55tnを慶の尾根南
北にTc面｡
80車斜面急 .谷底
平野に接す る部分に扇
状地O

20- 407nで/J＼支谷
が入っている所以外は
90車以上が 27-
58%｡
方向性なし｡

中央部の丘陵脆 く65
7n )より放射状にスギ
ヒノキ､モクノウ竹林
dO多が樹木休｡

尾根をはさんで各々造成を行な
う｡

so4 南北に稚 く50- 60
mの尾根｡
90車が斜面｡

50- 507nで 27-
50車｡ 125- 27
多がそれぞれ 50車｡
斜面長 1007n前後で
短かい｡

支谷H.から分岐した
10OTTLrT]以下の南北
に走る 2本の谷で囲ま
れるO

開析谷間線斜面にコナ
ラ林､ ヒノキ植林｡支
谷T2-6 rFtlいにコナ
ラ林が 200x200
7n程度のたまで存在｡
40%

so5 東西に 50m高尾横
Tc面 上b下乗舌面
S面に抜 く｡
早淵の主支谷rRlいに扇
状地細 く連各｡
60車が斜面

50- 50771の斜面総
平均 して27- 58弟.

1007n巾以下の′｣､支
谷が占ケ東西に入る｡

閑析谷斜面Kl]tいにコナ
林及びヒノキ植林O
40%o

閑析谷を埋め東斜面の 12多占
内の宅地に造成｡

so6 台他部 40- 50TTL高
は下末書面60多を占
めるO

南､及び北斜面を構成｡
平均 10- 27多
(20- 907TL､ 50
- 407TL)

早淵支谷H5, H6 忙
て囲まれている｡

支谷HGの上流 部斜面
地にスギ､ ヒノキ､ク

｡マツ植林がE]立つ､
両部に 150たまのク
ロマツ植林.コナノ休
50%

支谷 H̀ 比埋める必要があるが

られる｡

so7 50- 407Tt高 のB面
台地が 50卓強｡
ムサシノ面､扇状地が
各 10東北部に分布｡

北斜及び東､西斜 20
- 50mのコ/ク間で
27- 58多｡
あと比台地及び谷平野.

るo 10Om巾以下
支谷 H6 の 20- 50
7nコンク勾配 58多Y｡'
V'忙細 くコナ林｡
5%

極力.自然地形を利用｡

so8 S面及びM面上9なる
台地形構成 70番

西斜 20- 5077Lで､
27- 58帝の斜面､
北斜面仕 125- 2
多程度

樹木林､ほとんどをV･｡
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ノ広 地 形 分 類 図 斜 面 分 析 谷 戸 分 析 植 生 分 析 備 考

so9 南北に台地走 れ 48- 45TTL高○ 27- 58帝斜面ある 開析谷WF言いの 27-58多勾配の斜面に細
中央部B面 55帝 那 (50帝ぐらい 一致 くコナ林o

北部M面 20%早淵flFさいに一部盛j=o Dは台地の事直長の12.5- 27多.斜面である. ほ とんど横木林 ない○

S10 40771高の台地､ S面 北斜面は一部 20- 租見川支谷 T‥ T2 開析谷周辺 20- 55
を形成) が局線 に東西に入 り､ 7nコンク内､ 27-
50帝○ 多斜面を除いて仕12.5 58歩斜地にコナ林.

多程度 の斜面形成⊃ 1007n巾以下.長さ スギ､ ヒノ木林が帝状

商科仕 20- 401TL間が 27多前後○ 5007TLの閑析谷○ 樹木林o

E;11 東西に 4DTTL高の分面 平均 12.5- 27多の 豊島,蒜 2fOa によっ 支谷H, の項部 2 5-

台地 50- 60多 斜面が 5 0- 40Tnコ/ク問にをるo 40Tnコンク斜面にいて7十≠20%

E;12 東西方向に 50m 内外 支谷 T2 -a､ T2 - 支谷 T2 -aKF]'の北斜 雨斜面 5 0- 40Trtコ/ク間を
の巾で比高 407nの S 弟前後の勾配を多くて bが周縁 を東西に入9 面及び で2 -bの開所 鉄道､道路にて処理○

面台地 4D多D 三汝露 呈 望oTエ芸晶析谷が南北に 1条つながる○ 谷の斜面 にrriつて帯状 支谷 T2 -a沿いにク 1)-/ソ

谷と接する部分扇状 てレゝるo にスギ､ ヒノキ植林○ -/考えられ るo

S15 M面の台地及び S面の 丙斜､及び北斜面東部 巾 1207TL以上の支谷 雨斜面.開析谷に一部

台地各々15多､ 両部 の丙斜面が 20- 50 T2 -C及び鶴見)l俗 コナ林が あるほか紘畑

忙扇状地○ TTL間で 2 7車以上になる地位 12妨前後の援斜面を形成o 底平地で困iれる○南部に閑析谷 40 他､市街地であるo

12,5俸以下 の緩斜面○巾 12 0m以上の T2 T2-b､T2-Cの.自然地形の有効利用

台地○ 50飾 -b､ T2 -Cに南北 分岐点の斜面.及び各.区域外､南部扇状地の取 b扱い･周辺斜面郡の植生は不利用地又は緑地 として とり

両部に扇状地⊃ より囲 まれ､ 100m 支谷の開析谷にスギ､
以下の′1､閑析 1つ○ ヒノキ林 15多分布.

S15 比高 58- 55mのパ 北斜面仕 10.0車前後 中央部､南部.鶴見谷 再斜面の開析谷にスギ､
ティ形状の尾根､ 日面 の援斜 底 よ9比較的大 きな閑 ヒ/木植林､ ク ロ マ ツ

南斜面 50- 5 0m 間で 12.5-.27車 析谷が 1本入る○ *#. 15%

516 40- 55m高の尾根 10多以下のゆるV}北 巾 1007n以下の T2 開析谷頂部を一部造成する以外
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ノfo'. 地 形 分 類 斜 面 分 析 谷 戸 分 析 植 生 分 析 備 考

S17 551n高の Tc面尾根 12,5番前後の爾斜面○ 巾 120,TL以上 の T2 12_5多前後の斜面地 T2-C の沖検低地多V,ので
よ少雨斜の斜面急 に く主に開析谷を中心 全休的には南斜面 10- 12
南部に一部 M, S面及 少.巾 1007Tt以下の 忙 ーコナ､ ヒノキ､ク

ぴ扇状地 小 さな閑析谷が 2本そ ロマツ林が大 き く分布､植林が多い○ (45車 ー也成される○

818 南北に′ト尾根が教本延 巾 507TL程匠の支谷､ 開析谷 の 20- 5077L /'巾狭 く､斜面急なので､全

長○ ～ 58東の東西急斜面○ 開析 谷が 5007n程 の長 で .上り に Vこ 体的忙大 規模友造成が必要でき､

S面､ T c面､斜面 よりなる○ さ 南東 北西5本入る○ の斜面 そって､ ヒノキ植林､ コナ ラ､クヌギ林が帯状に とbまいてVlる○40% あ .○公団住宅地は切土部分が望 ましレ､○水抜 きに注意を要すZto

S19 南北 に走る′j､支谷沿い 平均 12.5- 27多 T2-Cよ980m巾 岡部の開析谷に ヒノキ 19-119--2

に比高 40- 507n前後で M面 55番○ の開所谷○ 植林.その中にコナラ林が点在○20%

S20 比肩60- 807nの尾 尾根に続く北 東斜面紘 国東 -北西 の尾根に対
根 がN エ9sEに走 17､ 12多前後D し､小 さな開析谷が複
多摩丘陵地形を形成北 南西斜面は 27多前後 雑に入 9くむo 林､コナラ､ クヌギ林

部支谷沿いにM面､焦見川に向つて扇状地拡がる○ の急斜 面o が大 きく分布45%

S21 多摩丘陵地であ り 他見谷底 より開析 谷が 閑析谷間辺斜面に コナ

90多以 上が斜面急 ～ 58車急斜. 1本､伎柔状に入ってレ､る○ 林､スギノキ植林 が大規模に分布,5050

S22 6 0m 高尾横 72両がsEに細長 くのぴるO 商斜面は 12.5年以下 巾 100Tn以下の T2- clb陶析谷. 丘陵瀬 上 9両斜面いっぱいにスギ､ ヒノ木稚 22- 1 尾根 部分 エ9､両北をず らして 10- 12.5多毒匿の南北22-2
20Gc. 占める｡ 北斜面比12-5- 27% 林､ コナラクヌギ林 の大 きく分布○70多近 くo

S25 雨北に T2面及び hl面 北向き斜面地 27車前枚 防折谷斜面に小規模 に樹林



図 4･5 地形修正図工スキース



図415･l 地形計画エス+



●●●● 62

図415･2 展望地点 と ラ/ ドマ -ク

展uJ地L',とラ/I:'7-ク
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1. 供給条件か らの検討

1･ユ 世帯収入と住宅建設班限吸取の牌蕗

1･1･1 公団貸賃住宅について

1･1･2 公団晋通分主義住宅について

1･1･3 公団特別分譲住宅について

1･1･4 特別住宅債券関連住宅について

111世帯収入と住宅建設費限度敬の蹄係

1･1･1公団音便住宅につVlて

昭和42年監建設鍵と家賃の関係は.建設貿210万円(但し､用地

教 59万､工事費 151万IC事務班､建静 J息も含める)､家賃15･!

万円｡ したがって家賃/建設出は 7.57% になる｡収入資格は参

賀の4倍であるか ら

建設賛×7.57̂ 00≦収入x 2与ぺ00-建設焚≦収入×3.3

11112公団普通分譲住宅について

第 1年目の割耽金銀は

(建設班 二 一時金 )×レ旬 元金

+(建設費 一 一時金 )×0.075 金利

十 (建設費 - 一時金 )×0.0035 事務費

+(建設啓 一 一時金 )×1.0035×0.016 引当金

0,1445×(建設出 一 一時金)

譲渡資格を一時金を除いた割賦金の 4倍とすると

0･1445×(建設班 - 一時金 )≦収入× 25̂ 00

したがって､建設焚≦収入 ×1.73+一時金

1･1･3公団特別分譲住宅について

1- 5年間の家賃は

(建設班 - 一時金 )×7.5100 金利

+(建設貿 1 一時金)×0.0035 事務焚

十(建設要 一 一時金 )× 1.0035×0.16 引当舎

(建設班 - 一時金 )×0.0945≦収入×25/100

したがって､建設班≦収入x2.64+一時金

1･1･4特別住宅債券関連住宅について

住宅債分の輯立食(5年横立の場合 )

建設費×30̂ 00XI/巧≦収入× 25/100

したがって､建設費≦収入×4.16

割賦金の支払執 こついては

(建設費x7む′100- -時金 )×1㌢100≦収入x2VIOO

したがって,建設挫≦収入×2.75+ 一時金×1.43

新 しい住宅地を計画する時､新しい住宅地に流入してくる人 口の

特徴は何か .また,その対象をどのように把え九は長V,か 7 こ

の設問に応えるのが人 口計画の第 1の喜果琶である｡港北ニュータ

ウ ンの目的としては､局在進行中である乱開発を秩序だったもの

に整えることがあげ られている｡続浜市における最近の人 口増加

は港北区.保土ヶ谷区.戸塚区等の周辺区での人 口増加によるも

のであるが､これは､東京か らの人 口流出が放しvlからである｡

港北ニ ュータ ウンの人 口計画を考える時には.このような急増し

ている人 口の特徴と同時に,東京圏における住宅難の実態がつか

まれなくてはならないO

従ってKOHにおける来任人 口構造の想定に関しては､住宅需要

層の実態と供給主体側の供給条件の双方とから決めてゆく方法が

妥当と考えられるけれども､史料静 こ示した様に東京圏などの大

都市圏にあっては､その雫掌屈は各種多様であI)､また､住宅困

窮屈は莫大な毒蜘こ上り方臣論的にも､また史料の不備という点か

らも常筆実態､あるいは人口構造の実態か らROIiにおける対象

層を浮きぼりにしてゆくのは由無である. 従って本報告では､供

給条件より､どのような階層の人々が来任することになるのかの

検討を試みた｡今後さらに､この供給のあり方は東京淵あるt̂は

京浜=美地帯との的係､あるいは住宅政策との関連とい った中で

横浜市全体の人 口計画の立場か ら検討を加えてゆ く必要があろう.
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1･1･5 宅地債券積立について

1･1･6 公営一種住宅について

111･5 宅地債券綴立について

宅地債券の較立金 (4年積立 )は､(土地代×3̂3)XIi-収入

× 25/100

したが って､土地代-収入× 3･125

ここで､住宅金融公路融資の償還条件より検討すると､

木造の場合

標準建設控 住宅 20,600円/m2×67m2- 138万円

土地 10,500 円/ml (東京､横浜の場合 )

伎還期間 18年

金利 5.5分

したがって､住宅+土地代の債遭金は､

∫(138万円×8,10)+(244万P]x 7･5̂ 0)巨 o･0854

≒ 25,1万円

25.ユ万円≦収入× 25/100

したがって収入は.収入 2,100万円

また一時金については､建設㌍ (住宅十土地代 )- 293･4万円と

なる0

1･1･6 公営一種住宅について

建設矧 こつVlては､公営住宅任による国庫補一助が 1戸当り69万 円

(42年匪土地班を含む )､更に家賃に対 しては､横浜市の場合､

市の一般会計から約 12,000円 補助されている｡ 従って建設資の

限匿静 ま､(建設控- 69万円)× 7.3̂ 00 - 12,000円≦収入

× 20/100

建設挫≦収入× 2.74十 85.5万円

以上により､収入階層別住宅建設班の限度額をまとめると

表 5 1･16の エうになる｡又.所得窄層別住居費支出条件か らみ

た各種公的住宅の建設環限定敬は 表 511のようにまとめ られる○

表5･1･1･6収入階層別住宅建設費限度徽

年 収 48二万円 72万円 96二万円 120万円 144万円
月 収 4万円 6万円 8万円 10刀召 12万円

図5･1･16 所得唱層別の住居硬支出条件から見た
各種公的住宅の建設哩限度嶺

公団特別分譲住宅
ADO

500

200

100

Ⅰ Ⅶ Ⅲ Ⅳ 7
5614万 55(～万 697万 897万 1479万

●-一時金 -貯金現在高
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2 家賃､分譲価格に対応する入居者の所得階層

前項では､各種の賃貸条件 (家賃 )､分譲条件をきめた場合､こ

れか ら必然的に入居者の所得の限定が定まることをのべた｡ ここ

では､これ らについて実際の入居者の所得階層構成はどうなるか

について検討を加える｡

公団賃貸住宅のように､入居条件として所得が家賃のn倍 以上と

した場合､その入居者の所得階層別分布は家賃×71を最大とし､

それ より高い所得牌層が対数的に減少して分布する分布 曲俵をえ

が くO (下図 三輪恒氏論文 )したがって,-地域内に建設する

住宅の家賃分譲割賦金をい くつかの水準で設定すれば､ これに対

応する全休の入居者の所得階層は､個々の家ff,分譲割賦金に対

応する所得牌層分布の裸合 した分布をすることになる.

住宅公団の賃貸住宅､普通分譲住宅 (昭和41年産募集)の契約者

の所得と入居条件である家賃､分譲代金との関連をグラフ化 した

のが 表 5 2 日L).(2)であるO これか ら､住宅公団が建設 した

各種住宅に対応する入居者の所得階層構成を推定できるO

各種住宅の建設甥と入居者の恐竜

港北地区の住宅地価格 および住宅建設班を次の範囲内で想定 し､

各ケースにつVlて入居者の所得借層を求める｡

1.平均宅地価格 15,000円/m1

2住宅建設費単価 26,00)円/m2

31戸当 り住宅両群および宅地面破

構成比(那

旧

表 5･2･(1) 所得階層Bl鹿 毛及び宅地面積

住 宅 面 秩

55 mJ 60 m 66 7TL

宅也面* 85pmJ5坪 ･ i 丑 公 賃

100 50 皿 公 賃 Ⅳ 芸 芳 V 芸 賃

116 55 Ⅶ 公 分 Ⅶ 公 分

200 60 Ⅶ 至公差 ･ 号公是

265 80 ･至公是 ･ 至公差

公営 :公営住宅 1種

公賃 :公団賃貸7パ ー ト

公介 :公EE普通分譲

公宅 :公団宅地分譲 (宅地債券 )

公庫 :住宅金融公庫融資住宅

表 5 21(2) 1戸当少住宅建設疎 (宅地+住宅 )

158 156 172

住 宅 面 頼

55m' 80 66

124 宅也面横 85 2(～2刀∃ 280

15〔】 1DO 288 506 522

174 116 55D 546

SOD 200 456 472

598 265 554 570

表 5･2･(5) 入居者の所得階層構成

このとき､各住宅に,Jv,て.表 5･2 ･(1)､(2) か ら推定 した入
居者の所得層屑栴成は次表の ようになる｡ (i)

- 4 4′一一 6- 8- 10- 12′一一

Ⅰ 公 営公 賃 25 40 20 15

≠ 公 賃 15 45 25 15

班 公 賃

Ⅳ 公 賃公 分 5 22 20 21 52

V 公 賃公 介 5 20 22 18 55

lヽ 公 介 25 19 21 57

Ⅶ 公 介 15 19 17 49

Ⅶ

班

Ⅹ

刃
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3 入居者の所得階層別構成 3･4 各種住宅の構成比

3･1 倍層AにつV,て 315 〔別案〕所得階層構成

3･2 階層Bについて 316 住宅構成の提案

3･3 僧層Cについて

港北ニュータウ ン入居者の所得l曙層別構成を表515のよう陀想定す

ると､各階層別の住宅建設費限度額は､(表5･5･1)

3･1階層Aについて

公営 1種が対応するものとし､その建設費限度静 ま

48万円x2.74+85.5万円-217万円

312階層BにつVlて

公団賃貸及び公田分譲住宅が対応するものとするとその建設挫限

度額は

賃債住宅の場合 96万 ×3･3-317万円

特別分譲住宅の場合一時金の支払Vl可能額を70万円 とみて､

96万円x2.64+70万円-324万円

3･3倍屑Cについて

住宅金敵公序の敵貴額の滞額+一時金の支払可能銀 100万円とみ

て 293万円+ 100万円- 診3万円≒ 400万円

すなわち.港北地区において表53の入居者を想定 し.各階層に対

応する住宅供給制匿をおこなうとすれば､平均305万円以下の建

設理によって供給可能である｡ (但し､この建設矧 こついては､

.漂 篭れ 】 各制度の予界Vステムについては匿外視している｡ )

･noo哨 3･4各種住宅の構成比

8… 川 階層別､住宅の面積､価格を次のように想定すると､港北地区の

宅地平均処分価格は 15,CO0円//㌦と想定されるので､ 1戸当り平

均宅地面軌 ま､ 145万円/ 15,000円/m2-97m2(29･2坪 )｡各

牌層の住宅に対して同じ宅地平均処分単価で宅地を配分するとす

れば､A階層に対 しては 74万/ 1.5万円-49m2の宅地両校とな

l)､これではとうてい不足である.(表 5 ･5 ･4 ･(1))

したがって､ここでは各層層毎に 1戸当り宅地面積を設定して配

付する宅地の単価を修正する｡(表 5 ･5I4･控))

3･5〔別秦〕所得階層構成

前掲の計許では全休に-戸当り宅地面積が過少で､ゆとt)のある

プラソニングがむつかしいので､若干の修正を試みる.(表5･5･5)

3･6住宅構成の提秦

① A階層.B牌層､C牌層の構成比を

20%､ 50% ､30% とする｡ (戸数此 )

(参 1戸当り宅地面軌 ま

A 80m2(25T)

B IOOm2(30T)

C 13317P(40T)とする｡
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3･7 入居者の年令構成

表5･5 港北ニュークウ/入居者所得帽層別構成

借層A 帽屑 B 階層C 平 均

年 間 ,=収 入 ～dD万円 60,--120 12D - 7.6万円

平 均 月 収構 成 比 妾(言† 画 一 4万∃5コ蕗 8刀∃50 12二万円20

表5･5･1 各帽層別住宅建設限度徹

A B C 平 均

表 5･5･4･(1) 各種住宅の構成比

A B C 平 均

住 宅 面 輯 55mBldT 6077r18T〟1占2万円 67m'20T 59.5mi工 -T,戟 単 価工 事 韓 27DOO円イげ145万円 〟181万円 //160万円

(宅地穀の限度敬一 万円 万円 万円 万円

表 5 5･4･(2) 各種住宅の宅地面柄

A 十 C 平 均

宅地両杯 8Dm'25T74万円 100m3oT 1157TL35T 97TT1-29_2145万円宅地価格 15日_万P] 21 9万円

表5 5 5 亡別案 〕所得増屑構成

A I) C 平 均

A ら C 平 均'

住 宅 建 設費 E7艮 産 額 217 520 40(] ･525二モ円

1戸当9平均宅地面′続
159万円/ 15,oDD円/m-- 1067TLl(52T)

A B C 平 均

宅地面棟宅地価格 307nl 100TTL-158j=円15.BOD 1557Tl 106が159万円15.000円/

74万円 21?ブ≡円

東京23区の世帯について､世帯主の年令別の世帯収入の分布から

先に仮をした所得倍層の構成による入居者を盤作為に抽出すると

すれば､ニ ュータウンの世帯主年令階層は表5･517.のように平ji

45才となるoこれは都下の所得構成の中か ら､ニュータクソのF,

得構成に相当する世帯を任意に抽出した場合の世帯主平均年令∝

期待値であり､年令層別の ｢流通性｣を考慮 しない場合であるO

実際には､これよl)かなり低い年令層の1蝶 が入居すると考える

そこで41年産公EE賃債住宅の家賃と入居者の世帯主平均年合とeI

関係あるいは普通分譲住宅の即金価格と世帯主平均年令との関ゼ

等により､港北ニ ュータウンの所得牌屈構成と関連して想定さか

る世帯主年令僚屑構成は表5･57･1拓示す試算結果 となる｡つまf)召

23区の所得階層別年令分布か ら推定する場合,入居者はかなり讃

年令層にかたむ くわけで､これは公団の各種の住宅の募集一入斥

結果からみて適当な推定とはならないoむしろ公団の各種住宅O.

入居者資料に即して年令帽屈を決める方が妥些であると考える｡

ここではA､B僧層についてはそれぞれ平均所得の4分の 1､ 5

分の 1の家賃の住宅の入居者の年令分布､C階層につLnては､戸

得に対する公EE普通分譲住宅の碇低限価格､つまり

年収× 1.73+一時金- 140万× 1.73

+ 100 万円≒ 350万円

に相当する入居者の年令牒屑をとったO(表 5 5 7 2)

表 5 5･7 港北ニ L - メ･)ン世帯主年令閤層
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表 5･5･7 所得帽層別年令構成の試算

試 罪 且 試 算 B

階 層 A 階 層 B 階 層 C 全 数 の 帽 屑 A 階 層 B 階 層 C 全 数 の

～ 5万円×0_5 5-1D万円×0.5 10万円～×0.2 年 令構 成 比 ～ 5二万円×0.4 5-10万円×0_4 10万円～×0.2 年 令構 成 比

～ 24オ25- 2950～ 5455へ.5940- 4445- 495〔】～ 5455- 5960.--占464 ～ 0.574.056.604_052.761.952_762.911.772.58 0.452.507.8D7_4〔)7.D56.5D8.1D5.152_752.50 OD.401.502_122.125.905.722.422.121_70 1.07.015_915.6ll.912_414.51(〕.56_66.6 D_765.408.805.405_682.605.685.882_565_44 0.562.006.245_925.645.2D6.484.122.201.84 0D.401.522.122.125.9(〕5.722.422.121_70 1.17.816_615_4ll.4ll_715.910.46_77_0

言† 5D.oO 50.00 20_00 100_0 40.00 40_00 20_00 100_D

平均年令 45ーDオ 平均年令 44.8オ

表5 5 7 2 入居者年令帽層

所 得 階 層

世帯主年令 20 代50 代40 代50 代 試 算 1 試 算 2 試 算 1 .試 算 2 1 2 1 25ll59 15*11450 5151418 7 *25285 D4610 l *51252 8502557 2158165

吉† 50 50 20 100

荏 ) 試 132 1 国民生活研究所 25区調査か ら

〝 2 公団賃貸住宅.普通分譲住宅資料から * 1 家賃 1万円の場合の推定*2 〝 18万円 〝
* 5 分譲価格 550万円の場合の推定~
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4 人 口昇竜

港北ニュータウンの人 口構成は､想定区域 2,5∞ha について必

要な社会施設の用地を昇竜し､有効住地面坊を計昇するとその面

積は約 1,400ha と計辞される(義 )｡それから住宅供給計画の

昇竜を試みると､34万6千人､さらに港北ニュータ ウ ン関連人口

は45万 8千人となる｡ その内訳は次のようである｡ 当初の25万人

の諸指襟とはかなり遜った数値となっているが､現今の情勢か ら

みて相当高鑑化が予想される｡

表 5･4 人口算定表

N T 人 口 54&000人

N.T内 1少N.Tへ
88.000人

(注 1 ㌦ ";T'芸通勤誓 人口 258■040xD̂̂

とすれば (258.ロoo+4x)xO12-Ⅹ -x=55･DOO

N.T内勤世帯人口の)ちTl･T･居生者は 88･000人
労働人□は 22,ODO人

'琵 2'D.2 在る脚 -聖賢堅 許 これ- 述住- 内の- 人口調査
予科19

表 5･4･1 住宅供給計画

住 宅 供 住宅地 些 宅 敷地両横 人 口 人 口密度人P m P ha

中高眉宅地低屈宅地仏)n O3) ha511519570 戸55,2805100052,500 m'88167一75 125.000lot.000114.000 40021020tl

衷 5･4 2 虚菜用地 400haを確保した場合

(ただし公共用地婁 10弔)

住 宅 供 住 宅 住 宅 敷地面瑛 人 口 人口密度
給 計 画 地面環 戸 数 TTL/戸 人 人/ br

中高層宅地低層宅地仏)n (a) ha511519545 戸55,20051,〔‖)01.9.700 孤88167175 1210a 000000000 4002一口200

計 1.175 85,9(〕0 157 50 D00 256

戯 菜用 地 560 40〔】 175 600

表 5･4･5 曲集岡地dDOhaを確保 した場合

(ただ し公共用地電 10車)

住 宅 供 監宅地 隼 宅 故 地 人 口 人口密度
計 画 面 ( P 面 人 人 ha

ha中高層宅地 511低層宅地(A) 519′/ (a) 255 戸55,20051,00015,ADO 〝鵠1占7175 12104 ロoo000ODD 40021020〔〕

吉† 1.065 79.600 154 27 000 2占0

点 薬 用 地 540 600 400
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表5･5各種施設喜己分

HS面析(hal 非 住 宅 地 内 訳 非 宅 地面 凍 有効宅地面 棟
住区施 中学校 高 等 商 業 行 蚊 地 区 道 路 駅 広 調二整地 不利用地
設註 1. 学 校 施 設 施 設 公 園 率 面秩(那 (ha) 合 吉† 合 計

12545678910ll12151415161718192021222524252627282958515255545556575859404142454445 46.946_555.580.751879.a55_552_960JdtO41_767r55955〔I.964ー147_05?.054.551_771_1941da856.a54_770.656_954_754ー769_569.264.258.957,650.745_848.272.246r254,658_455_258,755_558.767,9 5.5〟〟〟〟〟〟〟〟I〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟■〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟 2.?2.92.92.92.92.92.92_92_92.92.92.92.92.92.92.92.92.92.92.92.9 5.D5.05_05_05.0 4.01105.010.0iO10.07_015_08_015_02_0 2.52_5ll.02_52.52.0 7_08_010_0?_010_016.01'0.01ロ.D10_0 9.5810.6616_1410.5615,927.106_5812_0212_208,5415_50ll.9010.1.812.829_40ll.806.9010.5414_2218.8215.56ll.5210_9414.127,5810.9410.9415.8615.8412,747.747.5210.148.769.6414_4492410_92ll.686.64ll.741'l_06ll_7415_58 0.60.a0.6tO0.91.0 2_02.52.02.0.1_02.02.0 5 2.555 2.325 2.675 2.425 2.595 5r985 tO75 0_995 1_805 1_855 t255 5.585 1795 ■一,5る5 1,925 2,551 0.595 1.045 2.595 2_155 4.715 2.805 1705 1.645 2.125 1115 1.645 1645 5.475 5.465 5,215 1.955 1.881 0.511 0.445 L455 2.175 t591 0_555 1_755 1005 1765◆ t665 1.765 2.04 2D.1518.8228.8528_9818.4552_4015_671dO752.4224_9517_9925.2819.1925_8125_1417.2519.8915.4451_5540.856iO5418654_4220,9856.7415.9952.2821.9822.8525_7054_4518.1514_9052_6519.6018.5924.ll16_15198725.8515_1421.9825.22219026.02 2(～_7727.4824.4755.7455.5527_202t8516.8527.6856_0725_7142.2240.5127_0940_9629.7559.ll1?,D620_5721.255tO724.9422_1855_7255.8022_9122_4252r7246,4745.5025-.752【).7722.7D18,0524.0229.6148.0950.0754_7554_5720ー0656_.8052_0856.8055.88
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表 5 ･占 人口配分

宅 地 両 所 ha 中高層住宅地平 均 密 度(net人/也) 低層住宅地 中高層住宅地 商苑地人口低層住宅地 中高層住宅地 人 口 (人) 人 口 (人) (人)

1125521111441425111221211144211112411125212 078947745588/65870550512251279675ll55515 5257098Lll1.8074041475D756728211.16109865852068040占165 12_7D15_590005,52ll.18i.96I ?.6517.771 ll.20D0ll_820808.71E 4_86】 8.92ト を2:5638】 11.846.021(～.5100D9,1(]ll_422.84ll_06局L ,7-2:59D8 550450占0045060045055〔】5505504506035506DO55D60055D558450450ZI5045045060ロ4505505505505DD500500 2,8142,7784,89410.7486,67(〕4.7762,1501,9745,6065,d6D2,5028,4448,0625,0548,1925.9507,8222,0705,1022,4665,6464,5405,5965.2824,4582.2145.2805.2829,2948,7005.9502.5542.2585,0422,6285,9229.6182,7725,2765.5D44.0127,5605,88D5,5224,550 4,4456,1161,9925,0514,1764,5456,2205,9204,1575,9202,9165,1221,7D41,1545,12D6.0594,2565,5282.7095.7094,0955,1591,7〔)44,9775,6746.4255.9(～88045.7572,1(;9 400I,1005801,000boo1.0007005,6008DD5.50020D

総 人 口
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表 5･7 住宅地内の就業人口

BI I)I

人 口 就 英 人 ロ 最 低 武 男人 口 地 区 内就 業 室4D.10 41. 7(常住 ) B/A Bン仏r;40. 10 41. 7 40. 10 41. 7 40.10(常釘 41.7(全)

世 田 谷

杉 並

練 馬

三 鷹

府 中

調 布

町 田

小 金 井

･j＼ 平

日 野

港 北

保 土 ヶ 谷

戸 塚

藤 沢

茅 ヶ 崎
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1 ニュータウンの交通手段

2 交通の方向

3 鉄道の計画

4 市営地下鉄の連設

5 幹線荷緒とバス網
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1 ニュータ クソの交通手段

住宅地区の交通計画を考える上で最も重要な要素は通勤交通であ

る｡ そこの住民は毎日半数近くが都市中Jh 往復せざるをえない.

この通勤交通は住宅地区を性格づける基本的特徴であ り､住宅郡

市としてのニュータ ウンと母都市との朗係もその例外ではないo

そのために必要な交通手段が還的にもより少ない副次的交通

業務交通､買物､社交､娯楽､Vク リエーVヨソのための交通に

も利用されるのである｡

この交通手段がどのようなものであるかは.王として母都市の大

きさによって決定される｡母都市 (又は都市中心)が/トさい時､

それは道路 - バスであるが､巨大都市の通勤交通手段としては.

利用者の便益性の顔点､都市稗成の経済性の観点から.都市高速

鉄道とバスの組合せがもっとも望ましいものであるO これにかわ

るものとして高速道路と自家用車の相合せを主張する論者はすで

にないであろうが､鉄道と自家用車の結合 (キスアン ドライ ド､

パークアン ドライド)はいまなおかなり有力な意見として提案さ

れている｡ しか し､港北二,.-タウンでは立]妙 ;母都市に近vplこ

図611 交通輸送時間背図

となどか ら､自家用車の便益性より歩行者の便益性を優先して歩

行者専用路を計画することとし､経済性も考殺して高速鉄道とバ

スの結合を採用した｡方面別の利用機関はニュータウソからの距

離を考えて表 6･1のとセf)にした｡このことにより､他の二ュ-

タ ク ソとくらぺて幹横街路の巾鼻はかなりせまくなり.歩行者専

用路を建設する用地が うみ出せた｡

表 6･1 方面別通勤者利用交通撒関

鉄道 バス 自′5J､用i‡⊥

1 邦･L､3区

2 新宿 渋谷 ･目黒

3 品川 大rlI
4 世LI]谷 ･彬_非

5 川崎･鶴見･神奈川 075

6 横浜 075

合計 083

交通機関乗 9替え 5分Jyr要

徒渉速度 籍時4KM
所雲時間

的 50分以下

≒ 6 0分1L-A下

●◆･●◆' 90分以下

C つ 鉄 道

港北区設定文通 (地下鉄 )

荏 田

綱 島

新 和 浜
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2 交通の方向

ニュータ ウンの住民の就其通学地は､そのおかれた位置によって

決定する｡その場合の決定要素はV,ろいろ考えられるが､数々は

これを周辺の従業地の流入人 口の大きさAと,そこにVlたる所要

時間 tの 2つであると仮定した｡そして港北区居住者の地区別就

莫通学地を国勢諏査をつかって分析した｡その結果昭和30年か ら

40年にかけては港北区よ.)の方面別通勤通学者はA/tn (A :

人､ i:分)の値の比で分配されており､nは大約 4から3･5へ

減少しているとい う結果になったo nが減少するとV,うことは都

心へ向か う傾向が強まることである｡ この傾向のもっとも軌′ゝも

のとして公田住宅居住者があるが､港北周辺Efl地の入居者諸査に

ょるとnははは2である｡そこでニュ-タ クソ内の民間供給住宅

居住者はA/t3､公的供給住宅居住者はA/t2の比で方面別に通

勤通学するものにした｡

ニュータウン人 口 346,Qq)人

公的供給住宅人 口 135,COO人

民闇供給住宅人 口 211,000人

通勤通学人 口

135,000人×0.4-54,000人 全部地区外通勤通学

21】,000人×0.4-84,500 人 地区外通勤通学者 51,500人

地区内通勤通学者 33,000人

なお､ここでは安全例をとl)､農業地帯にも人 口がは りついた状

態を考え､最大の人 口をとった｡

表 6･2 方面別通勤通学人 口

住宅居住者 住宅居住者 計 署 J
公的供給 民間供給

1都心 3区 40%21600人 20%10,300人31,900人

2新宿 ･渋谷 ･目黒 11 5,800 14 7,200 13,000

3品川 ･大田 9 4,900 14 7,200 12,100

4世田谷 彬並 5 2,700 5 2,600 5,300

小 計 65 35,000 53 27,300 62,300 60

5川崎･鶴見･神奈川 17 9,200 25 12,900 22,100

6横浜 18 9,800 22 ll,300 21,100

小計 35 19,000 47 24,200 43,2α)

計 100 54,000100 51,500105,500 100
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3 鉄道の計画

現在のニ ュータウン周辺の鉄道の路線は図631のとおりである｡

ニュータウンか らの方面別通勤を考えると.横浜方面へは市営地

下鉄 3号線,鶴見 川崎方面へは市営地下鉄 4号顔が直通し､そ

れぞれ20分笹まで到遷でき梅送力も十分である戟谷方面へは東鏡

瀞経由､田園都市横経 由の 2通りが可能である｡ 到達時間､積送

カか らみて､田園都市線一新玉川線の経路をとることになろう｡

東京都心方面への通勤はかなり問題となる｡現在の計画路線のみ

建設された場合を考えると(1)田園都市線-新玉川顔-地下鉄新線､

(2)市営地下鉄-東海道線ヌ比横須賀線 ､13僻事烏のl)かえ東横線一

地下鉄日比谷線の 3つが考えられる｡

まづ第-に至ll達時間を考えると_(1)は58分､(2)は横浜のl)かえ53

分､鵠見のりかえ46分､(3)は65分となる｡ (蓑を速匿.市営地下

鉄新玉川線3m .田園都市線､東横線 45Km/h､地下鉄新線30

KTn/h､東海道頒 50Km//h)将来櫛送力は表6･3･3のとおl)である｡

(1)は､たまプラーゲー二子玉川間が 8両編成､1時間25本が最大

とみて､ここがネブタとなる｡(3)は､東接触 '1輸送力がまったく

不足する｡ (2)は､東海道辞と横須労銀の分錐が完成しているとす

る｡ (予定では46年鑑完成 )

以上の考察より､ニ ュータウンよl)菰Jh の通勤輸送を運べるの

は国鉄だけであるとい うことになる｡ しかし､国鉄線もその後,数

年にして乗車不能となるだろうOそこで茅が崎方面か ら東京へい

たる線も将来は建設する必要がある｡ この轟釦ま､いわゆる通勤超

特急の提琴されているルー トの一つである｡ しか し､港北ニュー

タ ウ ンは地価が高く,建設費負担はかな()無理がある. また都心

か ら直線で約23Kmであ()､在来瀞でも､35分程度 (40KTn/h)と

通勤条件はよい｡そこで通勤超特急は群棲的には提案しないが､

入って乗でもよVl計画とし､在来線を提案する｡その場合､東京

の地下鉄 6号線 - 池上線の延長として建設することが.もっと

も望ましい｡

地 632はこの級を建設 しない場合の路線別乗客数であるo
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表 6･3･3 路線別将来輸送力

線 名 区 r'" 昭 和 40 年 度 昭 和 60 年 度 備 考

鵠達人爪 両致×事故 ■ ヰ 77 iR態度 KOHtのぞ{令達人月 帝政x*& 積 送 力 瓜連皮 KOH上りの東平人見 漁連人ll iR経度

中 ★ LD～構 2月穴 斡東 海 道扶 須 羽京浜東北線f# 浜 線束 溝 線東 株 絶EE=司蔀市撫 大 粒一株 浜保土ヶ谷--横浜Jlr 崎一品 ILl軌 ー 孟#謎孟子罰一二千五Jlr 聞 25,28830,35076,64017,56040,540(16,8667.19336,557 12.3X】210×98×256.1×75.5×273_7×191.7×33 ー7,70010,80030.0006,40017.8008.400 1432812552742282∝り128210 l54.600121.lool21,60357.20055.㈱66.20049.700 15×1715×2015×3710×308×208×278x278×258×30 66.60066,60045,00024.CO)25.㈱25.90024,000 23218)27023B212256207186149174 25.7003.加3.2009.200 )46.800124.90058.20058.90) 220277224245218 昭和 40年JEは

gr玉 Jll扱 池 尻-渋 谷 5,600 53.6(氾 28.BOO 9.20028.00016.960 62.800
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4 市営地下鉄の建設

市営地下鉄のルー トについては､横浜駅に通じる 3号歳を､将来

EB園部市銀の中心地区となるたまブラーゲ駅に結び､鶴見か らの

4号線を地区内で 3号棟に結ぶ提案とした. また､路線はなるべ

く昏か く､かつ全地区へのサー ビスを強化することをね らって､

3号線は帯地茎の丘陵上から中央の谷をこえて北地区に入t)､た

まプラーゲへ結び.4号韻は､北地茎の丘陵を通ってこれに結ん

だ｡ この路濠をとれば､鼻息勾配は 3.0%程度､平面曲顔は 2路

線の結合点で 1力BTR=450TTlがあるが､あとはR-700TTL以上

である｡ トソネルは 2カ所であり､その他の所は,オーブンカ7

トと高架で完全立体交差とする｡

東京か らの直通路線は､地区東部を両地茎に走る高速道路の計画

線と一体として計画し､当初は用地のみ確保 しておくこととする.

駅は将来 2線の交差する点に､市営地下鉄の駅を超設しておく｡

市営地下鉄は､地区内に 6駅をつ くり､駅間距離は 1.4Km- 2･l

KTnである｡駅別の ピーク時乗車人員は右図1のとおりであるが､こ

れは郊外私鉄の駅とくらべると､各駅とも最大のクラスに入る数

である｡ 6駅をつくったのは､各駅周辺を高密匿住宅地化し､駅

への徒歩圏人 口をふやすことをめざしたもので､この結果約40%

の人がこの中へ入ることとなった｡
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5 幹線街路とバス網

.=ユ-タウン周辺にはすでに第 3京浜国道､東名高速道､国道

246号東京沼津線が完成しており､現在東京一茅が時間の路憩､

ベイプ リフLyか らの路銀が高速道路として計画されている｡ この

2本の路線については上位計画としてそのままうけいれた｡都市

計画街路については､ニ ュータ ウ ン内の交通を第-に考え､既存

の計画を変更して新たな路線を提琴した｡ニュータクソ内の道路

ノくタ-/は南東か ら北西に走る路横が横浜方面に至る郡市幹瀕で

あ り､これに雷交する北東か ら南西へ走る街路は地下鉄駅を通る

地区内幹顔であるO-バスはこの幹故を走 り､ピーク時 2分おき､

日中 5分おき程匿である｡

街路巾負は通勤時のど-ク 1時間交通舟から昇出した｡最大の個

所で 1,000台/nである｡

図 6･5 道路断面構成図

Vo
<22m>

Ⅴ○
<18m>

Vl
< 16m>

V2
< 12m>

V3
<9皿>
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図6･5･1 道路段階構成

′､ヽ′ / /
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図 6･512 パス路意訳別 t:-1ク1時間パス東署人数

･▲
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表 616 交通容量(公団宅地間設設計搾準よl)) 時/車線

立体交叉 平面交叉(信号有 )信号なし 備考

都市幹線道路 1,600台 650台以下

地区幹線道路 550台以 下 250台以 下

住区幹線街路 250台以下

I.1>

図6･6 ラツ〝ユ時一方向最大交通量
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図 6･7 東京横浜セクター道路網
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図6･8 東京横浜セクター鉄道網
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図 6･9 駅周辺未来図
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1 社会施設の性格

社会施設の配置は､社会文化圏を単位として考える｡横浜市につ

いて､これまでの生い立ち､今後の市街化の予軌､交通動頼その

他を考座して大略下図の如き社会文化困構想図を得る｡これに依

れば､港北地区は､戸塚地区とならんで､萌市萄地の横浜地区に

対して今勧 なゝI)の人 口の集群の予想される地区である｡特に港

北地区は将来 (昭和60年 )85-100万人 の人 口が予測されてお

り､この他に是非とも旧来のセンター横浜地区に対してのサブセ

ンターが必要とされる｡従って港北ニュータクソは､その地区内

住区をサービスする施設の外に､併せて験浜市北部(港北部及び

鶴見区の一部 )にサービス施設が必要である｡

図 71 横浜社会文化歯構想図

2 社会施設の分塀

2･1 中心地区の施設(広域施設)計画

2･2 地峡施設計画

港北ニュータウンの社会施設は対象圏域がその外と内で,広域対

象施設 ･地竣対象施設に分けられる.圏域を細分すれば次の通り

である｡

麦 7･2 施設投搾分蕪麦

圏 域

1広域(対象)施設 1-(か 横浜市全域(診 横浜市北部

2地域(対象)施設 (港北区及鶴見区の一部)2-(》 港北ニユ-タウン② カーセクター

③ ヒューマンセンター

3-(D港北ニユ-タウン 邦市内'}1散

注 圏域が港北ニュータクy を越えるものはすべて広域対象施設

とし､延えないものは地域対象施設とする.

上記の施設はそれぞれの内容によって次の如く分耕される｡

1 行政 ･管理 (官公庁鵬係)

2 文化 (学校教育､社会教育)

3 厚生 (医療保健､社会福祉､i/クリエーVヲン)

4 商兼 (購売サービス､事務所)

5 郡市サービス(交通､サービス､供給処理)

6 その他(インダストリ et.C)

このうち4高菜及び5都市サービス(交通)は別項で放っている

のでここでは除外する｡上記施設の立地場所につV･ては､圏域が

港北ニュータクン以上になるものは.=ユータウンの中心地区､カ

-セクターについては駅周辺 ､ヒューマソセクターについては45ケ

の住区内という如く､3段階の構成配匿になっている｡

よって以下､次の2段掛 こ分けて進める｡

2･1 中心地区の施設(広域施設)計画

2･2 地竣施設計画 駅周辺地区の施設

i住区サービス施設
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3 中心地区計画

31 中心地区の考え方

3･2 中心地区計画の方針

3･1中心地区の考え方

港北.=1-タウン計画は､我が国のこれまでのニュータウンのい

ずれ にも､その規模に於vlて決して劣らない住宅地開発である｡

港jヒ区においてこれまでに見られた第 3京浜国道.国道 246号韻､

更に太ニュータウン開発に際しての高速鉄道を初めとする諸々の

大Erの公共投静 ま､はう大な人口典故を取昆せ しめて､それに支

えられた中心処点の成立を可能にする｡又これは港北区 (或いは

横浜北部 )の地域開発の一大処点ともなろう｡

港北ニュータウンの中心地区については.-核型と多核型とに分

かれて委員会等でたびたび議論されてきたところである｡勿論こ

のセンター論議も本地区をほぼ征Eする横浜市営高速鉄道計画線

の予定罰に沿って行なわれたものであった.つまl)､ (王として

簡美枝を )数ケの駅玉に対して平等に配分すべきか､或いは､ど

こか特定の駅に奔沖 させるべ きかの 2点である.このような交通

灸件 (バスも含めて )の外に立地条件 (地形等 )､施設の段階構

成､等が検討されたが.籍局 D̀罰及びE駅 (図参照 ) につい

て重点的に高菜核を育成させてい く ことに落ちいた｡他の駅につ

いては､前述D2駅に準ずる商兼核の成立を考えてV,る｡社会施

設は､広域対象施静こついては分散することを避けてD駅に接近

して典中的に計画配置されることになった｡

このように､はっきl)したワンセンターVステムは打ち出されて

いないが､社会施設計画ではむしろ､この面における本港北ニ ュ

ータ ウン開発の意義が大きいとV,,うこともあって､積極的に集中

させて新市笥地としての大きな魅力を持たせるよう意図された｡

3･2中心地区計画の方針

(∋ 港北-･1-タウンの社会施設センターは､今後10年以上に

わたって電着するであろう約35万人住民の 1人 1人が市民として

の.高い生活環境水準を捷持し得る施設を備える｡

㊤ 横浜市を含む大都市に不足している公共施設､文化 ･厚生

施 設､ (社会教育､余畷活動 )の鮭偏をはかる｡

@ 社会施設については､市内でもモデル的な水準を備えたも

のを考慮するO

① 特に文化 ･厚生施設等については､35万削 ヒニ>-タウン

の市民のみならず港北区及び鶴見区の一部を加えた横浜北部とい

う圏域 (人 口85- 1CO万人 ) で考慮する｡

㊥ 社会施設鮭偏の面で母都市横浜請の良能の一部を分担して

3･3 中心地区施設の計画結瞭

3･4 中心地区の構成 (計画の内容 )

負うことを考慮する｡

3･3中心地区施設の計画結原

3･311広域対象公共施設

30万-ユータク ソにふさわしい公共施設の原単位は全く無vL>とい

ってよい｡国家授関にせよ県検閲にせよ､人員の不足はその際の

予井に応じて埋められていくのであって､定められた症別に依っ

ているわけではない｡ しかしこれ まで成長してきた都市の人口規

模に応じてほぼ接の段階構成は生れている｡ (.･.･.･一･川上氏分類表)

したがって30万人等の人 口規模でのニュータウンの公共施設の検

討は後で研究されねはならぬ孟蝿 であるが､本計画では10万人都

市での検討がなされた例があるので､その値を 3倍した値を用い

た｡

3･3･2文化センター地区

文化セyタ一地区には､市民文化センターを初め､社会福祉セy

タ-､児童少年センター､スポー ツセンター等が配されている｡

これ等は､それ独自でも7-バニティーを高める働きを持ってい

るが､それよりもっと大きな働きは各住区 (ヒューマン セ ク タ

ー )各カーセクターに分散配置された各種損能の中堀部であると

いうことである｡すなわち住区内の下部挽閑が充分にその扱能を

発揮できるためのものといえよう｡

各個の施設はその下部から上部に至るVステムにならって今後の

地域対象施設に詳細が述べ られている｡

3･4中心地区の構成 (計画の内容 )

中心地区には､各種頼能を集約させて複合的擁能中 心 を形成せ

しめ､利便性､アメニティーを高めている｡

各種洩能とは以下に示めすものであるO

(∋行政 ･管理施設(国関係施設)

-官公庁地区 (合同庁舎としてまとめる)

@)行敢 ･管理施設 (県 ･市関係施設)

･-官公庁地区

⑨文化施設 (公会堂､国有飴､美術館等 )

一文化セソクー (広場を中心にクラスター状に構成 )

官厚 生施設 (病院､社会福祉施設)

- (丘陵地の環境良好なる地区 )

⑤厚生施設(スポー ツレクリエーi/7ソ)
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4 地域施設計画

4･1 地域施設の考え方

4･2 地域施設計画の方針

･･-スポー ツセンター

(早淵川に沿った低地を利用 )

@商業施設(映画､遊戯場等 )

-娯楽施設地区

⑦番兵施設 (小売店､飲食店､スーパー等 )

一一商兼地区

@ 商売施設(兼務､金融 )

一葉叛.金敵施設地区

@都市サービス(交通)

一一交通施設地区 (鉄道駅 ･バ スター ミナルが中心)

⑲都市サービス(サー ビス)

一一サー ビス施設地区

センター施設は人造湖をとりEflむ尾根部分に高密匿な建薬物をつ

くり､7-バニティーの商い空間とし､近接する地茎公臥 スポ

ーツセンター等アーバニティーの低い部分とのコン トラス トを作

りだす｡

図 713･4 中心地区の構成

- - ,ポ ≡ 音 字 左 ニ ー､ - ~ ~

地域施設とはここでは住区内分散施設を指している｡つまりと>

-マンセクター及びカーセクター内の規模でもって配置される施

設である｡住区内施設は局部的性格のもの､或いは家庭と密接に

関係するものが主であって.中でも経営上多数の支持人口を要し

た り､周辺のい くつかの地域と共同利用するものはヒューマンセ

クターの単位で配置される｡そしてカーセクターの範囲を越える

ものは中心地区にセンタ-として計画されるE,

こうして計画したものが長束的と考えるべきではない｡社会構造

の変化はつぎつぎと新しvl操舵と施設を要求するのでそれに応じ

た薮地や建物を供給する必要がある｡施設も別に奇抜な7イチヤ

に依る必要はなく､むしろそれに対するものとしては､今後入っ

てくるであろう誘他施設に依るべきである｡本ニュータ クソの施

設計画では､住民の日常生清に必勤 つゝ十分(判断が難しいが公

EZl等各事例による)と思われる施設であって､住民が平等に恩忠

を受けられる状態が望ましいとしてVlる｡

4･2地竣施設計画の方針

任区内施あま住民の生活に密着したものであり､その 対象層によ

って次の4つの系統になろう｡

若年令屑の教育施設 学校教育施設

病気時の施設 医療施設

老 ･幼年.身障者の施設 社会福祉施設

㈹
僻

の

一般屑の施設 行政管理施設,その他諸施設 の

上記各施設は相互に関連し合っており､どれ一つをとってみても

独立ではあ り得ない｡ 従ってこれ等をお互いに関連させ､補完さ

せるようなVステムを作 り上げることが必要である｡ yステムは

人 口規模等に基 く段階構成の中で､相互に胡麻されるものである｡

施設の段階構成はと>-マンセクター (地域住民の生活圏の一つ

の単位であり､徒歩幽等から竜まる概念で､従来の近隣住区には

ぽ一致する)につV}て先ず必要n:施設をセク トし､ これ等とセン

ター施設との間に､その良能を円滑に進め得るような中間のつな

ぎの施設を考えるという方法をとった. こうして生れたものには

学校数削 こ於ける児童少年館 (後出)の提琴がある｡これは､各

小学校が別個に行う各種教科訣程の一部を集約させることによっ

て､効果を高めようとするものである｡

上記分掛 こよるA-Dの系統の統括機関は各種センターとして中

心地区に置いている｡この中には本来市､区役所に置かれるべき

ものもあるが,葛段階では本地区内にとどめておく｡
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以上 の方針に基 き､施 設の段階構成は次表の如 く､その大系を ま

とめた｡ その個々につい ては主に的～餌についてその Vステムを

検討 した｡

表 7･4･2･1 広域対象施 設一覧

(齢浜北.邪)〟.-ヒクタ-

300.000人 20.OX)人 負

l lloco.000人 300,000人 10万別 ー30力馴 Jlh]- 捕

rTT+ rT1- rTT310 930 I,860640 3840

位 t右横 才 >Li'こ

赦 7.A占戎 [_撒J..l】

大 横 JH i一一一I''＼ 1

郵 政 'G I.920140 420 840

'J(駁 庁 (測 候 所)

･jT捌 'G

小 計 m】(26,310)

lli 腿 輯

戻. 較

土 木ll LVf

偲 性J別 i写芸昌霜 )" カ→ クタ-

l l

rTT(62.040)

文化 .呼′暮=_ lj歓改施設

'地 区)地 区 外

I.jl;lt鯨 (-il'tL)侍物F,rg iTfl>'; 1-t

E人知祉施設哨瀧祁梢 F.JT )警 禁

注 1. 国家 ･及県擬関の施 設 は､ 日本都市計 画学会 記念群涙金

(昭和42年度 )論文 `地域社 会 と施 設系統 の段階構成の対

応につい て ■(川上秀光氏 )に よる｡

証2 ( )は上論文によれ は､人 口規模か らみ るとあっ ても

長 いが ､本計画に は特別に 盛込む 必要 はないと判断 した も

の｡

証3 種物床面跡 こついては､原単位 は高蔵寺ニ ュー タ クソ計画

に際 して10万都市につい てアンケ ー ト調査に よl)井出 した

もので､本計画で は38万郡市 と して 3倍値を用いた｡
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表 7.4･212 施設段階構成表 晶 読 三二才

Y, 線

セ ク タ ー ニ ュー 3'FJJン カー .セ クター

1000.000人 250,000人 340.000人 24.UOO^ LIO｢り＼

行秩も=LtlTl =什+ i ILL ,J fri J 火 栓,i} -/. ト

文化i+二ヒ i.点 地 l∫･仰 fD二E人セ ンター【 老 人 クラ1 J戎サ ー ビス)テニ ス)ント(JLIu ) _gJJ川 【貞一 プレイ□ ソト 名人十一ムホ-A

捕慾 セ ンターセ ンタ一針且 千十I .ル l;jT 放 允 T.Tiサ- ビス~紫Sli 行

爪辛サ】ど7､ 'Iに JJカ一 入衣 )凸'k iL白 那 †★
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413 地域施設計画の諸原

4･3･1 学校教育

4･3･1･1 幼稚園

教育施設は大凡そ学甘教育法に基づ く学校載育施設(幼稚園､/J､

学筑 中学校､高等学校､大学､その他特殊学校 )と社会教育法

に基づ く社会教育施設 (図番館､公民館､博物館,美術館その他)

とに分け られよう｡ しかし教育施設の計画に当っては.上記の二

つの系統について､ただ縦の関係を考えるだけでは不十分である｡

すなわち学校教育､社会教育施設の整備と平衡して､社会福祉施

敬 (児童福祉由 こ基づ く福祉施 設等 )との整備を併せ行う必要が

ある｡

学校Vステム(表7･4･3区1参照 )については､本計画では特別な

Vステム(例えは高蔵寺･=>-タウンの 高̀低学年分粒Vステムつ

は採らないで､項行制度を採用した｡ `分離Vステム 'のノ ッ ブ

トとしては､年令に応じた生活空間､良能空間の確保その他が挙

げ られているが､本計画の如 く､王に住宅公団によl)現行制酸に

よって開発を行う場合､上記Vステムは､取払な問題 (1学校建

設費の増大､2.用地の拡大､3教育水準格差の生する危険 )があ

るといわれてきてV,lる｡

しか し造蚊計画(校地の造成 )と上物についての建築的配匿によ

って.空間､洩能面の分離等の可能性を考えるなど､現行制度で

も解決策は考えられるであろう｡

41311幼稚園

幼稚囲-の児童の就園茎はだんだんと増加し､むしろ幼児教育と

しての義務教育年限に加わって来た傾向にある｡

昭和45年現在市立幼稚園は設置されていないにもかかt)らず､小

学硬入学児童のうち71%が幼稚園の卒果者 (昭和45年 )であり､

就園蜜は 38･5% である｡未就園児童については､経済的事情よ

l)はむしろ既設幼稚園の収容力の不足ということができよう｡績

浜市の姿勢も増偏の方向にあり､よって港北ニュータウンに於け

る就園墓は 5才児90%､4才児60%､ 3才児30%を将来値として

仮定した｡

●幼稚園の規模

1園当l)150- 200人を偉準園児数とする｡ 1学級当り30- 40

人､最小 3学臥 最大6 ,7学級と考える｡ (学園草嵐 運営上

の面から)設置数は 1小学校区当り2ヶ所である｡

園地面積及び運動場 (文部省基準穿)

930m2+370(al l)m2(屋外運動場を含 )I --･･･園地面前

330m2+30(al l)m'(2学概以下 )･･･-････--･屋外運動場

400m2 80(a- 3)1㌔ (3学級以上 )･- -･-屋外運動場

4･3･1･2 小中学校

園舎面凍

320m2+100(a-2)ml(2学顔以上 )

証 a:苧級数

本計画では上官己文部省基準案の 8割までを許容丑とした｡

4･3･1･2小中学校

横浜市については全般的に小中学校の配置は､学区構成とうまく

行っているとみてよい｡学校規模は文部省基準案に依る｡ 標準児

童生徒数は 40-50人//宇検とする｡

表 7･4･3 学校絹地及び屋外運動場 (文部省基準案 )

証 ･本計画では上記基準丑の 8割までを許容丑とした｡
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4･3･1･3 児童少年虎

4･3･1･4 高等学校

413･1･3児童少年舘( - 児童少年セソタ- )

児童生徒の健康の保持増進のための給水施設､体育施設(プール

eec)視聴覚教育等の特殊教育施設等は各学校単位に分散される

よl)も､集中的に鮭偏した方が施設の向上が期待できるとの発想

か ら提案したものである｡ (研究学園都市に既に提冥されている.)

児童少年館は､各カーセクターに 1ヶ所,地区公欄に近接して設

ける｡ これは官少年層に自然に親しむ擁会を与えると同時に,あ

わせて集団社会生活grr錬をも期待できる場とするものである｡

hJ上のような集中施設成立のノリグトの外に.不成立条件として.

交通動線等･の増大による利｢硬直の低下などが考えられるが､教

科時間の編成などに工夫すれば充分判官性は保持できるであろうO

対象小学枚区は､大凡そカーセクター単位なので 6- 7小学校､

3.-4中学敬 神｣用限界であろう｡

4･311･4高等学校

中学校卒策者の上級学校進学峯は年を追うて増大の傾向にある｡

進出先としては公共戦業訓練所.県内職業訓練所,各種学校がある

が､中でも高等学勧 ',一番高く､右表に示すごとくである｡横浜

市では昭和50年次で高校進学塞85.0%と推定しておt)t従って目

標年次で90.0% と仮定する｡

公立､私立進学比は39年鑑実巌比45:55である｡ 生徒の地区内

定者塵は､当区域が横浜北部学区に入っているので､この学区制

が強く放るとして80%を見込む｡進学者90%のうちは､普通科及

び職業科の比墓は.進学希望の推移よI)､大略 60:40と想定す

る｡

図 714･311･3 児童少年館Vステム図

表74･3･1･4･仙 高校進学率の推移

昭 和 36年

･ 39年

･ 40年

･ 50年

60年

634%

744%

775%

850% (推定)

900% (椎窪)

表 7･4･3･1･4･(2)進学希望者の推移 (横浜市 )

蓑7･4･3･114･(3)港北ニュータ タンの教育施設一覧
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4･3･1･5 特殊教育

43･2 社会教育施設

4･3121 回古館 (児童国電館を含む )

4･3･2･2 公民館 (集会所 ･その他 )

表 7413･15･(1)港北ニュークウ/及び間辺の特殊教育対象児童

生徒数

盲 ろう し体不自由

特殊学校 15人 34人 49人 小 192人中 132人

注 対象人口は公包開発地区 22万+週辺人口 13万人 (-A

タウン内 )-35万人とするO

上記表に よれば.盲 ろう､ し体不自由児施設は既存のもので

十分 と考えられるO精薄児については特殊学校 として小 .中それ

ぞれ 1校を計画する｡

表 7･413･1･5･(2)東京都にかける特殊教育該当者の出現率

(都教育庁 )(多摩ニュークウン)

盲 ろう し体不自由

0.043% 0.096% 0.14% 中 0.381

4･3･2社会教育施設

社会教育法に基づ くものであり､その配置については利用圏はも

ち論､その施設自体のV ステム､他の施設との関係も明確にして､

利便性を高める必要がある｡

4･312･1国電館 (児童図番館を含む )

性格は,横浜市立国賓館の分館とする｡ 分館の蔵音数は 10- 12

万冊､座席数は 300程慶とする｡配本所は集会所と共に公民館を

活用し､配本車 (ブックモビール )で､巡回するものとするC こ

れは一般社会人を対象とした図番館である｡

小中学校児童生徒は専用の児童図零館を利用するo児童図番館は

児童 少年 館内に 置 き市 立図番館分館の分館とす ることが .

望ましい｡ (約 5-12万冊､ 200席程度 )カーセクター内に設置

される図番館は視聴覚教育のためのライブラリ-の資料をも備え

るものとする｡

4･312･2公民館 (集会所､その他 )

公民館の利用は､講習会､定期的誹座､展覧会,各種クラブ等各

種集会であるO公民館活動は､Cgl番館活動､保健所情動との関係

が軽く､施設としてはこれ等を包含する｡又､ラiyオ休操の全､

文化祭､運動会等を行うことのできるレクリ土-Vヲソ広場を隣

壕させることが望ましい.

図 7･4･3･2･1 港北ニュ-タクソ図番館配置Vステム国

港北こユ-タウン

図 7･4･3･2･1 児童図沓館配置Vステム図

港北ニユ-クウ/

図7･4･3･2･2 公民館配毘Vステム図

港北二ユータウン

児童少年セ
ンクー内園
苦館本館

■ 霊 園古館

ロ 謁芸名芸館

E) ｢蒜 青 モ

【コ
ロ 往区内公民館
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図 7･4･5･2･5 学校教育 ･社会教育 Vステム図 (含 ･関連社会福祉施設 )- 1

●●○●●●●
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4･3･3 医務施設

4･3･3 医療施設

医療施設については､千里ニュータウン以来論麓されてきたもの

にオーブンVステムとクローズ ドVステムの是非論がある｡

クローズ ドVステムとは現行の医療制度に見られる如 く段牌構成

に於いて閉鎖されそれぞれ独立した施設である｡

これに反してオープン Vステムとは､病錠と診療所(一般開菜医)

とl=明確な朗連を持たせたもので欧米で一般化されているVステ

ムである｡オープンV ステムの長所としては

① 診療所の医師(開業医 )が最初か ら最後まで一人の患者

を診療する｡Vlわゆる医療の-E性が保てる｡

① 病院の施設を充分に活用することにより医師技術の向上

が期待できる｡

(彰 各科の交流がなされることにより､共同診療がなされる

ことにより相互の研究が可能となる｡

短所としては

q) 現行の病院と診療所剛 ま根強い競合関係にか )､補完関

係になく､又学閥が入l)込んでおり､なかなか現行打開が歯難で

あるO

@ 医療保険体制はクE,-ズ ド体制にかなったものである｡

以上､オーブンVステムの長倉について述べたが結論としてはや

はリオ-ブソV ステムの長所を考えて､採用するのが望ましいと

考える｡すなわち

⑨ 地域医療の中心施設として病棟部と診療部に重点をおV,

た､捨合病院をセンターに毘く｡ これは 500床以上をもつオープ

ンVステム病院である｡

① 総合病院の分院を一ヶ所に掛ナ､給合病院の烏龍の~部

を分担させると同時にリハビリテーVヨソ (社会復帰 )の施設を

整える｡

@ 専PE医 療所は中学校区毎にまとめて配置する｡

⑨ 一般診療所は分散させて各小学校単位に一ヶ所配置し､

梗医をもかねてもらう.

捨合病院の規模

ペ グト執ま5ペ グト/ 1,000人とすることニ ュータクソ内人 口35

万人に対するものは本院 1,000ベット､分院 750ペグトとなる.

産科については年間30件､平均年間40件/ベットとして210ベッ

ト毎夏を考える｡

医凍施設の開発投脚 こ関する問題

典型的な医療制度のセンターVステムだけに､できるだけ建設の

初期の段借で大規模な先行殺資として､このVステムを守ること

が必要で､中途半ばになってはいけなVl｡-投診療所は必 らず住

宅建設に遅れないようにすべきである｡

以上の外に､誘致施設等に生するであろう職場診虎所､保健所等

に朗する関連を考えて､下 の如きV ステム図を得る｡

図 7･4･3･3 医療施設配置Vステム図
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図 714･3･3･1 専門医診療所模式図

㊤ 厘者村方式

図7･4･3･3･5 医療保健施設体系

(琴 病院出先機関方式
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4･3･4 社会福祉施設

4･3･4･1 保育所(託児所)

4･3･4社会福祉施設

これ等の施設は､医療との関連が密鋲であり.一般医診療所､小

児科医 と近接した配匠が必要となる｡乳児院は誘致施設として､

保育所は市立とする｡

4･3･4･1保育所(託児所 )

特に小学軌 こ近接しなくても良へ 母親の便利な地区V ヨプビン

グ等がよい｡ 託児要求については､千乗のT団地の調査によれは､

1,700戸に 1ヶ所 (150人- 200人/ヶ所)程度の要求がある｡

よって自然発生をも考えて､ 1′J､学校区内 1ヶ所あて設置するe

4･314･2 老人に対する施設

4･31412老人に対する施設

老人ホームは誘致施設として､絵合病院或いは分掛 こ便利で静か

な所に勘 ナる｡又老人クラブは､老人のレi7Jr一等にかなった施

設を備えたものであるが､あまり閑散とした位置でな く､むしろ

にぎやかな所から遠くない所を選びたい｡

(精薄児施設については教育施設の項参照 )

図 7･4･514 社 会 福 祉 施 設 V ス テ ム (含 ･関 連 医 療 施 設 )

都 市 内

行政.管- -ビス L教- 敬某サービス L 生活サ-ビス 医療サ-ビス

冊 設骨 ∪

＼社会福祉センター(福祉事務所内 ) _- l 私 立 ) 専 任 医 病 院

一一一

I

l 保 育 所 (市立 ) 棺 薄 児施 設

一■

l 児 童 錯 (市立 )I

※

- 股 医診 療 所

童 - - (市立 ) I

描 ∪ 一■ 老人用住宅lI

I 老 人 ホ ー ム

一■

lI 老 人 .ク ラ ブ (市立 )

※ 老 人 セ ン jZ - (市立 )

そ Q 他〕 毒土会福祉事務各 種 相 談
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表 7･41314 社会施設計面基準案

iJ与中施設- 17- 中心地区施設

ヶ所 慧築宗 濫 読 偏 々

行政 区役所支所 mz rn'1 . 5.000 5,000I
1 6.300 6,500

管 1 3.120 6,500

PJ! 郵倣1.;i(廿)

タウンセンタ1関 (保安的テ)その他 1 13.000

係施grL 1 250 500

盟 1 250 1000

83,500m'

文化 大 'l-1':研究所(各純)(工 ili)(ilF門.I:IJJ按) 2 2,000 5.000 1.000+ユ50

呼 児亜少年センター l l,500 4,500

坐 500 1500

文 ･児亜囲む餌 1,000 3000

化施設 i lo,000 30,000

ゾ1 800 2,400
1,700 5,100

関 2,000 6,000

係施 ･博物61.,.I 2,000 6,000
諺

1 40,000

ヶ所 諾某誌 器 誤 帳 才一

文 1.000 3,000
J 250 750250

化 ･身障者hl.:,祉センター 750250 750

厚 ･職黄補導センター 250 750

坐 中央公同(自然'1-tr功)

555,500m】

柵や センタータ-(.守- ビス)奴 行

小 .7十

那柿サ1どス St.〝スサ- ビスsL水道局サ-ビスsL釈･他 I - 施設

小 計
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t梢 イー

汁計 ㊨ 野地1,I)I,描 3 700 2.000 6,000

小 汁 12,600

文

とi ) ら .

300 9α)

化I+坐 水L水7'-IL, 】.500 3.OX)300 9(氾 ブ-ル 3lEllL

拾ff七ンタ- 500 1.500

2∝l 6α) 61-T 7ナ所

E人ホーム ; )25.仰 -㈱

E人タラ1 7 1,200 8.400

6 10-l9ha 850,000

小 汁 1.315.100

商Xl放 免肪サ - ビ ス封! 神

･ト L,r

六甲tJサ1どス 釈

小 .汁

ての他 lT 蟻 誘致施設

小 一

lT .汁 i.327.700

IG- イJ

行 JTf45 97 33

敢 ㊨案炎hi特定hj(■Lhr火 ー 1,5(氾45 30 100 4.500

管倭 ー 栓(.TTス ト)

小 計 13.200

文
幼 維 一朝

15 750 11.25) 6-I:抜

化 叫120040

小 計 874,250

叶 JJJ-1入 E)A

/5800声)

坐 誘致施設

小 .汁 125.100

約2%

プレイロット 2%める.

小 計 900.㈱

RIB繋 放 IIや盲サ ー- ビ ス

小 .汁

坪llJサ【どス也 パ ス 件数 /,Ei仏 寺神 社
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1 文化施設ゾーン
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1 文化施設ゾーン

文化施設ゾーンの計画は,すでに 3童の都市構成ならびに 7章の 図811 セ/メ-へのビスク

社会施設の項でその諸元についてのべているが､掛 ヒニユ-タク

ンおよび周辺 (港北区 ･鶴見区など､横浜北部社会文化圏 )のV

ンポJL,としての立地性をもたせることか､計画の顔目であるO

都市構成上.人々のうごきとその集硫密度の高いところに､商業

施設や社会施設を立地させるなどにより､都市性を高めるという

ような手段は､この種の開発にとって多くの例をみることができ

る｡

しかしながら､厚生､文化､L,ク リェ- Vヨソ等の総体的な社会

施設を郡市の中心に積能させるとV,う手だてはあまl)かえりみら

れなかった｡実際こは､このような都市施設こそ都市性の高揚と､70
立地的VソポJL,になることはもちろん､人びとの居住性を高める

とい う手だてとなるo

そして.特に開発地域が郡市化されたなかの濃集地域であるとい

うことから､都市施設の整備が遅れているなどの指摘はすでに前

掲のようであるので､権力その整備に重点がおかれる必要がある.

このことか ら港北ニュータウ ン計画においては､社会文化施設の

範噂として想定される各種機能を集約させてニュータウンの歴史

的､文化的資産である自然地形等奇のこしつつ､複合的機能中心

を形成せしめ､都市性を高め人びとに快適な健康的なスぺ-スを

提供しようとするのがね らいである｡

その位置としては､地形的には､ニュータウン区域内のビスター

ボイン トの位置か らも､あるいは区域外の主要な交通的位正か ら

もラン ドマークとなるにふさわしい場所が有効であり､かつ交通

的には､バス系統､電鉄などの系統か らいって利便性の高いとこ

ろに設置することが､よりこの種の施設計画として好ましいと考

えられる｡

これ らの条件を満足するために図81のような位置を選定してい

る｡

社会文化施設ゾ- ソの各種施設織能は次に示めすものであるO
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表 8･1 社会文化施設/-ソの樟能

(∋ 行政 ･管理施設

(診 行政 ･管理施設

③ 文 化 施 設

④ 厚 生 施 設

6) 淳 生 施 設

⑥ 商 業 施 設

(9 商 業 施 設

(参 商 業 施 設

⑨ 郡 市 サ ー ビス

⑲ 郡 市 サ ー ビス

(国関係施設)

(県 ･市関係施設)

(公会堂,図書館,美術館)

(病院,社会福祉施設)

(スポーツレクリエーション)

(映画,遊 戯場 など)

(小売店.飲食店,スーノもー)

(業務,金融)

(交 通)

(サービス)

この社会文化施設ゾー ンの構成は､D駅を中心に展開される｡D

駅の性格は地下鉄駅利用者数はほゞ4qOO0人程度と推定され､ニ

ュータクソ区域内ではE駅の商業施設系を中心とした性格とは異

なり前述したとおり､D駅のバスセンター.ヒューマンセクター

にサービスされる商業施設と､ニュータクy全域､さらに横浜北

部地城の社会文化圏に必要な社会文化施設を配置しようとするも

のである｡

文化施設ゾーンは､D駅を中心こ東側の丘陵地部分とさらに水田

地帯の一部にかけて展開し､D駅に近い部分は娯楽施設地区､文

化施設地区､スポーツL/ク リェ-V7ソ地区というように施設を

中心にして骨格を形成する｡さらにそれに関係する官公庁地区厚

生施設地区などを配している｡

D罰の西側は.D駅の徒歩およびバスルー トに関係する商集施設

を中心にした地域センターとなっている｡

センター施設は人造湖をと9既む屋根部分に高密度な塵異物欝

をつく97-/てこティーの高い空間とし.近接する地区公園 . ス

メ-ソセンタ-等7-バニティーの低い部分とのコントラストを

作 b出す｡

官公庁地区

官公庁地区

文化 セ ンター

スポー ツセ ンター

娯楽施設地区

商業地区

業務 ･金融施設地区

交通施設地区

サー ビス施設地区

図8･3 中心地区梓成の概念図
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●●●●〇●●●●商藁嶺牧計画

1 商業施設計画の基本的な考え方

1･1 商業核の位置について

1･2商薫施設の構造について

1･3 商業の規模算定について

1･4 地域センターにつし､て

1･5 地区センターについて

2 商業核の位置

2･1 多核的センターシステムにした羊里由

2･2 D･E駅を強力にした理由

2･3 副都心 (東京 ･横浜)との関連

2･4 商業施設の段階構成について

3 商集施設の構造

3･1最近の商集の動向

3･2商業施設の支持人口について

3･3立地性向 経営形態別商菜の悦明 -

3･4 スーパーの進出と小売店との競合 -

3･5 スーパーの小売店に対する影響 -

3･6ニュータウンの計画上スーパーの扱い

3･7 スーパーに対する小売店側の対策 -

4 両糞施設の規模算定

4･1 前提条件

4･2商業施設規模算定各論

S地域センターのモデル

5･1センターの構造

5.2 センターの構成要素

5･3 センターモデル設計論

5･4商萎施設の配t

5･5 買物動線と商店の配iE

5.6 センターの規模

6 地区センターのモデル

6･1地区センター商秦施殴規模

6･2 地区センターの立矧こついて
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1 商業施設計画の基本的な考え方

1･1 商秦核の位置につV,て

1･2 商兼施設の構造について

最近.Ej]地の商兼施設で発生している問題 (千旦ニュータウン .

辻堂EZl地等で発生してV,iる､大型スーパーと個別店舗の兼合の問

魔や､スーパーの地域放占による小売価格の高騰の間厚など),

-投市街地での商兼の問題 (スーパ-の進出と個別店鏑への圧迫 )

を考LCL､`消せ者にとって,フィL7カルなサイ ドか らいかにし

た ら生活の利便性 (安くて良い品を簡単に )を増しうるか ､を主

テーマに.港北ニ>-タ ウ ンの外部条件､内部条件を考えて住)ワ

ンセンター Vステムか多核的セソタ-Vステムか在席英の内部構

成 (立地粂件による近隣性.郡心性､経営条件による企業型､生

美型 )⑨規模とV ステムについて考えた｡

lll商兼核の位置について

1･1･1商業施設は地域センター (駅ごとに配置された支持圏､/(

スセクター )と地区センター (バスス トップに配置された支持圏､

ヒューマンセクター)の 2段階構成である｡なお東京.坊浜の商

圏に入るため､一部買担晶はそちらにひかれよう｡

1･1･2多額的セソタ- Vステムとし､D.E駅を強力にしたのは

① 鉄道が均質に区域を走り､徒歩.バスで駅へ行く形式を

とる｡

② D､E駅を強力にすることで､ワンセンターのノ リ7ト

を持つ

③ ワンItyタ一にした時､センター用地を公団がコン トロ

ールするのは難しい.

◎ ワンセンターでは完成までの遊休地の扱いが問原

⑤ バ ス 〝- トの集中するところである｡

⑨ 区域の中心で徒歩圏人 口を多く吸塀できる｡

(う 文化ゾー ンと一体化した位置にあるo

ためで､なお通勤新辞意の実現が可能な場合 は一つの駅に全区域

か らバスが集中するワンセソターVステムとなろう｡

11113地区センターは人の多 く集まるPl 系と結びついたバスス

トップに原則として. 1ヶ所設けた｡

1･2商美施設の構造について

商店の地竣独占を防ぎ居住者が安くてよい晶を買える条件づくり

の前提をここでは考えた｡

1･2･1最近の商兼の動向

特にス-バーの近郊住宅地進出は著しく､小売商店に与える影響

は大きvl｡ ここでは次表のごとく商業を購買性向､経営形態で分

類し.それぞれの現状､問題点､お互いの競合を分析した｡

1･3 商業の規模芥定について

]･4 地域セソタ一について

表 9･1 経営形静と購買性向

I.-- 近隣性 都心性

生 裳 型 1.零細小売店 2.専 門 店

1･2･2またスーパーについては近隣性生菓型店舗との競合を投謄

的に考え問題点を指摘した｡

1･2･34の百貨店については､多核的センター Vステムでは東京

横浜へ依存するものとした｡

1･2･4なおスーパーの取抄いは､スーパーが弱小小売商を屡適し

市場の地域独 占が発生し､住民の不便､損失が生じ､農藁徒中老

の転集の遣をとざす､つまl)強力な商某核を形成 しうるため十分

な考慮が必要であろう｡

1･3商業の規模井定について

1･311支持人口について

港北区の将来人 口は85万人と予測され､港北-I-タウンもやが

て市街地に蛭没する性格をもつ｡ここでは最大支持人口は鶴見区

の一部を加えて 100万人､狭域の支持人 口を35万人と考えた.

1･3･2規模好走の原則は

荏)商業施設を､6)/ト克美⑧卸売兼 84,85⑥サービス業 (④を除

く)せ)対個人サー ビス兼6)美務と分(ナ

包)計画店舗率は地域センタ-50%､ 地区センタ-40%

⑨地域センター集中妥 (地区センターとの配分)は(カの㊧①は60

%､⑳⑥(∂100%

@各駅への配分+i駅勢圏人 口を基本にバス､日豪同車利用者によ

る修正をおこなった

(勤評を規準は高蔵寺､多摩､平城等を参考に事業所筑計を利用し

た｡

1･4地域センターについて

1･4･1センターでは頻能の集中化と錯綜がみられるが.ここでは

消費者の選択性を増すため. センターをとりまく条件.内部構造

の変化に対応できるよう開いた系をもつVステムを提案した｡

1･4･2商店のまとまりは 50m～ 100mに 10- 20 店で師をつく

り買物客歩行時間を 5-10分位に考えたい｡

1･43徒歩圏 600m以内は全て徒歩b

l･4･4商業施設の形態の原則は星 空 状 に徒歩道に開いた系をも

つ｡駅近辺に都心性を､住戸に近づ くにつれ近隣性がます｡

1･4･5民有地 (駅周辺の民有地は自然発生店舗が予想される)は
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1･5 地区センターについて

原則として計画店舗の外周部にとった｡

1･4･6地域センターの商業は王に郡心性生業塾店舗 (専門店 )と

近隣性企其型店舗 (ヌIバ- )によって構成される｡

l･5地区センターについて

11511地区センターの商業は主に近隣性生菓店舗 (個別店舗 )に

よって構成され､場合によっては一部近隣性企英型店舗 (スーパ

ー )を含めることにした｡

1･5･2歩行者の動線とその長に対応して､商店を配毘した｡

I･5･3自然発生店舗に対する計画店舗の割合を従来の団地の例に

比して高めるべきだと提案した｡

全体の構成は

(丑商業施設計画の基本的な考え方

(参南東核の位琵

@商非施静の構造

④啓発施設の規樽舞竜

⑤地域センターのモデル

㊥地区センターのモデル

である｡

図9 1 商菜施設及び地域地区センターの配置図



119 ●●●●○●●●●
2 轟英核の位置

211 多核的センター V ステムに した理由

近隣住区理論を否定的に発展させたワンセ./ク ー Vステム(高蔵

寺ではオープン･ソサエティー Vステムと名付けられている )は､わ

が国でも高蔵寺ニ ュータウン､多摩ニュータクソ､学園都市など

で立案､実施されつつある｡港北ニュータウンでは駅周辺 (合計

6)に南東核をつくI)多核的センターVステム(ポリセyク ー V

ステム)をとっ7::0

2･1多核的セソタ- Vステムにした理由

プラニングプロセスでも､ワンセンターかポリセンタ-かは､多 く

くの議論となった｡ ここでは

2･1･lニュータタンの構成が､鉄道を中心にしている0

2･1･2D.E駅に商業施設の大半が集中してV}る｡ このD､E駅

がニュータウン全体の中心的性格をもつ0

2-113その時 ワソセンターのノLrットをもつ｡

江 ワンセンタ-のメ リット

多摩ニ1-タウン､高蔵寺ニ>-タウンなどで､ワンセンターV

ステムを扶用したのは

1新しい時代の都市生活のV ソポJL,として｡

2.居住者側か ら､ 自動車の普及により､生活行為の段階性も単純

化し､単一中心で全て用が足せる方が便利である.

3流通捜桝の変化で､商店が共同化､大型化､集中化する傾向が

あり､ワンセンターの方が便利｡
4.7-バニティを高める｡

5消班社会の核として｡

6消TZ者にとって選択の段会が増す｡

7支臥 ロが増すので､特殊菜種､専門店が成立ナる｡

8滴22者にとって､購買掻出が節約できる｡

9シ′ヨツビングとア ミューズメン トが一体化して､楽しい買もの

ができる｡

10 商美地の面積が増し､処分価格が上昇し.申英側に有利となる｡

11 広域のセンタ-となf)うる｡

12.畔胃者側.商店側に集環の利益が増す｡

等のためである｡

2･1･4ワンセンタ-にした時､まとまった商某地ができ計画店舗

が主体となる｡そのためセンターの土地を公団が コン トロールす

ることは難しい｡

2･1･5ワソセソターは､= ユータ ウンの人 D電着に従い段糟的に

成立していく｡ 当初から35万人の人 口にみあった土地を買収して

2･2 D IE駅を襲力に した理由

213 副都心(東京 ･摸浜)との関連

2･4 商業権詮の最謄構成につVLLて

おく必要があ1)先行投資が大規模化し遊休土地の取抄いが問題 と

なろう｡

などにより､ポリセンターVステムとしたOなお計画区域内に当

初か ら通勤薪幹銀が計画される場合にはワンセンタ- Vステムが

考えられるが ここではその検討は省略した｡

212D･E駅を強力にした理由

D･E駅に､過半教の商業施設を典中させたため付近は､ワンセ

ソクー的ふんV,lきをもつ｡

D IE駅を強力にしたのは

2･2･1バスルー トの集中するところである｡

2･212位置的にプラニング ･エ リ7の中Jいこあ リ､徒歩圏人 口を

多く吸引できる｡

2･2･3文化ゾーンと一休化した位鼠にあるO

か らである｡

2･3副都心(東京､横浜)との関連

=ユータウンは､東京､横浜の商日削こ含まれ､その副々都心とい

ったイ}-汐であろう｡居住者の運動性 (通勤 )､東京 ･横浜の

商光枝の大きさと､接近性の容易さ.及び最近の分離購買意識の

傾向.から考えても､郡心性の高L̂商品はかなt)東京.横浜で購

買されよう｡

2･4高菜施設の没帽構成について

商菓施設は,(王地域センター(各駅に設置され､支持軌 ま数カー

セクタ-)吃地区センター (バスス トタブに毘かれ､支持圏ヒュ

ーマンセクター )の 2段博構成であるO
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3 番兼施設の構造

3･1 最近の商業の動向

312 商業施設の支持人 口について

313 立地性向 経営形態別商業の誠明

3･3･1 近隣性生業型店舗

センターの構成要素として重要な商業の最近の傾向､特に大都市

郊外住宅地､Efl地の変化は著しく､スーパーと地元/l＼売商の薦合

がみられる｡商英を経営形態と立地性向によって捉えた分析が､

センターの性格､居住者の利便上大切であると思 う｡結論的には､

生菜塾を中心としたセンターをつくり,企異型の商店についても､

いかにして生業型を企業型か ら守t)､競合状態を保たせながら居

住者に ｢良い,,｡Dを安く簡便に｣提供するかという視点か ら考えた

レ1｡

3ユ最近の商業の動向

過少過多､低生産性と象徴的にあらわされるわが国の小売兼は

(S410701現在 137万店舗 )現在販売を主とするス-バIの遅

出に伴って圧迫され､大きな変動期にある｡大都市郊外､住宅団

地の小売商も例外ではなく､例えば､千里ニュータウンでは吉倉店

系栗本のスーパーが二 ,.-タクソ近辺にでき乱売を続けるため.

ニ >-タウン内の生兼塾店舗の経営採罪が低下し.閉店するもの

もでている注 1｡又､昭和3時 日本商=会議所の全国謁杏こよれ

ば注2ス_バーの出鄭 こよって蕃影響を受ける小売店は 50% に

もなっている. ここでは商業を購買性向､経営形態か ら下図の ご

とく分類し.-I-タウンの商業施設計画上の問題点について述

べてみたい｡

32商業施設の支臥 ロについて

港北ニ ュータウ ソは､早晩市街地の中に埋没してしまう性格をも

ち.市街地か ら撫れて成立する独立的ニュータクソに比して､支

持人 口の評定は難しい｡港北区の将来人 口は85万人と予測され .

鶴月区の一部15万人とあわせ､セソタ-の広域的な最大支持人 口

を 100万人､また港北ニ ュータウンと.周辺の35万人をセンター

の狭域的な支持人 口と考えた｡規模算定にあたっては､35万人と

考えた｡

3･3立地性向､経営形態別商業の説明

3･311近隣性生業塾店舗

支持人 口は､8,000人～ 50,000人 とヒューマン .セクターか ら

3･3･2 都心性生薬塾店舗

バスセクターの範囲で近隣性商品注4を放う｡ 常時従業員が 1-

4人とい うV}わゆるパパ-ママス ト7､零細小売商で､わが国の

小売店の 90% 弱が属すO この動向を無視しては､小売業の将来

像は考えられないが､近年､店舗増加薬は頭打ちである注3.

ス-バ-の圧迫については後述する｡

3･3･2都心性生業型店舗

支持人 口は50,000人～300,000人 とバスセクター (駅勢圏 )か

らニ ス-タウソ全体であるO郡心性商品注4を中心とした専門小､

売店で､高級品化の傾向にある｡小売店のこれか らの営美形態の

大きな流れとなろう｡

3･3･3近隣性企業型店舗

昭和30年代にわが国でも急敦に伸びた ス-バー ス ト7､スーパー

マーケ ット､大規模セルフ .サービス店のことであるO スーパー

はさらに4つに分類される｡

3･313･1スーパーマーケ ット

食料品を中心とし､比較的大貴本のものが多いO住宅地に主に立

地 し､商圏は半径 2- 3Knである｡

3･3･3･2衣料中心スーパース トア

衣料中心で､食料品､日用推称まロス ･リーダーとしてVlるoタ

- ミデ)i,近辺に立地し､支持人 口15万-20万人で商圏は半径15

Km位である｡

3･313･3衣料専門スーパース ト7

衣料が大部分で､タ- ミナJL,近辺､商店街中IL1こ立地し､支持人

口も20万人は､最低必要である｡

3･313･4総合的ス-バース トア

衣料 ･食料品､日用雑貨品を､平均的に取砂いデバ- 卜型の構成

であるO大規模なものは､住宅地に立地し,商圏半径2Kmぐらい

である0

3･3･4都心性企業型店舗

百貨店のことで大規模なものは､支持 100万人以上である｡最近

大都市では､店舗成立､売上げとも頭打ちである｡
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3･4 スーパーの進出と小売店との競合

3･4･1商店間の薦合は､取憩い品目の相違により近隣性生藁塾店

舗と､近隣性企業型店舗の間に､また都心性生業塾店舗と都心牲

企業型店舗の間にみられる｡現状では.前者､スーパーと小売店

の競合の方が深刻である0

3･4･2スーパーの進出は没障的に次の横に考えられる

第 1投借

スーパーの登場で競合品販売店では､売I)上げが妓少し.利益率

が低下するが教ヶ月で-応安定｡新興住宅都市 :寝屋川市とか､

市城が広くスーパーが分散している名古屋でみられる｡

第 2没牒

スーパーが乱立し､ス-バー間の競合が続 くため小売美への影響

は.策種的地域的にも広くて大きい｡

第 3段階

罪′トスーパーは拘汰され､殊存スーパーは､勢力圏が篠をするの

で経営勅薮を上げることを考え､大幅なディスカクソ ト売 1)出し

もほとんど行われない｡ 四日市でみられる｡

現在のわが国の諸都市は,第 2段階に入ったところが主で､ここ

に大資本系列の有力ス-メ-が加わると､小売店への形響のみな

らず.商兼核の移動を伴 う｡

以上の殺陣は必らす Lも順次進むものではない｡

菜種間の競合について衣料を例にとる注5

蓑 913･4 業種間の競合

菜 種klE 専志 ス志ー 古志

品 目 'Jヾ tJ'売向 門店向 l向 貸店向

公式外出宕 (-イフアツ-/ヨ/ (⊃ 〇〇〇 ○〇〇〇〇〇 〇〇〇

◎殺塵点 ○重点 ･低重点 (商店界よbl一

上表によれば､スーパーと小売商は遊び着か ら家庭君､特に外出

着､家庭君で競合が生じる｡又､専門店と百貨店も競合するが,

スーパーと小売商ほど問題化しなV,ことは前述した｡

3･5 スーパーの小売商に対する影響

3･511 資本形啓の相過による影窄

3･5･2 スーパーの立地場所による彰智の適い

昭和20年代の末ごろか ら出萌しはじめたスーパ-マーケ プトは､

零細′憤 美との激しい競争をくり返しながら伸びている注 70 ス

ーパーの小売商への影啓をここでは､

3･5･1資本形態の粕屋による影響

315･2スーパーの立地場所による影響の適い

によって分析し､あわせて､昭和38年にEI本商工会議所が全国24

都市で行った ｢スーパ-7-ケ アトの小売商への影専とその鐘営

動向｣江 2の紹介を行う｡

3･5･1柴本形憩の相違による影啓

発本形態の相違とは､スーパー 自体の茨木力の大小とともに､ス

-バーと､零細小売商の資本力､所有形態の違いをvlうO ス-メ

ーの曽木力の大小による小売商への影軌 こついては､ ｢スーパー

の進出の段牌性｣のところで述べたスーパー自休の額合によI)大

資本のス-バーが弱小スーパーを願慈することで､スーパーの商

圏 (小売商への影響圏 )はよl)広くな().商業核の移動と非競合

商品販売店への影響という現象が握る.

スーパーと零細小売商の資本形態の相違による影響は､近隣性の

商品を扱う両者の経営形態が､前者は豊富な資本と販売戦略にた

けた企異型であるのに対して､後者は小資本生業塾であるところ

か ら生じる｡

315･2ス-J- の立地場所による影尊の遇い在6

3･5･2･1着6心塾スーパー(大都市の都′L,1 割都心中小都市の中ILz

に立地し､郡心性商品主休 )都心こ立地する大型スーパ-で商品

構成も多種､販売作吸にもたけているので商圏は広く､磨客の吸

引力も襲い｡小売商への影執 れ 一般に都心の小売商は多くが専

門化し､高級品を扱っているのでスーパーとの競合はあまり起ら

ない｡又､スーパ-と腰合する商店の場合も､都心に集まる多く

の消田老を考えるとき､軽宮転換､専門店化､高級品化を図るこ

とで対抗できる｡ しか し弱′JVト売商の場合経営転換も難しく､ス

-バーの影響は大きい｡

3･5･2･2ター ミナ)i,塾 (交通の汐ヤソクV ヲyに立地 し､近隣性

商品を主体とする)駅の乗降客数と､付近の成立店舗には相関が

あるが､ター ミナル型スーパーの規模も交通利用者の多少で決ま

る｡都JLの首貨店が経営頭打ちの状態にある今日､近郊住宅地を

背景とするター ミナルへのヌーノく-の進出(西友ス ト丁の例 )と

か新鉄道の開通に伴なう進出がみられる｡当初は近隣性商品を中

心としたスーパーが成立するが背後人 口の伸び､ター ミナル利用
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3･6 ニュータウンの計画上スーパーの取扱い 3･7 スーパーに対する小売商店側の対策

122

者の増加により次第と都心性商品も備えるようになるC小売商への

の影執 こついては､都心部はど専門店化が進んでいなへ 又.専門

店化への条件もあまりない､零細商店も多いため.スーパー進出

の当初は､かなり大きな打撃をうけよう｡背後人 口の伸びが著し

いため､ス-バーによる商業核の移動もある等､/j＼売商にとって

の変動要因は多く､商店の瀞枚化による措板的対抗策が必要であ

る0

3･5･2･3住宅地塾スーパー(小規模で近隣性がほとんど)

住宅地にある小売商は､ほとんどが近隣性商品を扱う零細小売商

のためス-バーの影響は大きく､背後人 口は固定的であリ､スー

パー対抗策も有効なものは少ないため深刻であるOまた取扱い商

品を変えるとか､営業時間の延長､外交販売芯極策によl)スーパ

ー対策をとる時､商圏が限 られてVlるため零細小売商の食いつぶ

し状態をもうむOなお､スーパーの動向につV,ては､全]ヨVベル

で注 8.東京都で注9の調査がある｡

3･6-A-タクソの計画上スーパーの取扱い｡

3･6･1自然発生店舗､計画店舗との寮合によl)､スーパーが弱小

小売店舗を罪逐する｡

316･111そこには､スーパーが経営効峯を考えるため必ずしも品

物が安く買えるという状態は起らず､住民の不便と損失が生じるC

3･6･1･2地区センターにスーパーを 1ヶ所設けただけの時､価格

は下が らず,地域独占が生じる｡

3･6･113ニュータウ ン建設に伴って近辺農業従事者が商売を営む

道を閉すこととなる｡

316･2強力な商業核が新たに生じるため､ニ ュータ クソの商業嶺､

樺能構造に影響を与える｡

等の問題点は多ho スーパ- 1店では,地域独占的にな り､多く

ては.小売商に悪影響を及ぼす｡改称 ま.小売業近代化の方位と

して､ス-バー助成を唱えており､スーパーをニュータウンに設

置しなL̂ことは不可能だ｡

更に計画上､事業化上の検討を要しよう｡

ヌIバ.一等の外的圧迫に対して小売商店側も経営の粗緑化､近代

化により対抗しようとしている.,その主なものはL/ギュラー･チェー

ン.ボランタリー.チエーツ､フランチャイズ･チエべ/であるかその目的は､i/

ギュラー.フランチャイズ ･チェ ー ンのようにあきらかに大資本が小

売商店を自分の系列化にしようとするものと､小売商が寄り奥ま

ってつくる協同連鎖店に2分されよう｡特に前者の場合は､小売

商がサラリーマン化すること､居住者にとっても価格が競合関係

によf)決定されにくくなることなど.スーパーの対抗策として積

極的に 押 し進 めるには多くの疑問点が残る.港北,=ユータクン

ではその対策の重点を商業施設の配置に求めている｡例えは､駅

周辺には､郡心性の生米塾店舗を中心に､周臥 こ近隣性の企業型

店舗を配置しその競合をさけているO

表 9･3･7 経営粗放の比較

レギエラー フランチャイ
･チエ-/ ･チエ-/ _丈.チエ-/

統 制 力 強 弱 強

-慶に多 くの資本が 集めに くい 集めやすい 集めやすい

店長の経営意故は 比較的低い 比較的高い 比較的高い

同一-資本､単一 卸商主催の場合

経営の連鎖店o は加盟ノ｣＼売商が 地域別に小売店

徹底した統制力 問屋中心の本部 と契約し､本部

が前提 から賢本的に独 の強力な指導で

立 している問屋

系列の連鎖店 主を販売員化 し

小売商が寄b集 て､ レギュラーチェーンと同じ

まって作る場合 効果をねらうも

は､′j＼売商が横に適用 して作る協同連鎖店共同仕入れの実効Z)ため多くの宿-資本のl%集が大切 め
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4 番美施設の規模昇定

4･1 前提条件

商業施設は競合による安定状態で最終的な規模決定がなされる｡

ここでは､過去の商業施設規模算定方式の書中をふまえた上で居

住者の利便性を考えた商英の内部構成､変化に対応でき､将来の

増大に対応できる空間のVステムが大切だとい う基本に立ってVl

る｡

ここでは､商業施設を次のように分類して考えた｡

1ノj､売菓

2卸売菓/84自動車の億理薬 /85その他の修理業

3サー ビス秦/80旅館､貸間､宿泊所

83対申某所ナ-ビス

86映画薬 87娯楽業

4対個人サー ビス業

5兼務/H金融保険/Ⅰ不動産/J運輸通信/K電気ガス水道

41前提条件

411･1商圏l人 口 346,0(沿人

.=>-タ ウン内人口を支持人 口と考え規模昇竜に当っては35万人

で行った｡

4 1･2自然発生店番6奉

地域セソター 50%

地区セソタ- 60%

従来の団地 (例えば.住宅公団の北習志野､鶴川､津田沼､常盤

辛 )で は自然発生店舗が80% も占めている. これは

●計画店舗が 20% では十分な競合が生まれず､地域独占､高物

価につながる｡

●計画的なまちづくf)の幣等になる｡

とい う問題を含む｡

ここでは安全例をとり､上の様に仮定した｡

4･1･3地区センター集中峯

● :1.小売業､4.対偲人サービス菜 60%

● 2卸売業､修理集､ 3サー ビス業､ 5業務 100%

地域センターと,地区センターの配分につVlて地域セソタ-集中

妾を 60%､ ユ00% と仮説的に与えた｡これ は港北ニュ-タ クン

では､

41･311バスがニュータウン内を走り､地域センタ-へ行きやす

レヽ｡

4･ト3･2将来､ 自家用車での購売もふえるであろう｡

4･2 商業施設規模井定各論

4･1･3･3`通勤都市 ■で駅への運動性が襲い0

4･1･3･4千里二,.-タ ウンで.地区セソクーがふるわず商店への

入居希望者も少ない｡

などのことを考えあわせて決めたO これ はあくまで仮説であり今

後検討を要する0

4･1･4産業施設の配分について

次の手帳で配分した｡

4･1･4･1鉄道利用者 (ピーク 1時間 )を各駅ごとに､A徒歩､B

バス､C乗用車と分けて求める｡ (交通計画参照のこと)

4･1･4･2A､B､C､F堺につVlてはBバス､C乗用車の%がD

･E駅へ行くとする｡

D.E駅の鉄道利用者はほぼ同じなのでD.E駅へは同数行くと

する｡

4･14,3各駅の割合を求め､商業施設を配分する.

4･1414駅周辺のと.1-マンセクターの地区セ-/ター商業施設を

3に加える｡

辞細は地域センター5･9参照のこと｡

4･2商業施設規模算を各論

大都市近辺の25郡市(̂ 王子､立川､武蔵野､三鷹,青梅､府中,

昭島､町 田､′ト金井､小平､平塚､鎌倉､藤沢､小田原､茅ヶ崎､

逗子､相模原､市川､船橋､豊中､布施､ (旧)西宮､堺､fe喝)

について日本郡市年輩､串米所統計より､人 口と串集所の単相開

式 (y-ax+b)を求め人 口35万人の事業所数を求めた｡そし

て高蔵寺ニュータ ウ ンの舞定式により住宅都市の特性で事業所数

を修正し､これに 1申某所当りの面枝を措けたO

表912 均竣 セy タ-南井鳥Bt地元棟

l二､1堺 1市営所u2dhaをh ilす る｡
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5 地域セ-/ターのモチJL/

511 センターの構造

多核的配置Vステム(ポリ .センターVステム)の港北ニュータ

ウンでは,当初か らのイノーiyとして､ワン .セソター ･Vステ

ムの持つ}リブトを取り入れるよう意図した｡

センターの計画にあたっては.

伝)ニ ュータク ソ内居住者の購買行為の選択性(できるだけ安くて

長い品を買う)をフィ汐カJL,な面か ら増すため商業施設は.歩行

者の動線 こ治った一開いた系 ~をもつようなVステムを桂安した｡

官地域センターの異なる構成要素を細鼓づけ複合化させることに

より､施設のもつ雰朗気を高め､その有榛的な結合の広がll)が.

利用者に利便性と快適性を.又､町のにぎわい､買いものの楽し

さを与えるよう意図した｡

㊥センタ-をとりまく条件の変化､内部構造の変化は予測Lがた

い｡ こうした変動に対応できるようセンターを考えた｡

5･1センタ-の構造

511,1ニュータウンは当初東京､横浜に通勤通学する人々を中心

とした都市となろう｡

51･2センターの受け持つべ き段能 は､大別して､ニュータウン

内部のバ スセクターの中心としての犠能と､- ユ-タ クソの内部､

タ雌 の連結部分としての授能を有する0

51･3地域センターは6つの各駅 ごとに成立､その中でもD､E

駅のセソターは他のセンター上l)大きい｡

5･ト4セyターの構成要素としての商業は､業種によってキャブ

チノン ト･エ リアに大差がある.ニュータ クソ自体が､20年ほど

後には市街地に埋没するような衷となるので支持人 口の昇竜は耗

しい｡ ここでは､全体として35万人､各地域センタ-支持人 口は

駅勢圏を各々設定した｡

5･1･5地域 センターの利用のしかたにつVlては.ニュータク ソ､

カーセクター､コミA,=ティーのまとまりとしてのコミ>ニティ

ーセソター的利用方法と､通勤.通学者の連結部分としての利用

方缶がある｡両者には､利用時間､利用のしかたがちがう.

512 センターの構成要素

5･3 セソター モデル設計論

5･2センターの構成要素

港北ニ>-タクソの地域 センターは､35万人の支持人 口に対 して

位置的､構成ともに利用性の高い､複合的横能をもったものであ

る｡

ここでは構成を

5･2･1商菜施設

5･2･2文化､厚生施設

5･2･3官公庁施設

5･2･4兼務施設

5･215娯楽施設

512･6サーキュL/-yヲソ施設

5･27グリーン ･マ トリ7クス

と考えた｡

5･3センタ .モデル設計論

5･3･1センター近辺の人 口配分について

センターの利用者が､徒歩で行けるよう､センター近辺 は高密度

にした｡

5･3･2徒歩匪=二つVlて

センターから600TTL以内全部徒歩でセンター＼

6(氾m- I,000TTL バス.徒歩半々

5･3･3センターを駅の両側配置か.片側かとい う問題は､規模､

センターの位置､人 口のはl)つけ,地形を考慮した｡
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表 915･1 商美施設の構成(ll

1 鶴 片側の施設を多くと 2, 5のもつ欠点のなh GitHTTのある配-Lr宣形

る 式である○但し､両側二つ競合により､小さい核の衰退が生 じ75:lv､か Jl 集析効果を高めねばならぬ商業施設は大きい方の核に.

2 ( ∋ 0 両側に均等に配置す 商業施設の集横効果を弱める○

る 両側q)核の競合に よりやがて比 lの形に.

5 享 片側に全ての施設を 姓析効果は高まるo

商業施設の構成(2)

1 ｣ トI.｣ _ト 駅を中心として丁字 -殻商業地によくみられる形態で.居住者の励

型に商菜施設を配置 線にKFiつて商業施設は配直されてLハる○

2 鉄道KFi線に商業施設 2つの駅間辺を一体化させることによb
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5･4 商業施設の配毘

515 買物動線と商店の配置

5･6 センターの規模

5･4･1商菜施設の立地条件か らみて､駅近辺には郡心性商品を､

住宅地に近づくに従い近県性商品が増えるよう配置する｡

5･4･2右図のように商業を 4分類 した.港北ニ ュータ ウンで､ 3

は東京､桂浜の商圏に吸収され成立しないとした｡

5･4132と4の襲合､′ト資本近酸性店舗を大資本近隣性店舗か ら

L̂かに して守るか､配置の面か らここでは､

① 大資本近隣性店舗臥 地域 Itソタ一に必らず 2つ以上計

画店舗として静 ナ､地域独占の生じないようにした｡ (但し､適

正計画店舗数こついては､今後の検討を零す｡ )

(む 大資本近隣性店舗は､互レ=こ,近 くに立地させ.競合を

誘発する条件をつくる｡

5･4･4商業施設は人 口の走者に従って伸びる｡計画店舗は､地域

センターの計画上の骨格にあたる部分に立地させ､周辺部を自然

126

･j､督 本 生 業 型 1 2

図 9･5･4 地 域 セ ン タ ー に お け る商 業施 設 配 置 の
ノくタ ー ン

発生店舗でとりまくO 自然発生店舗の成立は､競合状態で決定さ 図 9･5･5 駅 断 面 図

れる｡

515買物動頻と商店の配毘

5･511-殻に､絡線型商店荷では､ 50- 100mに 10- 20店 が

はf)つき､両側で 20- 40店これで-つのまとまりをつ くってV,

る｡ これが端部で直角軸方向の道路と交わt)､分離意識､まとま

りを忠絶づけているO

5･5･2-般｢市街地では 500店舗以上になると.路線は教本にふえ

るが､ここではPl系に沿って B̀Pv･た系uをもつことを重視した｡

5･5･3駅周辺の大型店舗では地下 1階のL/ペJE,で商品の搬入i･行

う｡ 全体に､購買者と商品投入車 は､分離した0

5 6センタ-の規模

商渋施設の規模罪定の 5･8で速くた手愉 こ従い昇竜する.

表9･5･6 センターの規模策定

パ ス A 乗用車B A+ ら A-トBC = - 2 徒歩D ･修正値 割 合 南井施設の合計 57_2一也 の配分 映BiJ菜 総 吾† 地区センター◆◆ 全総計

A 罰 人5,667 人662 人6.529 人5.164 人4.058 人7,222 %15.4 ha7_66 ha0.26 ha7_92 ha2.79 ha10.71

B ∫窮 2,925 524 5.247 1.625 4,178 5.801 10_7 ill 0.24 6_57 t99 8.56

C .rrg( 1.590 184 t574 787 2.450 5.217 5.9 5.58 0.28 5_64 1_71 5,55

I) 釈 5,598 880 6,278 / 4,518 14,552 26.9 15.4 0.26 15.66 2.98 18,64

E 駅 6,901 765 7,666 / 4,208 15.81D 27.2 16.7 0.26 16_96 2.72 19.68

F 駅 4.091 5D6 4.597 2.298 5.258 7.556 14.D a.0 0_2() 8.26 2.41 10.67

C1-7.872 54.158 57_2畠 58_81

√1lE= 妄= 5タ56

= 駅付近の旭区センターは地域センタ-忙含 まれるので加えて修正した｡
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図 g･517 地域 センタ- (B駅 )

/
/
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6 地区センターのモデル

6･1 地区センター商美施設規模

地区センターは､基本的には､ 1住区 (従来のほはネイバーフグ

ト ユニ 7 トにあたるものをヒューマン ･セクターと淋し､

8,000人を単位とするO )に 1ヶ所設けた｡図のごとく小学校を

中心としたヒューマン ･セクターと､地区センターを中心とした

ヒューマンセクターは相重なっている｡

地区センターのうち､駅 (地域 センター)か ら600ln以内､徒歩

圏にあるものは､地域セソターに含めた｡

以上の考えをもとに､地区センタ-の支持半径最大 500rnと考え.

キャブチノン ト エ リ7を想定し､支持人ロ.規模を節電した｡

6･1地区センター蓉業施設規模

6･ト1小売業

35万人の時 3,925店成立し.地区センターへは 40% の ユ,570店

舗となる｡

(労金店舗数 1- 1,570店

桓)計画店舗 ① x40% - 633店

@ 自然発生店舗 ①×60% = 940店

毎)計画店舗売場面fJ'f ④×35m2/ 店 - 2.21lla

㊥ 〝 敷地面も守 ㊤× 150m2/店 = 9.45ha

@ 自然発生店舗売場面后 @×35m2/ 店 - 3.29ha

檀 ) 〝 敷地面積 ◎× 150m2/ 店- 14.7 ha

㊥㊤+@ = 5･50ha

鍋 +⑦ -23,55ha

表91611･(I) 地区セ/クーの規模(人口8000人)

●●●●○●●●●

6･ト281対個人サ-ビス業

519静'業施設規傾昇竜論 5-6よI)

1全店舗か - Slo盾

2計画店舗 任)×40% = 120店

3自然発生店舗 (力×60% = 坦0店

4計画店舗建築床面位 ㊤×50m'/店 -0.60ha

5 〝 敷地両横 包)×1501㌦/店 - 1.80ha

6自然発生店舗越築床面軒 ⑨×50m2/ 店-0_60ha

7 ′′ 敦地面税 (参×150m2/ 店- 1.8011a

8Q)+◎ こ1.20ha

9@+@ = 3.60ha

表 916･1･(21 地区センター構成規模

(1Human s8CtOr 8,000人の場合)

建築床両横 故 地 面 前

商業 (507T& 17ー850m'(150mk17ー255077{

施設 自然 発 生 店舗 26店 (50m'x26)1500ml(150m'x26)5900m'

社Aコ三諸施読 公 民 館図 :Lt 庶1' 60Inl琵 書 芸 72DDm'- 般 医 診 療所保 育 所公m管理=5凝所無鮎 配 特 定局Zだf官 派 出 所公衆便所 粘 示 板バ ス 停 粥 _,I(栓ポ ス ト 公衆′逼話 500nt2607TL'500555027 7507Tl780Tnl2.ODD6010055

吉† 6,6757TL'

小 売 業 対個人サ ービス業 計

1. 全 店 舗 数え 吾†画 店 舗 妻女 l)×dO容a 自然発生店舗数 1)×60蕗4. 3r由店舗充場面柿 2)× 5571㍍吉51 ′ 敦地面析 2)×15077シ店邑 自然発生店舗売場面前 5)× 55汀ミン官7 〟 敷地面折 り ×150mン店& 4 )+6)9 5)十7) ･ー57%px了も - 56J514224?077[2.10077D5.5001,26D5.boo 5.UIEx㌫- 7店541054501406002LI51.050 45 Tlf17265952,55091D5.9001.5056,450
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6･2 地区センターの立地について

立地について ㊧′｣＼学硬を中心とするヒュ-マyセクタ-の中心

部に置く､㊤バスス トタブに立地させ.地区センタ-を中心とす

るヒューマンセクターを想定する｡

という2つの方法があろう｡港北ニ ュータ ク ソでは､バスス トッ

プを中心とした地区センターを置いたO但し､地域セソタ-(､は

少し遠い住区 1. 1(L､ 13､などでは､住区内のPl系に沿って

セソターを置いた｡

バス停に置いたのは.

621港北ニュータウンは､東京都と横浜市へ就美地をもつ居住

者を主体とした`通勤都市 -で人々の動 き帆 住戸-→/ミス件一駅
† †

徒歩 バス

駅 というJv一 卜が主体となる｡つまl)住区内では､バス停への運

動性が強いD

6･2･2そのためAの型にすると図のようにバス停へのP系と､地

区センターへのP系という2つのペデス トリアン .クエイが必要

である0

612･3従来の団地のケースでも､人の多 く集まるところに当然な

が ら商店は成立しているDそして､人の集まらぬところの商店は

さびれている｡港北ニュータウンの場合､人の集まるバス停に地

区センターを設けた｡

6･2･4更に､バス停にはPlが結ばれていることか ら地区センタ

ーは､Plに沿って伸びるであろうO

のためでか )､住区内のPlに沿って置くケースでも歩行者の動

きに沿って配毘するとい う原則を守ったd

6･3内部構成について

地区センターにおける計画店舗数は17店舗 (小売業14店舗対個人

チ-ビス3店 )を最小基準とするoここでは1秦として21店舗の

場合の構成を示す｡ 公団の ｢宅地開発計画基準｣建研の ｢団地内

店舗の経営に関する研究｣などより表を作製し､結論値の最小店

舗数(総計66店舗 )の l/3を目安に決めたO

商業施設のところで検討したように､地区センターには大資本企

業型近隣性店舗はできるだけさけ生業型近隣性店舗で構成する｡

図96･2 地区センタ-の立地

地 域 セ ン タ ー

∠7□てゝ

〆 V 2 ㌔ も

O ｡ ㌔ooo 地区 □センター Q

表 9･6･3 地区センターの計画店補数
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計画店舗 6.公団管理事務所

自然発生店舗 7.無集配特定局

公 民 館 8 派 出 所

診 療 所 9 バ ス 停

保 育 所 10 児童公園
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A()に

計画全体を流れる基本的な考え方は､居住者の利便を商業面でい

かにフイLyカルな面から作りだすかであった｡

終りにあたって､当計画案で十分槙討できなかった点を指摘して

おきたい｡

●商策の内部構掛 こついては､スーパーと零細小売商の競合を分

析したが､設計のレベルで､変動期にあるスーパーの配置 .規模

の分析ができなかった｡

●それと幽遠して商菜施設の経営面からのチエ 7クも必要であろ

う｡
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1 グ リー ン ･マ トリフクス

ここにおいてとl)扱う問題は都市におけるレクリエーV ヲ ソ施設

の中で非営利的施設についてである｡非営利的施設とは､映画虎､

劇場､ポ-リング場､スケー ト場等の娯楽施設を除く都市L/ク リ

ェ-V7ソ施散であって公園､緑地､スポーツ施設等オーブンス

ぺ-スがそれ らに該当する｡ またここにおいてはいわゆる広域的

Vク9エーV,ソの問題 はとI)扱われていない｡

1グリー ン ･マ トリプクス

都市におけるオーブ ソ ･スペースの利用はきわめて広汎多伎な要

素にわたっている｡従ってこの問題を取I)扱う場合､ただ単に公

園等の処理のみでは問題の解決とはならない｡既成市街地におVl

ても空間のL,クリエー Vヨナ ,̂な利用はさまざまなところに展開

してLへる｡

例えば路地.社寺境内､河川敷地に展開する7クティビティと公

園等におけるそれとを一休的な乗としてとらえなければならない｡

港北ニュータクソにおけるグリーン ･マ トリフクスの提案は､都 各要乗の性格を明確にし.整理をする｡

市における種々のオーブンスぺ-ス､例えば公園､住宅地の棟闇. それ らの性格に応じたオーブンスぺ-スとしての機能を各軍熟こ

歩行者路､あるいは保全最地等と7クティビティを誘発するよう オーバー ラフブさせてゆ く

な土地の資産､寺社､両､樹林あるいは埋蔵文化財等の委棄によ

り､土地利用の性格づけな行いオープンスペースとしての槻能の

重ねあわせを行へ それ らの空間あるいは要素を適宜連絡､ある

いは関連させて一種の7 日 ,クスとすることにある.現段牌に 各要素を使用目的に応じて､適宜関係づけてゆ く

おL̂ては方法論的にも不確であり検討不充分ではあるが､この方
図 1Dl l1) グリ-ソ .? トリプクス

法により都市施設の整備がより効寒よくなされるであろうと思わ

れる｡

･らちt
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KOIiにおけるグリーン ･マ ト97クス展開の主要な要素は集合

住宅地である｡ 集合住宅地はその高層化とともに郡市における公

的オープソ スペー スの確保の手段として多くの可能性をもつも

のと考えられる｡すなわち､今日の都市におけるオープン ･スペ

ー スの供給限度の低さモカノく-する道具だてとして計画に革入す

ることができるであろう｡ これは､小規模な戸建住宅によって住

宅地が壁めつくされた時に沸されない寮現施設を集合住宅地が接

種的にカバ-してい くようにし.一種のインフラ ･ス トラタデュ

7-としての放能を集合住宅地(集合住宅そのものではない )

に負わせようとするものである｡ これによって､一般分譲宅地に

おいて確保され軽い歩重分離､遊び場､その他蓉境､景観上の利

点､及び防災上の利点をより効垂よく具現化することが可能とな

ろう｡

KOHにおいでは､分譲宅地をい くつかの小規模のグルーブに分

散させ､集合住宅地との接触面を多くとることによって､上記の

具体化を書式みている｡

分譲宅地のグJL,-ブの規模は主としてV4道路における歩行者､卓

の混合交通の限匿によって決定されている｡さらに各分譲宅地の

グノレーブには集合住宅地とのiyヨイソ トとして児童公園が設け ら

れる｡これは遊び場その他のオープン ･スペースを提供するとと

もに.歩車分離のためのものでもある｡すなわち､V4道路から集

合住宅地内の歩行者専用路IPへのi77イソトとして児童公園が

Pの機能を包含する｡

図 10･1･(1) グ リーンマ トリックスの展開1

ヒユーマンセクターの構成

⊂⊃分譲住宅地

∈∋ 集合住宅地

口 □ ⊂ コ
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ク リ~ンマ トリックスの展開2

ジョイ/ トとしての公園

⊂二コ 分譲住宅地

【≡∃ 塊合住宅地

皿 公 園

グ リーンマ トリックスの展開 5
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2 計画概要 - オーブ ンスべ- スのi/ステム

港北Lユータクソにおけるオープンスぺ-スは分散型をとってい 図 10･2 点状の配分Vステム

∴ 二 ∴ ∴ て::/ ' ∴ 二 ㌧■' ~●●●●
これは各年令屑の児童の生活圏に応じた施設配匠をとると結果的

に低年令層においては住戸の分散にともなって分散していくため

である｡またそれ らを歩行者路と重ねあわせることによl).分散

化を可能とし､利用の便も図っている｡児童を対象としたオーブ

ン .スぺ-スは､歩行者路に重ね合わされた親状のものと､それ

にぶ ら下る広場とか らなる｡一般的に公園内において掛ナられる

遊戯施設は､地形等を利用しつつ歩行者路に静ナら九､広場はボ

ー ルゲーム等のための運動広場とする｡小学校を中心とすると>

-マンセクターにおけるオープンスペースは主として15才以下の

年令屑を対象とする施設として地区公園をカ-セクター単位に計

画する｡地区公園は児童館と結んで地区児亜施設としても機能す

● ●●●●●
●●●●●

● ●
る｡ 地区公園は周辺地駿の利用も考LCして外周部へ配置されてい

る｡ さらに靴 区全体的 象とするレク リr V7ソ施設として ●●●●
早滑川沿いの谷間にスポー ツセンターを計画する｡

図 10･2･(2) 歩行者専用路とオープンスペースの一体化

それぞれの分布特性に応じ､網状 ･穎状 ･点状の配分Vステム
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港北Lスーククソにおけるオ-7'ソスぺ-スの序列は右のとおり

である｡

この外､中高膚住宅においでは棟間に園芸用の7ロブトj y トを

計画する｡

各オープンスペースはヒューマンセクター内における住戸のグル

ービングの媒介として計画されている｡グルーピソグは 1/10

ヒューマンセクターは特定の居住者によって占有される閉鎖的な

系とし､歩行者路に対してクラスターを形成する｡

1/16 ヒューマンセクターの媒介は集中住宅においてはプレイロ

ブトが分譲住宅地においては児童公園がなってV,る｡

集合住宅においては 1̂0 ヒ>-マソセクターはさらにプレイロ

ッ ト1を媒介とする/j＼グループに分割される.各戸に庭のある分

譲宅地においてはその必要は認められない｡

歩行者路は地形に対応しながら目的的でリニ7-を動 きに対応する

ような形態をとってV,る｡車道によるV守一 トカフトを防ぎ歩車

分軽を完全ならしめるためである｡各オープンスペースはこの歩

行者路に連結 しそれを媒介として住戸のグJL,-ビ ングが形成され

ている. ヒューマンセクタ-内のオ-アンスぺ-スは専ら児童を

対象としたメインテJ･ンスの容易な小規模のものにとどめ､歩行

者路と一体化して分散配分され.充分な管理を必要とする施設､

主としてスポーツ施設ti地区公園に集中させる｡

表 10･2･(1) オープンスペースの序列

表10･2･(2) 歩行者路の賃借構成

各駅中心に広がるシ ヨツビング ･モ ール

小中卒殴.幼経国への通学通勤路お よびバス停ンヨツ

tl'yタへのル ート少年公園に意合､ 自転点路を乗る｡

p2へのル ート､児丑公園に結合

集合住宅地内(,)歩行者路､プレイロッ ト1i,.上び2を

含む
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図 10･2･1 ヒューマンセクターのグリー ンネットワーク
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3 計画諸元

3･1 住居群の低次グルーピソグの媒介としての児童施設

31 住居群の低次グルービングの媒介としての児童施設

児童がその成長投掛 こ対応して臭った能 力.行動綴式を持ち､し

たがってそれ らに対応する施設の必要であることもいうをまたな

vl｡ この計画においては表のような主体区分を設定 した｡

これ ら各年令層の児童はその能力､生活捷式に応じた生活圏を形

成 している｡ 生活施設はその利用主体の生活圏内に設けられなけ

ればならなVl｡

生活圏の形成は一般にその生活拠点 (住居)を中心に等方向性を

もって形成されることはない｡何らかの日常的で目的的なルー ト

に沿って形成されてい くことが知られている｡ (生活領域の形成

に関する研究､銘木攻文､El本住宅公団 '66参照)

主体別の生活圏の形成は表のようであると考えられる｡

このような各層の生活圏に対応させながら各施設を配分すれば望

ましい分布形態が得られるものと考えられる｡すなわち､低年令

層に対応するものは各戸に近接して極度に分散形態をとり高年令

層になるにつれて､通学路､通園路となる歩行者路沿いに配分し

てゆ くこととなる｡ また個人あるVlは小グJL,-プによ1)利用され

るものは分散配分され網状あるいは面状の形態をとり､集EZ]の次

元が高 くなるにしたがって､しだいに線状,点状の分布形態をと

るはずである. このような分散形態はい くつかの利点をもつDす

なわち､集中形にくらべて､生活圏の漸次的拡大が可能であり､

そのため.集中形をとるプラ7トの児童は.漸次的拡大が可能な

テラスノ＼クスの児童よりも自立性のおくれが生じる｡ (生活領域

の形成に関する研究､団地内幼児遊司設計画上の問題点.鈴木成

文､日本住宅公団 ′67参照)とVlう問題点もとf)のぞかれる｡ ま

た高年令屈になるにしたがって､流動性も大きくなり､したがっ

て､点状の施設配分では対応しきれず､いきおい道路へオーバー

フローするといった現象が生ずることも､歩行者路のネプ トと一

体化することによってカバーし得るものと考える｡ (Vクリェ-

i/ヲソ活動の空間利用密匿に関する研究,参照)

このような分散配分は逆にそれ らオーブ ンスぺ-スを中核とした

小規模な住宅のグJL,-ビングを形成することとなる｡低次のグJL'

-ビングの媒介は児童施設であるC

各主体区分に対応するグルービングの計画単位を表のように設定

した｡

表 10･511(1) 年令層別主体区分

表 10･511･(カ 主体別生活圏の形成

L屑児 親'D行動(p:よる

E層児 ㊥ 〟 自宅喝辺

･層児F 二二句 慧謂 ゝ幼鯛 への ル ート的

･朋 CrH I----I--1魂 警 ti中雑 へのル ~トを中

蓑 10･さ･1I(5) 主体区分別計画単位

年令屑 Ⅰ 皿 7n

旺戸数

薙北

10戸 50-5つ150-200

HE; nS liS fls

128 64 52 77

(12~18)(,23,-1喜)5･lL,010-01;Dll
ソト12

lV Vくヽ

500 1,500 5,m0

1iS HS

- JT IHS4

(400-■00)(1.200)(2A]0
児童公鼠 少年公

園
幼唯腐 ′j＼学校

Hs- ヒユ ーマ ンセ クタ ー ( 〕戸数
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港北ニ1-タクソに対ナる公園規模は､人 口35万人を想定すると.

都市公園法の設置基準に基づけは 210ha となる｡

しかしながら種々の事例よl)､港北ニ ュ-タウンにおける供給限

定を 8%と仮定した.すなわち公園面掛 ま

1,500ha x8%= 120ha (公団開発区域 1,500ha)

スポー ツセンタ-は別途 35haとする｡

衰 10･5･21(l) 各ニュータ クソの公園綴地比率

名 称 千里ニュータウン 泉北こユークウ/ 高安寺ユニークウノ 多摩-ユーククノ 研究学園都市 港北ニュータウン

面 棟 700ha 2.9L)2 5.550 25.00

計 画 ^ ロ 150,000人 180,DOC 85.ロoロ 500.000 150.000 550.000

公歯の段階構成は右の 3案が検討された｡ (図参席 )

312･1児童公園 一 近隣公園 一 中央公園

3･212児童公園 - 地区公園 一 中央公園

312･3児童公園 一 少年公園 一 地区公園

(スポー ツセンター)

表 1052C2) オ17'ソスペースの段階L#成

ヒューマンセクタ-内の利用は主として旭才以下の児童層となる

と見られること､但し草野球程度はできる必要があること､特に

ノイソテナンスの必要な施設はある程匿集中させた方が有利なこ

と､成人の利用は地区公園に集中しても問題はないという諸点に

より3をとることとした｡面坊配分は次のようにする｡

慧 芸 ::.T xx14('ll:;;22%%Iヒユーマンセクター4%

地区公園 8.0-10.Oh x7 6%
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図 103･2 公園段措構成

3･2･1 児丑公議 一近EF.公国 一中央公L盛

312･2 児童公園 一地区公国 一中央公幽

i2･3 ン出iC公11･l-少維公Lt(l一地区公r*J



●●●●C●●●●C
3･3 歩行者専用路 P

Pl 平均巾負は 10M～ 20Mとするo

p2 平均巾負は 6M､}インチタンス､及び緊急時のため最少6

Mは舗装するo

P3平均巾員は 4U5MとするOブL/イロット的利用を考慮する｡

p4 集合住宅地内の通路で建物問のクリアランスによって形成さ

れるC プL/イロブト1及び 2を形成する｡

Pl-P3は歩行者専用路として道路面横の中に含まれる｡

●ゝ行者埠刑iaDt{,昏< 弊行石 dLTFl終 tIE的 て 1lユI-/_形墾 iと Z'>

千 号

2 '英 遇

146

pI延長 75KM 75ha Q.5車(15DOhaに対 して )

P2 500KM 180ha l･2歩

P3 50KM 15hfL Ol秀

吉† 16多
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●●●●○●●●●○●ヒューマンセクターとカーシステム

1 ヒューマンセクターとカーシステムの考え方 149

2 ヒューマンセクターの構造

2･1 歩行呈巨離

2･2 ヒューマンセクターにおける歩行書籍システム - 150

3 カーシステムとヒューマンセクター 152

4 各ヒューマンセクターと商業および社会施設の関係 -153

5 ヒューマンセクターのバターン

6 ヒューマンセクター ･バスセクター内の構造 155

7 住棟群の構成

7･1 住戸住棟タイプ

7･2 位棟群の単位
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1 ヒューマンセクターとカー/ステムの考え方

今までのニュ-タウン計画はかなl)道路を意託して作られるよう

になったが.歩行者中心､大益輸送授閑優先をはっきI)と意識し

たものは少ないO

港北ニュータウン計画にあたっては歩行者を中心こした計画とす

ること及びニュータ ウン全体として大恩輸送機関の休系を完結さ

せることによって自家用車にたよらな くても通勤通学買物などの

用がたl)る計画としたO

これ らの計画をするにあたってヒュ-マン Vステム､カIV ステ

ム､ヒユーマソセクター,バ スセクターとい う概念を導入した｡

1･1 ヒューマンセクター

ヒュ-マンセクターとい うのは施設に対応した歩行圏のことであ

る｡ ヒューマンセクターの規模に関する要素は施設の種類それに

対応する支持人口､人 口密匿及び歩行gE離である｡ ヒ>-マンセ

クターの概念の重要な点のひとつは様々な施設に対応するヒュ-

マンセクターが考えられその細合せの 自由鑑が確保されている点

である｡

1･2 ヒューマンVステム

ヒ>-マソVステムというのはヒュ-マンセクター及び施設配匠

を歩行者の側から萩序づける体系のことである｡ 当計画はヒュー

マンセクタ-の自由度とヒューマン./ステムの休系をもって施設

の有樺的構成をしようとしたものである｡

1･3 バスてククー

バスセクターというのは と.1-マンセクターをバスサー ビスのル

ー トでつづったもので駅に対応し､バスサー ビスの単位になって

いるOバスセクターの規模をある大きさにすることによって日中

でも頻度の多いパスサー ビスをすることができ､駅及び地域セン

ターに対応することによって通勤通学買物交通の利便性を確保し

てV,る｡

1･4 カー Vステム

カー ,/ステムというのは道路の性格による投降構成とヒューマソ

セクタ-内に車が入る入り方のVステムのことである｡

道路の性格は高速医道臥 都市間道路をVo.それに接続する地区

幹線道路はVl､以下V2､V3と区分する.

ヒュ-マンセクタ-内は地区セソクーに行く歩行者専用路をPl､

それに接続して分硬する路をP2以下B.P4と区分する｡

この自動車を主任とした道路と歩行者専用路との接続点はVl､V2

及びPlの道路段階である｡

カー Vステムの概念の中にはたえはクJI,ドサックを単位にしたカ

ーセクターを考え､それをもとに､自動車交通の体系を顧み建て

る方策も考えられるが今までの日本の計画匪発ではクル ドサック

等によるカーセクターを単位とした住域構成の例はほとんどない｡

本計画もカーセクターによる単位を考えずこのVl.V2以下ではヒ

ューマン Vステムを優先させ､ヒュ-マンVステムに合致した形

で車をヒュ-マy セクター内に入れ各戸に接続するようにした｡

図 11･1 道路投降構成

▼1 PlY, Yl▼l V●

Y. ylP.p. p. ∃

▼t y.Y, 巨

Y.AIBh+jLJB p.冬■中心PC広がるy ヲ ツLtyyJt-JL･

yl■itB■1希 P,小手を･劫♯Eqへの書手jbdJh.′'Af!
b書､ E)I+Jtかn ム

YIueP*aJB
p,p,へのJ--ト 兄I仝ElK片e

YJ aJl■肋JJB

..tE,恥 ｡,一… ■ P･デだ ･,誓書㌘ 印 行柵 プレイり
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2 ヒューマンセクターの構造

2･1 歩行距離

2･2 ヒューマンセクターにおける歩行者路Vステム

(ヒューマンVステム)

この概念の構造を頼立てる重要な要素は､人々の異なる目的.鎖 国 11･2･1･tll 歩行臣書と歩行時間とのBg俵

能による歩行､行動とバ ス交通､高速度鉄道を主要な横車として 歩行臣A(LH

それに対応する社会施設､商業施設などで構成される｡ 600

2･1歩行臣離

住戸から/ミスストプ7T.vF 7ピソグ､あるいは教育施設､遊び場
500

等への距離を決定する為に人々の歩行距離と歩行時間との朗係を

知っておく必要がある｡通勤､通学について最大歩行時間を 5分

間と仮定すれば平超地の場合は最大 400M､傾斜地の場合は勾配

8010をとるとすれは35OMとなる｡

2･1･1住戸か らパスストタブまでの歩行距離

港北ニ ュータ ウンまでは.地形の分析資料から得 られた結果を絵

合 して住戸か らバスストアブまでの時間距離を後者の傾斜匪8%最

大歩行距離 350M歩行時間 5分を採用した｡

2･1･2住戸から鉄道駅までの歩行距離

駅を中心こ歩行時間 8分を限度とし､最大傾斜度 8匿を採用する

と最大歩行距離は 600Mとなるのでこの教値を採用した｡

2･2ヒューマンセクターにおける歩行者路Vステム

(ヒュ-マy Vステム)

歩行者路はそれぞれ次のように目的によって分類されてVlる｡

P l各駅中心 に 広 がる V ヨプビングモー JJ,

P2小中学校､幼稚園への通学通園路.及びバ ス停､ V 7 7 ビング

へのJt'- ト､自転車道を兼ねる｡

P3P2へのルート

P4集合住宅地内の歩行者路

400

さ00

2IjD

一oo

図 11･2･llC21 歩行経書と傾斜との酸味

蛾斜(I)

歩行距艶
(5分rol)
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●･･- - 図 1ト 2.2 歩行者路Vステム◎冊14◎…■=+4■●" 8回伽… .幼･El

□

A ● ヒユーマン･tククー内で Pが一路線に頻 中書nる場合

(主として Plが ヒユ ーマンセクタ ーを通過する場合 )

B● ヒューマンセクター内で Pが二路線に集中卓れ る場合
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3 カーt/ステムとヒューマンセクター

域外か らヒューマンセクターへの道路の入れ方として車を中心と

する道路の投侍的早成は次のように分類してVlる｡

VD高速 自動車専用道路

Vl搬区内サー ビス幹線道路 (バス道路 )

V2ヒ.1-マンセクター幹線道路

V3ヒューマンセクター補助道路

V4住戸群へのサー ビス道路

3･1中高層住宅に 対する〝ステム

60-1髭戸 単位の住宅群に対してV4か らクル ドサ ブフで取付け.

さらにこのV4か ら分かれたV5が高層及び中層住居に対しては.エ

レベーターホール､又は階段室まで低層住居群に対しては歩行距

穀50MをマキVマムとして住居群の一端までのぴる060- 150戸

単位の住居群に対 してP2又はBか ら接続する｡各戸へのアプロー

チはP4とする｡

3･2低層住宅に対するVステム

150､200戸以内の ロブ トにサー ビスする｡ 150-200ロ･/ト以

下の欝に対してP2又はP3が 接続する｡各戸への7ブローチは歩車

混合となるか ら.150ロ7 ト以下の場合は支障無い｡

3･3諸施設に対するVステム

中学砂はPlに接し､小学校及び幼稚園はP2に接続する｡いずれ も

V2又はV3に面する｡商某施設はV3に接し､P2に撃がる｡P2に面す

る民有地には計画外の臼が発生店舗を予想している｡

図 11･3 サービス道路のVステム

⊂=:コ ⊂二二二コ [二二二コ[二二二:コ ⊂==コ ⊂二二コ⊂二二コ P･(P･)

■

[コ[コ⊂コ[』⊂コ【=コ[コ

●緊急の時のルー ト
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4 各 ヒ>-マンセクターと商業および社会施設の朗係

人々の集合離散の行われる密度の高い場所に立地可能な商業及び ここでP系列とV系列にそれぞれ関係したもののうち商業と一部

社会施設､またよI)環境的立地条件を要求する社会施設等といっ 社会施設をまとめてゆくという串で雄城 センター､地区セソター

た配置の 2つの方向性が考えられるので､これ らの問題を把姦し など考えた｡ (商美 ･社会施設計画の項参照 )さらにHSについ

なが らバスセクターとと>-マンセクタ-内に毘かれる諸施設と ては計画をしてゆ くうえの スケールとして lHISからレ℃411lS

規榛.及びP系列V系列とを対応させそのモデルを作成してみる までを考え憩をされる密度と対応させた｡

と表1ト4のようである｡

表 11･4 バス .ヒューマンセクター内施設と対象人 口

種別 l規模(Hs) 商業施設 行政管理施 設 教育施設 保蝕 .医原施 設 文化 .厚生施 設 交通施設 そ の 他 p.V 系 例P Ⅴ

ニューク n .H B クウ/センタ 区役所出張 大 学 総合病院 中央公園 供給処理施 Pl 101

ノく_ス 7.HSl l5 .HS2 .fZS 地域センタⅤ関係サ ービス施読 公団管理IE 児童少年飴 単科一病院 地区ノa圃 地下鉄駅 自動車修理 Vl
-fニブタ- 族所 高 校中学校 保健所出張顔老人 .乳児施設総合診療所 パスメ - iナ ル 場ガソ リンスクノトー

ヒユー~7/セクタ i.LIS(8.000人ー1/2.HE;1/4.HS(2,oDO^)1/8.Hs(1,DOO人)1/16.HS～1/84.HS 店名綿 雲発坐マーケッ ト地区センタ- 督官派出所郵便局(聴定 一ポス ト公衆 屯̀話掲示板消火俊 ･J､学校幼稚園 診凍所保育所 少年公園集会所児童公園(フット,,-.くー幼児題詞(フットJ<ス ープレイロット2プレイロット1 バス停留所宙卓場自転車置場 公衆政所焼却場(団地 ) PZP}PI VZV-V4
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5 ヒュ ーマ ン カ ク ク ーの /くク -ン例

人tj124.000人 .野鑑 -240 人 面研 一約 100ha7,ト等校-2- 3枚駅 tでの歩行距離 -600M.駅までの歩行時間 -8分

図 11･5･1 < パ ス ス トソ7中一し> の ヒユ ー -7ノ

i ;

匡 】

匝 ]

㊨
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6 ヒューマンセクター バスセクター内の密匿構造

密匿構造については,通勤交通の手長と､立地的鐘済世によって

決定されてくるものと考えられるE,それで､ここではこの点に者

目 し､各 駅 周辺 を 高密 度 (500～700/1a)の高層住宅と

し.バスス トフブなどを匠く地区センターあるいは地形上考慮し

たところfh当り200-3CO人程匿とし中高層住宅､さらに低密と

してtも当り100-200人前後として低層住宅とする｡これ らの密

匪構造は､いちがレ叫こ決定 してみても開発手臣によリ､かなl)異

なるので一応の目安として前記の交通手段,高速度鉄道､バス輸

送の面と商業施設,社会施設等の配置との関係で想定され うる密

匿とした｡
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7 住棟群の構成

7.1 住戸住棟タイプ

7･2 住棟辞の単位

7･1 住戸住枝タイプ

KOH計画に使用される住戸タイプは低層､中層,高層のそれぞ

れ数種類である｡低層住戸は 2倍建テラス.-クス及び 2搾建コ

コ- トノ＼クスで､主に低密度住宅地と中密度住宅地に用いられるO

中層住宅は 4倍又は 5倍建フラグトで､中密度住宅地及び高密監

住宅地に使われる｡高層住棟は10-14倍唾のフラグ ト､メゾネア

ト､ポイン ト型等で鉄道駅周辺の高密匪住宅地に使用する｡

7･2 位棟群の単位

子供の生活や日常的な付き合vlを通しての閉鎖的な空間の上限が

100- 150戸位であることは経験的に知られている｡この範閏で

あれは(5階建中層フラグトで 3- 5校 )一つのまとまl)として

同時に把握することができる.そこで 150戸前後を上限として住

居群の単位を住戸タイプと対応させなが ら段階的に設定すること

にした｡

図 11･7 佳棟欝の構成

中 ･高層住居(9場合

HS
HU= - = 100- 150戸

1a

低層臣居の場合

Hs
HU= - = 4D～60戸

52
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●●●●〇●●●●○●●港北ニュータウンと毒薬計画

1 問題の所在 (農業地帯に於ける都市開発の

1･1 将来も真美i:継続 していくタイプ

1･2 非義美へ移行していくタイプ

2 郡市計画上からの所見

3 市布地内嘉地確保の手法

4 市街地整備と義美計画

4.1 段階的開発

4･2 開発の順序と開発手法

4･3 一次開発区域 くAl十A2)

4･4 桑葉地域 (B区域)

4･5 義美地l或配丑計画案

5 市街化と義美経営

5･1 都市内長英のあり方

5･2 市街化に対応した義美経営

5･3 割 ヒニュータウン地区<の畜産経営

5･4 義美地域<の義美手法
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1 問題の所在(出来地熱 こ於ける都市開発の基本方針 )

1･1 将来も農業を継続 していくタイプ

1･2 非農業へ移行していくタイプ

都市近郊における長英地帯への市賃化の進行には近年目覚ましい

ものがあるが､盛英側か らみても､それ等都市側か らの様々な圧

力に抗して､曲集 自体を改替して､都市化に即した鎧其の経営形

態を生み出してきた｡すなわちこれが近郊必然或いは郡市内典兼

とV､われるものである｡

●港北ニュ-タウンの計画区域内居住者は､その大部分が負芙経

営者であって､その経営形啓も年々近郊農兵へと移行しつつある

のは前述の通りである｡ このように軒次的な変移が行われつつあ

る地区での大規綾なニ ュータウンの開発に､農業経営者側からの

反発があるのも至極もっともと思われる｡点茶生産の基盤である

農地が宅地化された場合､生れ落ちてよl)このかた虚業に徒申 し

てきた人々は転換或いは転業しなければならなLhという申実に当

惑するであろう｡

●しか し､近い将来.いろV.ろな形でやってくる都市化の波に対

して､果たしてどれだけの農家が､将来の適切な良美形態を予想

し得て､農英経営を存続させ得るかが甚だ疑問である｡充力面或

いは､技術的な問題の外に､農業生産のための外的環境条件は大

きく変化してしまうと予想されるからである｡反対に､宅地への

転用がやみくもになされ.その結果として､既成市横地の如 く､

郡市榛能を充分発揮し得ない市街地の出現が怖れ られているわけ

である｡

●ニ ュータウン開発がなされ,そのために大なり小なり土地の買

収を要請された虚器経営者遠の進路は次のようにさまざまである｡

111将来も農業を姓採してV>くタイプ

① 農地の多くを売劫しないで､鼻糞を姓続するタイプ

㊥ 農地の一部を売却して､それをff本に新しVl良美経営を行

なうタイ7

⑨ 全曲地を売却して､もっと低地価の地域に広大な土地を求

めて農美を継続する タイプ

④ 将来は農業をやめるが､それまでの通産的皮脂として凝集

を継続するタイプ

1･2非阜業へ移行してい くタイプ

① すでに非鉄業への移行過掛 こあるタイプ

@ ニュータ ウン開発を枚に非戯呉へ移行するタイプ

⑨ ニ>-タ ウン開発のためにやむを得ず非出発へ移行するタ

イプ

以上の うち非点鼻へ移行してV}(良家につVlては､-A-タウン

開発側にとって別に抵抗は受けなV,であろう｡ 生汚転族､或いは

離農家対策の方途を考慮する義務が焦るだけである｡将来も虚菜

を払続 しようとする農家については開発側との間に問題が葬る.

すなわち現在は開発に依穫的には参加できないが､近い将来には

市街化されることを予放しており､現在はそれ までのつなぎとし

て農業を続ける場合､戎vlは現在時点では永続的に良美を継続 し

ようとしてV,るが､近vl将来何かの事情で非農水継続を余話なく

された場合等都市開発に段階的な受け入れ態勢が必馨となろう｡

従って鎧地でありながら将火の市街化をも予想した基盤整備をも

考えられよう｡

以上は `港北ニュータウンと虚業 ■について､主に戯果対策の面

か ら考慮したのであるがとれとは別に､純粋に都市計画上の立場

か らの問雲がある｡ その関係は麦のようになろう｡

書芸言表 芸 く ;…三…L:……;三…≡明 〉 - 慮

依 って本虚器計画は上記 2つの立場か らのつめによって可能とな

るO

●-鮫に都市近郊の虚無経営の集約化は次のような段倍を経る.

第 1鼓腸 - 米､麦､V,も型

第 2炭牌 - そ巣塾 (根菜塾 )

第 3皮階

第 4段階

絶島型

そ菜塾 (果菜型 )

酔戯型 (多数頭)

蕃豚型 ( 〝 )

脊穿ち型 (多数型 )

そ菓塾 (東粂型 )

花井塾

芝枝物型
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2 都市計画上からの所見

第5最階 - 玩光型. IJェ - V コ ソ型

港北区に於いては､第 4投階に既にかなり入っており､第 5段階

の形成への入口にあると考える｡

郡市計画上の立場か らの所見については次に述べる｡

2都市計画上か らの所見

良藁地帯を都市内或レりま都市に接近して設置させようとする場合､

都市計画の立場からはいろV,ろと問題を指摘できるであろう.

先ず第 1に都市環境上農薬地帯はどうしても相容れない要素をも

ってV'る｡元来農地は農産物の生産する場であ り､都市は住いの

場である.このように,土地利用面では集約利用､疎放利用とい

うような桂済構造の差異.住生活､住民の コミュ-テ一等社会構

造上も大きな差異があるわけであるが､これに対して近郊頻発 と

いう形で､農業側は都市側に近づVlて来た. しか し､虚器生産訣

程での臭気.無音､耕水処理等の公害は依然として襲っている｡

このような公等さえなければ長池tl郡市にとってはすはらしいオ

ーブンスぺ-スを提供することになるが､良好なる都市の居住環

境を壊したり､都市としてのまとまl)を阻害するような土地利用

は許されなV,i｡よってもしニ>-タクソのような都市内で鹿某的

土地利用を続ける場合､その筈戯形態､規模立地等は板く限定さ

れることになるc Lたがってこのような条件を充す良美の経営形

態を考える必零がある｡- 郡市出発のあり方

農業地域がそれ 自体曲兼経営の基銘として､頁に都市のオープン

スペースとして葬そうとするには､かなりの圏難が伴 うであろう｡

つまり､都市域にあってはその高地価の故に､高生産を要求され

るため､これまでの労働集約的な盈薬注宮から.資本集中､土地

の高密度利用による農其経営が要求されるのであるが､これに対

して､資力的､恵欲的にもついてV,けない農家が生じてくるであ

ろう｡従って､意欲的に都市内に生産緑地を計画するにはそれな

りの援助､戎V,は新しVl手法が必要となろう｡

- 一一市街地内農地の確保の手蔭

-一一一一一良美法人

3 市街地内典地確保の手軽

3市街地内農地確保の手を

積極的にオープンスぺ-スとしての生産緑地を市衝地内に確保し

ようとする場合､その手蔭としては次の二つが考えられ る｡

31- A-タウン内に出発継続希望者の農地を集めて〝曲集専用

地区 ■を設定する｡

312地方公共団体 (または公EF､公社 )が地茎内に虚薮用地を取

得し､虚業希望者に喜轟萎または貸付を行う｡

具体的には 3･1は市街地内に農業専用地区を設けるものである｡

しかし､現役粋では.市街地内に永続的に用途を制限する専用地

区の設定にはかなl)疑問がある.すなわち.市街内で､周辺の地

価は上昇していくが､その地価に見合った点茶生産を上げられな

くなった場合､転換が不可能であるということで負壬El_はすべて曲

集経営者がかぶるということになる｡

3･1に対して3･2は負担を地方公共団体 (または公団､公社 )が

負うわけである｡すなわち曲集掻営者は､経営を市なり公団なり

か ら依託されるわけである0 3･2は撮地大系(グリー ンマ ト9 7

クス)の一環として農其地域を配置することも可能であるo Lかし

し､公共EZl体側に大きな資金の轟付けが必要である｡

以上より,3･1､3･2それぞれ難点があるが､もしも農農地城を

是非ともとい う場合には､ 3･2を採用すべきであろう｡ この場合.

設正の趣旨から言っても､単なる市街地内の生産緑地としてのオ

ープンスペースではなく､地敏の居住珠境を保持し､向上せしめ

るようなものでなければならない｡- 都市内皮炎のあl)方

市布地内に良美用地を確保しようとするに際しての問題は大略上

記の如 くであるが､これは､区域内農英運営者に対する対策とは

異ったものである｡すなわち市衝地内の農業用地は､殆んど都市

環境上からの要諦に依るといって長く,農美経営者対策は､`市

街化整備 uの手法に依るべきであろう｡
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4 市街化鮭偏と良案計画

41 段倍的開莞

4･2 開発の順序と胡発手駐

4･3 -次開発区域 (Al+A2)

4 市街化鮭偏と虚器計画

4･1 段l曙的帥発

都市開栗を曲集経営の転換の適度に合わせた場合､その関知ま表

41のようになると思われる｡

1次開発とは今次開発である.2次開発とは栃く近vl将来に行う

べ き開発､3次開発とはそれ以後の開発である｡

4･2 群発の順序と開発手法

上記の段階的開発を実現する方法として 1案を示す｡

段階①全地区内での可能な限りの買収
l

" 旬交換分合

鼻糞迩続希望者所有地- B

〝 過遠的 〝 .一一-A2

･′非拙続 〝

(胃塀地を含む )

桓)買野地が全体の一定割合 (4- 5割 )になるような

区域の設竜 (区画整理 )

@A2地区 `将来の市筒化に対応する虚器基盤整備

(もしも必要なら)

;:ill次開発 (区画並理 )

t (耕鳩 理 )

(9A2地区 ●近vl将来に2次開発(区画整理 )
I
㊥B地区 :将来に3次開発(必要があれは)

主:;I1次閲覧及び､2次開発は同時期に､戚歩茎等の条件に

段階をつけて行っても良い｡

413 1次甲発区域 (Al十A2)

一次閲覧において､区域A21王将果市境化を予想した農業地峡であ

り､区域血 は区画整丑による完全市衝化区域である｡Al,A2井､

その面群規模は､今後のニュータウン区域内出芽の戸別意向姻宜

にまたねはならないが区域A】はできるだけ多く､区域A2はできる

だけ少くした方が後に都市側の問題は残ちなVlであろう｡

区域A2についても1次開発時に区画終盤することが望ましいが､

将来の市萄化に蹄えた横路網をあらかじめ決定しておくなどすれ

ばそれよりも疎な出道による耕地整理だけでも充分であろう｡何

れにしても区域Al､区齢 2とも､減歩塞などで不平等の起らぬよ

うにせねはならなVIE,

蓑 12･41 段肝的開発

虚業継続希望者怨鞄 ･tlJu･業出

(将来まで転換D予定の ないもの)①㊥

母業非継続希望者･n地 ･専某氏㊦(D

(都市踊免他 ) (転換昔〕
･Jk芙彪 ㊤

(完全に〕rt共を主とするtJ

･二‥ ･ ､･"一一､ '･≡"-.

図 12･4･2 -ユータ クン臨発区域図

A.1完全市街化区域
A2- 市街化転換区域

B I Eき菜区域

A. +A2+B- 市iEl化塵備逐域

Al+A2 -次開発区域
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4･5 農薬地域配置計画案
Jt戎JW Li:官Rib案

mヽ tt●州

IIIlHl 地ttノタ一地区七/クー.助長固.

小芋C2.中辛帆 布等争乱 官公庁

ぬ乱 低層旺宅地.中芯JVま宅地

些事:)●●●●○●●●●

図 12･4･5農業地域配置計画案



●●●●○●●●●○●● 164

5 市衝化と農業経営

511 都市内農業のあt)方

5･2 市街化に対応した農業経営

511都市内農業のあり方

市街化整備 地域における農業は､前記した如 く､都市内にあると

いうことか ら環境､或いは､農業経営上かなり制約されたものに

なる｡つまり次のような条件を充たすものでなければならないで

あろう｡

5･1･1摩れた居住】纂境を破壊するものであってはならなく､むし

ろその較境条件を向上させるような出業地域でなければならない.

･.･.-公園的効果

5･1･2匙業経営者にとって､出地ま生計維持の基盤であるので､

かなり収益性が高くなければならない｡ よって高匿に集約した出

業経営が要試される｡

51･3墓碑銘偏など設備穀貴は､都市的公共穀類と補完関係にあ

るので､出家への負妙 ま重 くてはならない0

511･4都市内にあっては､郡市の掩能をさまたげないためにも,

その規模は余り広大なものであってはならないO

以上の諸条件を蒐す幾某経営にはどんなものがあろうか.それを

以下に示す｡

5･2市街化に対応した虚業経営

上述の諸条件を充す虚業とはすなわち従来都市近郊で成長発展し

てきた段糞の方向であ()､これ等の中か ら代表的な経営の形態を

示すことにする｡

5･211施設園芸(野菜 .果樹､花等 )

これには盛加温のビニールノ､クス段階のものから､ガラス垂で､

しかも加温設備のある段階のものまである｡ また或培型も土桝か

ら瞭耕までか ),かなり多様である｡だが､喋耕費増はまだ技術

的に完成されておらず､現段階では土桝栽培が主休である.

裁培されている品目は.キュー リ､ トマ ト等の果菜類からはじま

って洋菜節､果樹等と広くとり入れ られている. とくに近年は鉢

物園芸が旺んであるO また硬鉢等の仕上げ生産も旺んで､これ等

はとくに都市に近いところで貿本があって､高匿の技術がなけれ

ば成立しにくいので､比較的競争が少く､市場も安定的に推移し

ているO近郊の先進農家は益々その方向へ進んでいる｡

512･2畜産 (蕃豚 ･蓉約､酪良 )

本来郡市近郊では静麻利用と結合した蕃豚が旺んであったが.現

在もその傾向は失われていない.酪農も食品工業の敦り奇利用す

る等飼煎管の節減から高L̂収益性を保持しているC したがって都

市近郊では､価格が低落しても生産費を割ることは少なく､収益

性が安定しているため多頭羽飼育の経営がのびやすh.先進的な

畜産赴家が近郊に多Lnのはそのためである.

しかし周知のように郡市的早暁の中では糞尿処理が解決できず､

要項衛生上の問題 が耗刻となっている｡

5･2･3観光虚業

これは近年流行しつつある果樹の もぎとり､碁摘み､芋掘り等であ

る｡東京近郊では梨､ぶどうのもぎとl)が旺んであり､それを目

的とした樹園地の遺戒も行われているO

及家は出荷経費を必要とせず､しかも一定の価格で販売できるの

で有利であるが､樹体の損傷が大きいという欠点もあるOだが､

将来郡市化しようとしている地域では有利な経営方位とみられて

いる.

また､都市生活者に対しては､普通の公園では味えない社会的機

能を果しているので､その利用者は極めて多い.

5･2･4花木､観葉植物の供給

花木は都市住宅の高層化.持家住宅の増加にともなって需要が高

ま()つつある｡郡市近郊では背紋も行なわれているが､主として

仕上げ生産である｡かなり収益性が高いけれども､育成には長期

間を要するので､農家がすぐ花木生産をとり入れるわけにはいか

ない｡観東植物も花木と同様であり､その多くは貸鉢菜であるた

め､特殊な技術を必要とすると同時に市場を確保することが先決

である｡

5･2･5加工貯蔵業者への移行

練馬には農家で漬物へ転業した者が多い.かって､観馬大根の産

地だった時代には､良家も較物の加=なしていたが､大根が連作

筈で衰微してか らは.一部の農家は､原料を千葉か ら仕入れて加

=選者に転業しているC これも都市近郊の出家が進んできた一つ

の姿である｡

5･2･6土地利用の回転を高めるという方向での集約良案

住宅地の中で､調和を保ちなが ら今後も存続するとは予想で きな

レつ0

5･2･7貸農園

ヨーロッパでかなりの面積が分区園に当てられているが､日本で

はそのような公園はないO 日本では最近民間事業として貸農園が

生れてきた｡ しかしあまり高地価での民間事業にはかなりの由難

が伴 うであろう. (南多摩増発局 (住公)依託研究による)
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513 港北ニュータクソ地区での畜産掻宮

以上都市の中に成立し得て.なおかつ永続性のある典薬は厚く限

られている｡更に都市内の居住家集を向上せしめるような公園的

横能管もつものは更に少くなる｡すなわち前記のうちでも畜産を

存続させることは不可能であろう､都市啓境を破簾するとVlう本

来の性質は､なかなか除去が因盤であるか らである｡

本ニ ュータウソ地区の農業地域の中には一応畜産が配置されてい

るが､当農業地域は市萄化がかなl)遅れるであろうとい うこと､

葵に現在畜産をやりなが ら､市街化に応じて別種経営に移ってい

くべきである｡

5･4 虚業地域での良美法人

農業地域で農業を謎続する場合､市街化に即応した経営形態には

かな りの東本が必要となる｡そこで考えられるのか曲集法人題鼓

である｡すなわち売却土地代金を主資本とする蔭人絹級である｡

図式はその一例である｡

これ らに依れば､農地の基盤姓備をも兼ねているので､農地全乳

100%買収が前提粂件となる｡毘入組殿の利点としては､流通過

程の合理化､資本の増大､その他が考えられる｡

表 12･5･4 虚 業 地 域 に 於 け る出 菓 法 人 計 政 策 用 地 買 収 か ら農 業 用 地 造 成 まで

･B 脇 ･草魚蛭験盲

点 家代表 ･公EZI･

市役所 (区 Igi所 )I
◎宅地ltは､近い再来宅地化される農地も含む｡

@失藍には､ この 上うな (仮林 )委 日金に依 る故 討

及び-チ ェックが必毅でbろ ).
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2 今後の課題

3 計画実現への提言

○都市計画学会港北ニュータウン委員会氏名 176
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1 本報告相の限界

本報告軌ま日本住宅公団から委託 ｢港北ニュータウン計画の基本

的条件の歩討｣及び横浜市からの委託 ｢港北ニュータウン基本計

画原穿｣を限慶としている｡

計画実現にあたっては基本計画賢もしくは基本計画作成をする作

美がある｡その場合.この報告番を基にさらに広く､来い調査研

究等を行ない計画の密度を高めることが必要である｡

1･1この報告1!iま王として轟北ニュータクソ内及び港北ニュータ

ウン例からの条件の検討および原案となっている｡ したがって今

後は更に県､あるVりま首都圏レベルか らの換肘が必要である｡

例えはこの報告有で捗ってV,る交通は主として港北Lユータウン

内に住む人の通勤通学流動が検討されてV,る｡ これを更に坊浜市

全休の地区別の人口を茄の推計､首都圏 (特に東京以帝 )の産業

配正の推計.それらにもとづいた通勤流動の推計が必雫であり､こ

の交通Eを既存鉄道を含めた輸送力ではこべるか とVlう観点か ら

横浜市営高速匿鉄道の検討が必要である｡

自動車交通は通勤通学交通をバス輸送を主にすることで検討され

ているが､港北ニュータウン内およびその周辺にはかなりの茄の

産策定霞が今後予想される｡ したがって蹟浜市全体の道路網と土

地利用および藍;'Ytiの推計とそれにもとづく交通封の推計が必単で､

既存道路および計画の道路容茄､駅前広場等の交通施設でどこま

で需要を充足できるかとVlった観点か ら港北ニ ュータ ウン内の道

路網につVlての検討が必要である.,

このような検討が産業配距につV,てもその他の計画においても行

なわなければな らない｡

ト2この報告掛 ま港北ニュータ ウン区域約 2,530h なはは日本

虚業地区に､その他を混合施行土地区画整理野菜で盤偏すること

を前操とした物的施設側か らの条件の検討および計画原案になっ

てレ､る｡

本来都市計画は総合的計画であるO 今後港北-.1-タ クソ計画を

進めるに際し社会学､経済学等の関連分野か らの参加が望まれる｡

2 今後の課題

3 計LT実額への操言

2今後の譲三岳

今後に穀された課題を偲灸省きにすると次のようになる｡

2･l港北ニ ュータウン計画を横車市港北区の地区計画として検E.

し計画を確定すること｡

2･2交通施設計画を横浜市全体の交通計画の中へ位置づけること

2･3土地利用計画を周辺地区および港北区､蹟酔市全体との関連

において検討し計画を確をすること｡

24港北ニュータウン内は住宅的用途の土地利用が主になるのて

特にその中で雇=菜的サービス兼､食料品工業等の工某の立地に

ついて検討し計画を策をすること.

2･5港北ニ ュータウン蛙設の財政プログラムを明らかにすること

2･6首都敵レベル､国Vベルの計画がまだ未定のものがあI)､オ

計画が先行する場合にはそれら計画があとから実現できるようEl

画しプログラムをたてること｡

3計画実現への提言

31計画実現には建設のプログラムが韮費である｡たとえば住宅

建設と鉄道であるが.鉄道がないと大ii;一任宅建設IまできなV,.又メ

首と住宅建設がないと鉄道は初期赤字が増大する｡ こういったこと

から住宅建設のプログラムと市営高速匿鉄道プログラムを題整し

ておかなくてはならない｡ こうVlった配点か ら全ての都市施設に

ついて港北ニュータウンの成立粂件を亜理してプログラム化を1

ることが重要であると考える｡

312この報告雷では新方式薪出念を導入して計癌を建てているカ

これらは荘竜 した計画技法にはなっていなVl｡ これを今後発展さ

せ現実に適馬することによって計画立茶に有効性を持たせられ そ

と考える｡

3･3現在のす う勢でいけば本地区には産業としての農業が穀るす

能任は籍めて少ない.その主な理 由は

3･311耕作等の営彪条件の悪化

3･3･2地価に見合った収益が上げられない.

3･3･3現在の蔭体系および税体系では都市内に虚業と存続させそ

のに不利であるD

したがって木地区内に虚器地区を設定して幾兼を存続させるとう

九は,上記の3つを解決する方策を雄てなければならないCたた

し過渡的に幾葉が存続することは現在のすう勢の中でも十分に凍

りうると考える｡
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○あとがき

この報告書は.まえがさでも述べた通り､昭和 42年 10か ら昭和

43年 3月まで都市計画学会の各委旦会で作美を実施し､報告され

たものを､さらに横浜市役所 ･田中､高井､日本住宅公団 ･田畑､

藤原によって両軍旦会の許可を受けて編集したものである.

なお､ここに関係各位か らの計面原案､並びに基本条件の検討に

ついてのコメン トがあるので､ ここに塀蓉する｡

委員長 松井達夫

OSa蚕負

萌在､政治､桂済.業務中枢綬能等の郡市集中にエリ.都市近郊

は著しい住宅市萌化が起っているが､それは無秩序で不均衡であ

るため､その市街地階成につれて人間の心身に非常な悪影響を与

えるものとなってきている. この様な傾向が特に著しくなると思

われる横浜北部の大規模な地域が､統一された思想で整備開発さ

れる串は非常に歓迎される事である｡ しか し､その朗笑地域の周

辺は､その開業によって誘発された市街化が更に進んでゆくもの

であるから.計画地城の外周部には市街化の方向づけ等.なんら

かの処置を考慮すべきであろう｡

さて､本報告香における基本思想は.

1.自家用車を持たぬ人の利便性の追求-刀-Vステムとヒューマ

ンセクターの概念による都市構成

2高密住宅地

3.近傍従集地の後背住宅地としての性格

4社会文化施設の充実

5グリーンマ トリックスの提案

の5項 目であるが､将来の人間生活の変化,モータリゼイV ヲン

の進展による人間の動態の変化等を考えると､第 1の思想につい

てもう少し検討を必要とする串は駐車場の整備計画であ l)､更に

自動車道路網と歩行者路網と監車場の有機的な結合をもった交通

施設計画であろう｡又､東海道メガロポリスが成長してきた時に､

こうした住宅郡市は.日曜等の短かい余喉をその地城内で過せる

ように要求される牢を考えると､グLI-ソマ トリ フクスの概念は

非常に有効であり大レりこ期待するものである｡

点美に関しては､将来の農業構造､性格等を考慮して集団農業､

vL7･r-鼻糞等 当地城の農業に将来の方向を与えるような計画

の研究を望むものである｡

その他の各種の基本構想については､当該地域の特性をよく考慮

しており､現地へのはl)つけの皮脂においてよくその利点､快適

性等を発揮するよう希望するものである｡特に文化厚生施設を横

浜北部の拠点として整備する串は､当開発郡市の性格を浮はりに

させうるものであり､ディテールの計画設計においても中心施設

であるといった意志表示のある施勧 ;建設されるよう期待する｡
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1港北ニ >-タウン開発の意義

首都東京を中心とするいわ曲る首都圏の既成市街地-の横能の集

中はます ますはげしく､市街地の拡大は適正通勤圏をはるかに越

えて50キロ陳まで及んでいる現状である｡ この地域は東京､摸浜

の中心地区 との関係位置か らみて､襲された まとまl)ある唯一の

ニ ュータウン候補地であることは衆目の一致するところICある｡

このニ ュータ ウンを成立させるためには､交通模粥の整備,排水

処理､農地の謁燕など基本的な諸条件の解決が先決であると同時

に､折角のまとまりのある土地を開発するのであるか ら､かな l)

遠い将来にわた って悔いのない有効な投資を行うことが重要であ

る｡

2ニ >-タウン計画の 日伊と方針

これ までのニ ュータクソはとか くEil地の粂前の感が強く､コ ミュ

ニティ計画といっても比較的閉鎖的な都市構造と形態をイメージ

するものが多 く､ したがって今後の生汚様式や行動の変化に対 し

て必ず しも弾力性を十 分に備 えているとは云えなかったO

本計画ではこの点を考慮して意識的にフブタや高蔵寺にみ られる

ような ワンセンター方式をとらず､む しろ.現在.大都市の郊外

沿線住宅地にみ られ るような鉄道依存型のバターンを採用してい

る｡すなわちA-Fの6駅を中JLlとする分散したセンターを配置

し､市衝化の一般的趨勢に逆らうことな くむ しろこれを好ましい

形に誘導するとい う方針をとっている｡

これは本計画の大きな特敬であって､おそ らく現在こゝに住みつ

く居住者の生活上の要求によく適合する点において援れてV'ると

考え られるが､一方において自家用車の普及などを含めた内生的

変化と-イクエイや通勤新幹線などの導入による外生的変化に対

してどれだけ対応しうるかの点に若干間髪があるように思われる｡

つまり､計画では現在の 自然発生的な市街地のバターンを尊重 し

なが ら､新たにカーVステムとヒューマンセクターの分集形態を

導入して処理 しているもの ゝ､将来の変化に対 して対応する計画

上のつめを今後行なう必要がある｡

3壬支術的な若干の問題

グ リー yマ トリックスは レク リエー Vヲソとしても有効だが､過

勤､通学､買物などより頻度の高い生活動線との関連に ウェイ ト

を置く必要がある｡ 今後この概念を有卦に展開 したい｡

社会施 設については好ましい施設が列挙されているが､戟梅的に

誘致すべき施設についての捷奏が欲しかった｡

農業 地域は- I-タ ウンの緑地として相応しいものであればこれ

を横転的にとリこむことは有効である｡市民典園花井,楕木､議

菜など｡ しか し畜産等､ニュータクソに公害の及ぶ'ぉそれのある

本格的な農業地域としてはもっと広域的に立地を検討すべきでは

ないかCその方が長英のためにも有利であると考え られる｡

4計画の役割

計画実現のために必要な諸条件､鉄道､広域幹顔道路,河川改修､

用地買収などある程度の見通 しの上に立案され る計画と今次のよ

うにこれ ら諸条件が不 明確である段倍で立案され る場合では計画

の内容が 当然異ることはい うまでもない｡その場合にとくに問題

なるのは計画の精匿であるC都市の性格や土地利用､交通体系等

についてのタイ7グラムの検討などにもっと重点をおき､それ ら

のAEl合わせか ら生れる代穿とその評価についてもう少し掘り下げ

た研究が今後検討される必要がある｡
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l マスタープランの方法

港北ニュークウ/計画だけに[唄lた問題ではなvlのたが.計画

図をどのような作美Lして定茄 していくかという間超がある｡

この技術的問題は､中英が実現に近い領域にあればあるはどデリ

ケー トなものとして取扱われる必要がある｡計画図のもっている

意志が､一方的に計画者側の方法論でなく､これを施行する対象

地唆､地方との会話において行われるべきであるとい う原則論は

尊重されなければならないだろう｡が､実際には､あまりに流動

的な現実条件の整理とV,う作某を､計画匡扮中に折り込んでいく

ことは容易でない｡ そこで,マスタープランの存在価値とい うの

を､基本方針を決定するための骨細みという､限界を決めておく

とV,lうのが一般的方法であるo Lかし､これは無難ではあるが､

実際の中英推進の背任をとろうとするときにはあまりに抽象的で

か ).計画サイ ドの閉鎖的勧念論に陥V,る危険があった｡港北に

おいても近郊農業の取放いて同じ問題が出ているが､故老個人の

経験か らすれば,経時的に表現すべき内容を､同時的に併列させ

て行うという表現方臣を開発ナることができそうである｡ さらに､

地元に直接下ろす資料と､計画者側で検討するための資料とは別

の作兼で行うと､かなりの成果を期待できる｡

2, 住区計画の方法

捲北El･画で超当 した住区の概念設定吐. 1つは単位>なる近隣

とLr'う広さと空間に関する計画で行い.次に､単位の武ね方と道

路ノステムとの関連とい う捉R方をし.きいとに､地形にそれら

のyステムをどのようにフイy トさせてい くかとい うケース ス

タディを行ってみた｡

らわれる地竣社会の顔がどのようなものであるべきか､という1

つの文明論としてのテーゼでな くてはならず､これは､多方面の

専門家による話し合いが今後とも是非必要であるCいわゆる技術

的志向の頼向の中に包括される手法は.まだかなり掻額が浅く､

それに加えて日太的乳土の特性という文化の第2段塔での方法論

はそれhJ上に今後の首位を必要とするだろうC.

ともあれ､港北のような郡市計画的に実施される規模として今日

では得離いものであるだけ､供重な実現への配慮がなされること

を祈っている｡

00 (1委員

市民参加の衝づ くりという命題が与えられた中で､点薬地帯を市

街化しようとすれば､どうしても今までの'住民を無視することは

できない. 即ち土地所有者であt)且つ鼓英経営者であるところの

彪民が賛賎しなけれは､衝づ くOが進展しないのは当然であるO

ところが､農民の賛同を得るためにはすこぶる凶難な作美が伴っ

てくるのが常である｡それは､ま1第 1に用地男塀.第 2に良美

対策､第 3に生活再建ということになろう｡良美行政を担当する

部門としては､第 2の問題だけが茸任範岡と思われ勝ちであるが､

この3つの問題は互いに関連をもち各々きり離して解決を図るこ

とはできない｡

この圏難な遠をいかに柘りひらいてV}くか ｡ それには､どうし

ても対象地城の中に鼻炎専用地蚊を設定し,都市と網和した虚業

が経営される場を確保し､維持させる方途告訴じなければなるま

LへO

即ち､郡市構造の巾で幾寅を生産緑地帯としての意味をもたせつ

つ企藁的に経営できるようにすべきである｡

負地は単なる農企糞の利潤追求の場としての役目をになうのみで

なく､こうした前会の人達に ■技と空間 -をもた らす場として貨

重な価値をもつことによL)､公益性を主張できる立掛 こあらしめ

なくてはならないと考える.

では､現実に当面している港北ニュ-タ ウ ン計画の中で,どのよ

うに点薬地区を設定すべきか｡

基本的には､専業曲家を 600芦とした場合､ 1戸当l)盤地1tュa

づつとして 600ha を砿保し､市債化計画のマスタープランを拝

か しつつ､鎧兼団地をモゲイブタ状に配置したい｡ 1日i地は 50

ha 以上 とし数ヶ所に分散する｡各EE地は営虚類型を定め､各団

地共特色ある農業地区とする｡例えば､花井生産団地､虎粟生産

団地､植木生産EZ]地等々である｡畜産の問題は､各点藁地区にEil

まれた中に配置すべきが至当とおも73九､EZl地化することはむし

ろさけたい｡

こうしたBt某専用地区は如何なる手臣で専農農家を収容するか｡

これは､市衝化区域と鹿芙地区との人々による土地交換分合を原

則とし､で きれ ば公EE用地買収の際､売りもどしを加味するこ

とがのぞましい｡
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このような対策と併行して､開発地奴の中でも当分鼻薬をつ ゞけ

る希望の人達に対して､比較的租なる区軽を実施し､後日､住宅

地化することを目欝とはしても､一時農業利用の方途も加味すれ

ば､よ民もあながち反対の立場にのみ走るとほおもえない｡

そして､将来の見通しがバ ラ色に薄くような都市鼻糞のビL77ソ

を描こうとすれば､農業を振興する助成､金臥 指導､市場の開

発に加えて農地を確保できるような税制措置も考Lgされる必要が

あろう｡ このことは乱開発を防止する意味をふ くめて奄めて重要

なことである｡

横浜市の計画しているニュータ クソ区域は､市の北東部に位し,

鋳浜都'Ltよl)10-15Km.東京都心より20-25KTの 地帯であl)､

このような地域が今迄大きn:開発計画もなく､莫しい 自然蔑境の

もとに存置された串はむしろ不思昔なくらいである｡ しかし､そ

れにはそれなりの理 由がある｡ この他軌 i績浜市に於る農業上､

最も重要な部分であl)､この地峡の鹿家1,835戸のうち専業農家

及び一種兼業農家併せて 1,282戸が約 7鴫 を占め全市平均の58%

と比較してかなl)高い室を示していること､又鐘宮内容から見て

都市農農的な色彩の弓顛′ゝ高額武美､園芸,花井園芸が古くから行

なわれ､又近年専菜畜産がかなり広軌 こ入ってきて生産技術も高

度なものをもった農家が多いこと､その反面交通が比較的不便で

あったことがその大きな理由として上げられる｡ 従ってこの地域

を開発するには､どうしても郡市と戯某との的和を考える必要が

あるO 即ち.典薬者の生きる道を考えることによって､都市の中

に今迄の郡市造l)では出来なかった生産緑地を確保し､緑の多い

町にすることである｡そして今迄のように曲業者を追い出さずに､

都市人 口が必要とする生鮮食租を確保するという一石二鳥の案を

考えたい｡

更にこのニュータ ウン計画の成立上のもう一つの重要な串は治水

対策である｡ この地域は鶴見川水系に属するW JrEt江川､大熊

川及びその支流が流れているが､ニュータクソ計画を成立させる

最大条件の一つとして鶴見川水系の治水を考えないことには都市

造()も鼻糞計画も成り立たない｡ この二点を解決できればこの計

画はまず成功すると確信する｡

古人日く､農は国の本なり 河を治むる者よく国を制ナと｡

農本王掛 ま一時代前の考え方のようであるが､故国の都市化それ

も太平洋沿岸jガロポ9スのような巨帯都市化が進行しつつあり､

一方では北海道､東北､山陰､四臥 九州の一部に過疎地帯が出

来て.日本農薬全休が危榛に顔する状況ともなれはやは1)国の食

埋自給基を高める必要が生じてくるものと思うし､そこに薪らし

い土地利用の塾体を考える必要が生するO歴史は創造と徴集の繰

返しであるが､私はこの時点で創造的な町造りの夢を実現したい｡



0 174

OTo委員

飛鳥田市長は.港北ニ ュータウンにはこれまでのニュータウン造

りに見られない 3つの大きな意味がある｡それは

1乱開発に対する住民の 自己防衛

2新らしい郡市怨英の創設

3住民との話し合いの上に立った民主的な草造 り

の3つであることを瑚 されている｡

今までの国内の大型ニュータ ワンづ く()は中京圏の高蔵寺を除い

て千里､泉北､多摩いづ九も手軽としては新任注を挟用している｡

しかもその殆んどが大都市間悪の解決と云っても内容は住宅問題

の解決のみで当初か らペグドタウンを目指してV,lるC大道関西大

教授の言をかリ九は､いわゆる､ ｢日本型ニ ュータウン｣である｡

この日本型ニュ-タ クンは､それはそれなりに大都市問題の一つ

の解決にはなっているが.しかしいろいろの諸問題を投げかけて

いることも即実である｡

港北ニュータク yの構想は､この従来の ｢日本型｣つまり ｢ペプ

ドタウ ン塾｣と比較すれば､ ｢絵合都市型｣といえるC 即ち､周

辺との交流を考えて全体として総合的n:都市榛能が発揮できるよ

うな都市建設な行こなおうとする意欲であるo

もうひとつの港北ニュータクンの特徴は.市民参加の都市づ くり

ということにある｡そのあらわれの一つが ｢薪らしい都市盛業の

創設｣であt)｢住民との話し合い方式｣である｡

たしかにこの様な薪しい試みは現実と言 う摩V､塁にぶつかった場

合､相当大きく任められ絶望的な苦悩に当面することも数多くあ

るであろう｡又内か らも､タ佃､らも ｢甘い考え方｣だとして冷笑

をあびるかも知れない｡

｢住民参加の荷造り｣と云っても､それを受けとめる社会条件は

ヨーロ7バ並みに高いとは言えない.が しかしこのニ >-タウ ン

地齢 こ住む入違と､'市の意図することを説明する側の青々が､民

主的′レーノLK則って相互に理解し合うと云う様な甘い考えでは現莱

の荷造りは至l底 観衆であると即断することは正しvl考え方ではな

いと思 う｡

以上の点で横浜方式は､確かにこれ らの大･E,都市問題の解決への l

つの壁を打破しようとする冒険的な実験であるとも云える｡ しか

し由雛な間越は.更に新しい実験と努力と､工夫を重ねることに

よって克服されることを信じたい｡

ONo委員

1.地価がかなり上昇してVlるので､計画人 口密匿は､ある春慶大

き(･なることは､やむを得ないD

同時に､気鋭後の土地原価を安くすることが大きな要件となるだ

ろう｡

そのためには夢のような飛躍的､理想的な施設計画ではなくて､

実地にそくした､むしろ地味な内容とならざるを得ないOつまり

工費の節減ということを大きな要件とすべきだと考える｡

2通勤者の東京方面.横浜方面への各配分計画は.東京 eDも 横

浜 40%あたりが､市の立場として望ましho地元感情か ら見ても､

基本計画ではそのようにすべきであろう｡

3.第4京浜道路は出来るだけ､計画の中に組入れることが望まし

いが､車線数は 6車線で十分であろう｡

通効新幹線 (鉄道)をこの計画の中に細みこむことは､時点的に

EBl盤であり､将来それが立葬される場合には､第 4京浜道路のル

ー トの中に.地下式で考慮すればよいのではないか.

4東京都内の地下鉄計画の中､宮EZl地下鉄計画線の､いずれかを

この地区へ延伸して入れておくことが出来れば､大変望ましvl｡

その場合､新横浜駅まで結ばれるようにセフトすべきであろう｡

5港北ニュータウン計画は､新住宅市街地開発法による全面買収

方式ではなく､主として住宅公団施行の土地区画整理であるか ら､

施行地区面前の 50% は将来とも一般民有地であるとい うことを

大原則として､基本計画を立てなくてはならない｡

一般権利者が常械的に受け入れられる誠歩峯には限度があT)､公

共減歩､保留地方戎歩に無理のない範囲で､結計画が立てられなく

ではならないO これが十分考慮されない場合､将来の換地計画で､

大きな問題をおこし､基本計画の大きな変更や地元との大きな磨

操を生じるおそれがある｡

6開発計画と関連する河川改修計画は.タイ ミングの一致は触難

であり.沸水鞄による治水計画を第一義的に考慮してゆかざるを

得ないと考えられる｡

7.農業地区のあ り方は新しL̂問題として､是非考慮 してめかなく

てはな らない｡

港北ニュータウン計画が､他のニュータ ウンや大型団地と異なる

点は､同時に曲某を考え,虚業地区を設定するということであり､

それ 以外こ別没特色はない｡ニュータウン計画それ 自体は､地勢

に蒲合した一般のバターソであると思われるが､それでよいわけ

であり､それ以外に､それ以上に望むことは無い｡あの地区が通
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正な姿で開発されるだけで十分意義がある｡最も必要なことは､

現代の住宅事情か らみて､早く着手することであり､早く完成す

ることであって､基本計画や諸計画に長年月を封やすことは意味

がなV,｡空腹に棋えられないときに､ 100の料理理論よりも.お

茶鰍ナ一杯が貴重であl)必要であって､この地区の場合.地理的

状況から見て､遅れれば遅れるだけ､地価が上昇し､乱開発が増

大し､計画の実現がむずか しくなるだろう｡

1.基本計画原罪は地域内の計画を限度として作製されてL̂るが.

周522の影響につV}て今後充分検討する必要がある｡

特に,東京､横浜への輸送交通は､周辺部では,東横繰､ EP園都

市横が利用されることが考え られるので.バス,自動車道路.釈

前広場 を含めた市街地改造､或はその他公共施arLの整備について

の規模､時期等を検討する必要がある｡ (地域内の地下鉄+バス

のみでは充分とは思われない )

2.全体の人 口構成はグロスで 140人/haとかなり高密匿であl)､

低密匪地域でもネタ トで 200人/haと過密化が予想される､こ

れ ら過密を前提としての計画立案は充分供重に行われたい｡

3スプロール市街地に不足にn:りがちの公共施設の確保は大切で

あ り､特に文化､社会施設の充実は重要である｡

4公共施設を､計画した場所に､計画した規確が実現することに

ついての手法を検討し､早急な方針の決定が望まれるo
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○都市計画学会港北ニ--タウン研究委員会氏名

通常･都市計面は土木=学的に整然としたものとして作成され･ 委 員 長 松 井 達 夫 幹 事 徳 植 末 樹

これをもって乱開発に対する計画的な菰而開発とされがちである｡ 副 委 員 長 日 豊 濁 p 馬 場 猛 捷

しかし.これによって 1区画は塵然としても.社会資本の不足や. 委 員 高 山 美 章

地方財政硬直化のなかで､広域的にみるとき､各種公害や交通問

題など､過密化によるへV,筈を一層激しいものとする場合が多い｡

すでに過密化傾向を軽めている神奈川県では､第 3次総合計画に

おVlても人口抑制的方向を打ち出し. ｢緑多き住みよい県土｣を

つ くるため､農村と都市の禍和ある発展をはかるようっとめてL̂

る｡ このため農業に対しては. ｢生産緑地｣として ｢生鮮食現品

の供給基地｣として､健全で集団的な農某地域を育成し､近代的

な自立経営を多数育成することを基本目標としている｡

県の 5大典菜地帯の 1つであリ､市街地近傍に位置する大きな歳

菜主産地である港北･=>-タ ウン該当地域は､専菜鹿家峯が 50

%に及び.戯政の 目標である自立志向良家が多数奥申的に存在し

ている地奴である｡従って住みよい都市づ くl)の観点からも.普

ず､集団的鼻炎地域として育成確保することが恵も重視されると

ころとVtえよう｡

それ故この地針こおける都市計画を樹立する場合には.多数の自

立志向農家群の意向を充分尊重し､受入れ .良策地域としての発

展を保障することを前提に作成される必動 'lある｡

この際 ｢良薬Ejl地｣という構想が提出された l)しているが､ これ

が自立志向農家の意向にこたえ.良美発展を保障するものである

ためには､次のような条件が具備される必要がある0

1､度英日立志向兵家の要望する一定の面積と区域が確保されるこ

と｡

2.耕作放棄や転用をする可能性ある農家の耕地を混在させないこ

と｡

3.経営条件の変化にともなう営農上の箭篠的な配慮と施策を行な

うこと｡

4都市化にともなう鎖兼への公害に対し､完全な対策を許ずるこ

と等｡

以上の藷条件をみたすことは､かなり匝顛なことと思われるが､

広域的にみて住みよい郡市をつ くりあげるために､何よりも必撃

なことであ l)､広い視野に立った都市計画を策定するよう努力さ

れることを希望します｡

横 山 光 速

八十島 義之助

佐 藤 昌 之

遠 藤 包 義

村 岡 健一郎

浸 日 章 n 堵 狩 剣 正

植 田 - 豊 〟 成 田 宏

〝 石 川 充

･ 今 野 博

〝 前 田 勇

〝 宮 沢 美智姓

〟 三 好 勝 彦

〝 丸 山 速 夫

〝 高 秀 秀 信

〟 斉 藤 呼太郎

〝 LLJ 崎 重 姓

〟 川 口 弘

〝 今 井 久 夫

〝 土 肥 政 彦

〝 池 田 亮 二

〝 田 畑 貞 寿

〝 小手川 征三郎

〝 堀 尾 信 介

〝 三 宮 満 雄

〝 浅 野 耕 明

杉 山 巌 〟 浜 崎 毅

押 本 二 郎 〝 布 施 守 敏

清 水 保 〝 藤 原 樽

池 田 一 郎 N ′j､松原 一 男

大 場 正 典 〝 高 井 労

飯 野 正 三 〝 鈴 木 和 己

鳥 井 陸 ^ n 南 条 秀 茂

野 村 良 政 〝 長 島 熟 夫

安 部 廉 久

冊 ヰ 伸 二

寺 内 孝

〝 秀 島 敏 彦

〝 川 手 昭 二
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正 午料濡 ●●●港北ニュータウンの現況

1 鶴見川水系別淀城図

2 港北ニュータウン周辺国

3 月Hヒニュータウン瓜 下水it什■下

4 +北ニュータウンJ辺配水f某社田

5 港北ニュータウン周辺変電所の計画位置図 -

6

7 港北ニュータウン周辺現況社会施設分布図 -

8 港北ニュータウン周辺現況工場分布図

9 港北区全図

長業協同組合区域図
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2 港北ニュータウン周辺図

5 港北ニュークク/周辺下水道計画図

図亘)･2 港北ニュータウン周辺国
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港北-ユータウン周辺配水管系統図

港北ニユ-クウノ周辺変電所の計画位置図

図甘･4 港北ニュークウ/周辺配水管系統図

欧亘)15 港北ニー1-メウ/周辺変電所の計画位置図
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6 東京 ガス幹 線図

回争 ･6 東京ガス半凝固
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7 港北ニュークウy鳳辺現況社会施設分布図

8 港北ニュークウy現況工船 布図

Bli1 7 港北二･1-クウy周辺現況社会施設分布図
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9 港北区会図

10 点薬臨同組合区域図

疎亘)･9 港北区全図

酪 ･10 点薬藤岡1-A合区域図
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.●●●●○●●●●○人口計画

1 世帯主収入階届別構成

2 世帯収入階層別構成

3 世帯主年令別世帯収入

4 世帯主年令別世帯主収入

5 世帯主年令別家族数

6 年令階層別構成 1

年令階層別構成2

7 公団住宅入居者の勤務地と前住宅

8 日】体別の所得中央値と家箕

9 公団米貨住宅入居者借主本人年令と家菜

10 公田普通分訣住宅 団地別 邸金価格別

世帯主平均年令分布

11 年令別階層構成

12 広さについて

13 所得構成につし､て

14 所得と住居の所有形態

15 家】引こついて

16 番英所所在地 一 労働者の居住地間の労働者

の構成比及び通勤時間1

2

17 公団住宅入居者の人口構造

7

8

9

9

9

0

⊥

2

2

3

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

3

3

4

5

5

6

9

9

9

9

9

9

18 港北ニュータウン周辺の地域白勺人口構成の特性 - 199
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世欝主収入階層別構成 (A 1年度公EZl普 分住宅 )



●●●●○
世帯収入階層別構成 2

公団賃貸住宅入居契約者調査報告 41

RES)･2 世帯収入府層別構成 2 竹

の

塚

け

や

き
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世帯主年令別世帯収入

S･40111,国民生活研究所.東京 25区.武蔵野

世帯主年令別世帯主収入

sl40.ll,国民生活研究所

ー24 2～- m - さト ー9- 45- 59- 551 49～ 4シー
29 54 59 L19 5d 59 04

は旬 _L 雀 .?,T

EEl(9 ･4 世帯主年令別但帝王収入

5 世帯主年令別家族数

51 S.40.ll,国民生活研究所.東京 25区､武蔵野.

三摩市

52 S･40･11,国民生括研究所､東京25区､武蔵野､

三摩市､単身者世借､鵜世帯を除外

-24 25- 5｣- 15- du- 45- う9- ら卜 占J- dh

L9 54 ～9 44 ▲ 9 54 L,o

PI可⊥牛㌻イ~

飛車 ･52 世イ汀主年令別家族数

2人 5 4 5 6 7 8--- 不明 平均

-2La*25-2950- さ455～5940～LI445..-4950.-5455-.-5960-6465-. ろ4.752_514.68_26.77_15_510_614.026ー4 2i545,555.117.916,D10.910.725_225.724.5 1t814_552_658.058.029525.018.517_214.5 0.04510_522_519.528.827.821215_18.2 01.75.57.1ll.518.61&01Adl7,28.2 DD.91_75.84.05.2ST.1Lt)10_88.2 001_72_24,a1.95,94.02_210.0 00_900,58.702.1000 2_472.995_654.224.594.584_914_444_594.l2
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年 令帽層別構成 1

公EB分譲住宅契約者調査､ S･41

臥5)･d l 年令附属別構成
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年令階屈別構成 2

公EB賃貸住宅入居契約者調査 S.41

図(9 6 2 年令階Ju IJ構成

家環/月 円
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9 公団賃貸住宅入居者借主本人年令と家賃 11年令別階 層構成

S.41 入居団地 111公団賃貸

10 公団普通分譲住宅.団地別.即金価格机 世帯主平均年合弁 112 公団分譲住宅

# S.41

凶⑥･11 1 年 令別府舶1J戚 (公EEiYは )

55ウ
L4JiLETコq



●●●●0 194

12広 さについて

121 所得と広さ

～2 2-4 4-4 6→8 8-強

12S･41建設省調 (東衷圏 )

～2 2-1 4-5 5-7 7-丑

12 3.40 国調 (東京都 )

-2 2-L1 4-6 6-8 8-Tと

図(9･12･1 所得と広 さ

122広 さと贋求 (建設省調､東京E51

125 具体的計画について(住宅困窮世帯につき )

(建設省閑.東京圏 )

124 所得を住宅に対する具体的吾†画について

図㊥ ･12･2 広さと要求

全体では

｢ ｢ ∩
4畳未満の広さに対 しては

j i -

4- 5畳の広 さに対 して比●●
559

5- 7畳の広さに対 してに

一欧享)･1213 具体的計画について

nnnn''-

殴9･12･4 所得 と住宅に対 する具体的計画について

t●tS● 211 ●一It ●lu Jd･B

持 つ

dI す

flr)ら

Al▲●I
I† ■
な し
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15所得構成について

国こ亘).13 所得構成について

15 ∈;.41 労働省調 (東京圏 )

15･S･ 41 建設省調 (借象 給与住宅の勤労世帯 )(東京圏 )

19

1
50I

10

1
50●

10

･ー2 2､4 4-4 6･-8

5E;･41国民 生 活 研 究 所 調 (川 崎 市 〕

ー2 2-･1 4-6 6-8 8～10 川一力

15E;.40 公 EZl入 居 時 調 査 (東 京圏 )

14 所得 と住居の所有形態

141 所得と広さ

4-2J) ● 2･-4 ● 1､〇 ●4-8 fEh

●附 ･公国住着前住宅地の住居の所有形態 840公団入居時調査
25B そq)他

∩ [ ∩ ｢ ｢ ∩ ∩

阻耳 ･14･1 所得と広さ 840労働省調

41 借家(氏 ) rL,人
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142 4畳未満の世帯の割合vl(S･4D･労働省調 1 152 所得 と家賃の関係 (S.41建設省調 )

15家賃について

151 住居の所有形態 と家賃 (sdO.労働省調 )

城 川●-2 ● ト 1 ●4-4 ●8-8 ●8-,～-

B](参･15･1 住居の萌イJ形照と氷は

事●合計

(千円)8 -1 ト 2 2-4 ー A i-1U lu-1さ 15-

5L9

(千P]) g -1 ー 2 2-4 ト 6 d-10 19-15 15-

155 所得.家兄 家賃支払いの繋易の相関

8.を115･2 新補と梨Feの㈹JIFt

● 212 +ii8 + 1丘9 ● 10-I

●-2●㌢-4 ●4-4 ●4-8 48-ガ

凶 5J･15･5 Yn'l･米Lri･米lTLlムいuDtbiの糾FU

#lrtilLv.lt対して竹がムLtろと芥えたもの
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16事業所所在地 一労働者の居住地間の労働者構成比及び

通勤時間 1

表9 ･16･1 事業所所在地､労働者の居住地間の労働者構成比及び平均通勤時間 1 労働者数計 5,547.080

事茶所の労働者の 所在地 千 代 EB 新 宿 温田､江 北.豊.合 計 埼 玉 千 乗 東 京 文 京 足.乱 板.秩.

居住地 中 央 台 東 江戸 荒

構成比

埼 玉 県 平均通勤時間 29 56 分 75 分 79 分 76 分 74 分 62 分

構成比千 葉 県 平均通勤yE'l

構成比東 京 都 平均通勤時間

千 代 田 構成比中 港 央 芸謡漂

新 稽 偶成比芸 農 芸篭語

迫 田.江 東 構成比是 立旨葛 TRL嘉詣

iL 卓 見 構成比板練 馬､荒 符 芸謂

世田ケ谷､目黒 構成比戟 谷.中 霊 蒜詣杉

構成比品 八 大 田 平均通勤時間

構成比区 部 以 外 平均通勤時間

構成比神 奈 川 県 平均通勤時間

構成比川 崎 平均通勤時間

構成比扱 浜 平均通勤時間

構成比そ の 他 平均通勤時間

港 北 桝成比ユニ ー タ ウン 蒜謂

事業所の所在地を100とした時の構成比
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16 歩某所所在地 -労働者の居住地間の労働者構成比及び

通勤時間 2

図(計 16･2 事業所所在地､労働者の居住地間の労働者構成比及び平均通勤時間 2

事某所の 世田ケ谷 品 川
労働者の 所在地 目黒.渋谷 区部以外 神奈川県 )r卜 崎 横 浜 そ の 他

居住地 中央､杉並 大 田

構成比埼 玉 平均通勤時間

構成比千 葉 平均通勤時間

構成比東 京 都 平均通勤時間

千 代 田 構成比中 港 央 平均通勤時間

新 宿 梯成比芸 農 芸詔

盈 EEl.江 東 構成比量 立.F葛 粍 芸詔

北. 豊 島 構成比故 穂､練 J話 芸諾荒

渋 谷､中 霊 芸詣杉

ロロ 川 構成比大 田還認

構成比区 部 外 平均過勤時間

構成比神 奈 川 県 平均退潮時間 8.4 17,6 4.2 91.7 85.5 94.0 95-2

構成比川 崎 平均通勤時間

構成比横 浜 平均通勤時間

構成比そ の 他 平均過勤時間

港北 構成比- - -タ ウ ン 冨謂
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17 公団住宅入居者の人 口構造

17･1 年令構成

17.2 家族構成

173職業構成

1714 所得構成 (1ケ月の世帯主収入 )

昭和40年度の公団賓債住宅入居契約者調査よI)､入居契約者の人

口構造を東京及び周辺 3県につき､年令構成､家族構成､職菓構

成､所得構成別に並理を行った｡

下図にみるとおり30才代が50%､ 20才代は35%と､20代 30

代で全体の85% を占めている｡

川 5)･17 'J.t川ftt.人J&Bの人lLft遁
St5

20才It, エロ 4O 59 60 不甲

夫婦と11才以下の子供により構成される2世代世帯が42･3% と

大半を占め.次いで夫婦のみの世帯が 26.0%､その他の2世代世

帯が 22.5%と,90%近くをこの 3層の家族で占めているのが特

徴的である｡

425

大輔のみ 2PI代 目LITt L仲 で その他
(11ノrlでa}ftX)(その他 )

事務､専門技術的戦果が 54.2%役員管理我が 17･8%と.いわゆ

るホワイ トカラー層が全体の72%を占めているのが特数的であ

る｡

542

世 Jt ヰ 4* 分 身 値入兼 その他 不明
菅yEJL 伎 術 白山某

4-6万円 屈が 39%､ 6- 8万 円 層が 37.2% とこの両層が多
数を占め､ 4万 円未 満 の 層 は 1.4% と急 故 に 低 下するが､これは
募集条件に よ る もの で あ る｡

■ 5り

一五月 ト 4 ト 6 6-8 8-1010-jr

18 港北ニュータクソ周辺の地域的人 口構造の特性

港北ニユークウ/周辺の横浜市､啓北､包見､保土ヶ谷区及び川

崎市につき､昭和40年国調に上り､職業､家族､年令構成の実

態を整理 し､その人口横成の把塩をこ ころみた｡

図9･18･1 港北ニユークク/周辺O地域的人口構成職業構成

職業構成

t dムう

ヰ門管丑中身廉売A点抹妊題絵91凍保安サービスその他技術 8兼EZ石通信サーt'ス

12安 サーt'ス その世
サ-ど.A

曲労■
○

■
■

器■■▲tt■顔事■管諾

専門書理巾執阪天A林 托一亡 湘 91& 保 安 サ-ビス そq色式衝乱乗 凍石 通付 サービス
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●●●●○●交通
1 バス輸送 ･ピーク時以外

2 駅努圏 (鉄逆利用･ピーク1時間)

3

4 ニュータウン中心からの所要時間

5 港北区近辺団地の通勤先

6 港北区からの流出致

7 港北区からの地区別流出比率

10 就業 ･就学先の学生の沈入人口による地区別

読妻 ･就学者推定

11 昭和50年､鞄区に流入する人口による就業･

●○●●●●
03

糾

06

07

08

08

0

2

2

2

2

2

2

2

12 港北からの地区別流出率

東横線EZl地の通勤先

13 港北区菊名より通勤 ･通学精練

14 港北区より通勤先の就美人E3及び港北区から

15 港北区近辺団地の通勤先 (路線別)

16 港北区近辺団地の通勤先 ( JI )

212

213
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1 バス輸送 ･ピーク時以外

I.1 日中の発生交通立

1.1日中の発生交通丑

パー ソン トリップ 1人 4回/El (公EZl宅地明発設計標準第)

通勤 0.8

買物 1.2

その他 2.0(L,クリ.社交､業務)

以上のうち ｢買物｣と ｢その他｣のガがノミス又は自動車を使 うも

のとする

i-(112+210)-O･8 1人 1日0･8回となる｡

次にヨ中の集中妾であらが.高蔵寺ニユークウy レポ - トによる

と下図のとお9となる｡ (自家用車のJ:ターン)

バ スを考えるので､日中 1時間 10% とする｡

バスのi/エ7は80d/o (自家用車 20%) とする｡

NT内で昼間にバスを利用する成人を全人 口の 30% とする｡

以上よりlHS当l)

8,000人×0.3×0.8×0.8)く0.1-160人/hのバス乗客が生

TるE,

]2 バス運行丑

ト2バス運行丑

バスの 1台当り定員70人｡乗車効率80%として 56人/台 1HS

削 豊 -219台/h

バス1系統当り平均 4HSであるか ら 約 12台/h- 5分おき

である｡
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2 駅勢圏 (鉄道利用者 ･ピーク 1時間 )

東か 2 駅 勢 困 (鉄道利用者 ･ビ-ク 1時間 )

部 別 ソー-/ 利用i正 徒 歩 パ ス 乗用車 備 考

A 850.405ll1215141516222802 5051.24(〕1.0805001,10t)81082012801.1701.270500710 865808401507501204(～560510400ado 1985942201555158211096099591.145450514 21662215556946681071275056 方面別 線 別1 5.680人2 1,28D 鶴 見 6.515人5 1.250 多摩 プラ-ザ 1.7704 490 横 浜 2.5005 1.8406 1,840

吉† 10.585 4.r]58 5.667 662

a 0102D5070910ll1501 2549906155701.4605101.1708101,180 15699D1802521.520180450120590 1110591124126555666621551 15044121459746959 1 2.600人2 900 性 見 4,489人4 550 横 浜 1,6205 15006 1.500

吾† 7,559 4.178 2.925 524

C 81060708101718 1561.080750950510224572 d884047461098112256 Sd221249288555101122 825295267ll14 l l,42D人 俺 見 2.452人2 490 多摩 ブラ-ザ 6805 480 横 浜 8904 1905 7106 710

吉† 4.002 2.450 i.5?0 184

D 171819505152555442454447 6861,5581.7451.5501.220t170780585580570295690 501tO841.4580850150480150D0D 5552292561.215285956270555522555265621 59252915587104505758575089 1 5.770人 鶴 見 1.750人2 l,510 多摩7-ラ-.サ ー8105 1.280 横 浜 7.0474 5005 1.8806 1.880



205 ●〇●●●●

駅 別 ノー/ 利 用 量 徒 歩 ノ< _ス 乗 用 並 備 考

E 19202125245554555657585945444546 5?712001.4?025D70078(]585710850151085048057D295800980 29201,250040548015615150588660550Ll00 2751.088216207267270555856128501755655552657208(i4 501202425505D57108892204057508096 1 4,240人2 1.470 位 見 1.970人5 1,450 多摩 プラ-ザ 2.0504 560 横 浜 7.9675 2.1206 2.12D

吉† ll,967 4.208 6.901 765

F 252425282728295859404105 占907001.15077095049D82D86t]Ado6708701,400 1584021.00057585008166055670127700 497268117175904406651765640669650 55501520105074194107470 1 5,480人2 1.2OD 屯 見 0人5 1.190 多作 ブラ -ザ 1.日 04 460 横 浜 8,14D5 1,7406 1.740

吉† 9.8DD 5.258 4.DPl 506
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5 住区別交通†軸 ヨ別発生通劫交通宜

夷¢･5 位区別焚遺功関別発生通勤交通量

/-ン 土 地 利 用 地区外果 集中発生 徒歩(白,(jRK慧 - - 鉄道利用総人口 生交通最 悪ミ1時 . 鉄 道 者 総 数 乗舶 J' ス 備 考

12545i78910

7 2 1 2

1 560 5.620 1,

ll12151415161718192D 111 960454948180654900168529740090 480600820460020760160040520840

21222524252827282950 1 060 5590 5.52D.000

a.210 2,180

47 2 0 1

9

51525554555657585940 11

1 0

d

4 1 1 0 5

.592214.520

41424544454647 892 289〔t to50 1.980 1,570 1,55D 2690 1,.060 15占0760590880.280 164D
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4 ニュータクソ中心地からの所要時間

衷i)･4 ニュータウン中心からの所要時間

中 心 地 路 線 乗車時間 乗l)換え数 乗り換え時間 所要時間

東京都 都心三区 東京駅 (28) 5 (29)地下鉄-京浜東北 (分496157Z)6505529192ロ49 121211I1I5 (分51〔l5185555515 5禦718246555854242564

文京区 後楽園 (20)5 (29) 5 (12)地下鉄-京浜東北一丸ノ内線

台東区 上野部 (20)5 (57)地下鉄.-京浜東北

新宿区 釈中目黒 (5) 5 (25) 5 (d)地下鉄--.田園都市線一山手顔

渋谷区 (5) 5 (25)地下鉄一一田園都市線

目黒区 (1D) 5 (25)地下鉄-東横線 (網島乗りかえ)

品川区 節 (ll) 5 (18)地下鉄-京浜東北

大田区 蒲田駅 (ll)5 (8)地下鉄-京浜東北

世田谷区 三軒茶屋 (5).5 (15)地下鉄-田園都市線

杉並区 荻窪駅 (5) 5 (25) 5(6) 5(15)地下鉄--田園都市線-山手-中央

川崎市 釈 (20) 5 (5)地下鉄..京浜東北 25 ー 5 28

横浜市 報見区 東神奈川駅 (20)地下鉄 20ー525205524585655 0100ー1I11 050055555 2【】2025204029454158

神奈川区 (5) 5 (10)地下鉄--.蹟浜線 (新横浜のりかえ )

申区 BB内 (25)地下鉄

西区 境浜 (20)

南区 上大岡 (25)5 (1D)〟 -地下鉄

保土ヶ谷区 宝島ケ峰 (20) 5 (4)〟 -相模原鉄道

破子区 釈 (20)5 (ー8)〟 -京浜東北

金釈区 金沢文庫 (20) 5 (ld)〟 -京浜急行
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5 港北区近辺団地の通勤先 (路感別 )の計

～ 港北区からの流出数

泰を･5 港北区近辺Eil地の通勤先 (路線計 )

市 区 名 計 1 訂 2 計 5 計4 計5 計d 総 計 100 卓 備 考

都 心 3 区 1.16^ 2,705 78 577 824 549 5･695 485

1.221 14 295 288 109 2.527 197

′ト 計 1.5日 5.924 92 870 1.112 458 8,022 680

川 崎 市 129 520 9 252 101 51 842 71

横 浜 市 592 695 78 182 257 164 1･768 15･0

87 A14 558 215 2.610 221′ト 計 5〈 1,015

そ の 他 177 697 15 94 12D 65 1･166 99

吉† 2,264 5,656 19d l.578 1.590 756 11･798 10D

表㊤ ･6 港北区からの流出数
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7, 港北区か らの地区別流出比率

来車･7 削 t,区か らの地区別流出妾

港北区より当区で従業 ,通学者数 (D) ち/C (ー00%) 備 考

S 50年 B 55年 840年

東京都 都心 5区文 京 区台 東 区′ト計 59 289 592115 206 450 く 1>

新 宿 区渋 谷 区目 黒 区′Jせ｢ 125 599 1.559 5.9 6.7 8.8 く 2>

品 川 区大 田 区小計 6.0 8,8 10.D く 5>

世EZI谷区杉 並 区小計 15 TO9 258 i.1 2.5 5.5 く 4>

汁 く A>

川崎市

横浜市 鴇 見 区神奈川区小計 く 5>

中 区西 区南 区保土ヶ谷区磯 子 区金 釈 区戸 塚 区小計 405 755 119ー299 624 t225222 169 52D201 256 45294 217 61]2 く 6>

汁 <B>
そ の 他 8.2 6.0 8.6
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8WL入人 口分析

★乗車時剛 :警報 望毒晶苧学芸讐 ;0分

泉i)･8 流入人口分析

他区よりの流入人 口(A) 港北か らの流 (a)入人口 ∠ゝ t時間 A/t A/t2 A/t3

十 10★ 850年 855年 840年 S5時 S55年 840年 S50年 S55年 840年

東京都 邪心 5区文京区台東区 59 289 592115 206 450(分55568.D65,054.0 <1>小計 (52B)(49.1)(46B)(41B)(5a7)(56.8)(50,7)(2&7)(27.2)

新宿区渋谷区目黒区 125 599 155SI4dD55050.0485 <2>小計 (日.6)(14JS)(165)(lt9)(15̂)(17.2)(1t7)(15.1)(16.9)

品川区大田区 42,056n5?.0 <5>小計 (8i) (92) (9.0) (9.0)(10.0) (9.7) (9,8)(105) (9,9)

世田谷区杉並区 ー5 109 25850.064057_0 <¢,小計 (2D) (5J) (46) (tS) (2B) (55)(ll) (19) (2̂)

計 (75D)(7dJ5)(76_7)(647)(46,9)(67.2)(555)(5叫)(56.A)

川崎市 540

構浜市 哲見茎神奈川区 54D17.D285 <5>小計 (15.2)(13J5)(12B)(20.1)(20.4)(I?.2)(27.9)(28.6)(27Ll)

中区西区南区保土ヶ谷区磯子区金釈区戸塚区 405 755 t191299 624 1.225222 189 5202〔日 256 45294 217 60252,019,052D28L)421】4AO57.052,8 <6>/ト計 (llB) (9B)(1叫)(155)(12▲7)(15.6)(188)(15.4)(16.5)

絵計 一oo)(Ion)(川0)(100)(loo)(100)(100)(100)(180)
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97 流入人口将来推定

団⑥･9 eE人 /､ロ採一山推定

IO′l
(= 瀞 Lt5位.文京払.台史LJ(:

(2) 新宿区.哉祥区.8取Lf_

t3) 品川区.大Kl捲

(11 世ru脊区_杉並蛙

(5) 川崎FtI.ヰ党LL 神芳川La

LB) 沸兵乱 (甘1之臥 仲条JrJ区5:瞭

10 就業 ･就学先の流入人 口による地区別就集 ･就学者推定

★乗車時問.(震呈髭 警 遺 言琵間 ､｡分

表彰 ･10 就業 ･就学先の流入人口に よる地区別就菜 ･証学者推

A/t A/t2A/t

(5?2)(2&?)(199
36.100 565 8B

(175)(16･6)(14.6
16.200 524 dA

(1ud)(12B)(14.4
?,740 250 6.4

(69) (59) (47
6.560 116 2I

(74･2)(642)(556
68.400 t255 25.8

(12.8)(185)(2▲4
118TO 558 10B

(15D)(17.5)(22D
12J〕OD 545 9.8

(25B)(55･8)
25J,10 7t]1

(100)(10D)
92.21D 1.956
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ll S50他区に流入する人口に上る就業 ･就学者推定 12 港北か らの地区別WL出峯(S･20国調 )

東棟お顔団地の通勤先 (Sl42)

酪 11 S50 年他区に旅人する人口による就業就学者推定 欧9･12 港北からの地区別流出蜜､東櫛お顔団地の通勤先

536% 64.2%

机 し3区 削 ヒからの地区別流出率
(S.40 国調

都心3区 189蕗

新 宿 区 渋 谷 区

175多 横 浜 市

(上2区 を除 く)

束横沿線団地の通勤先

(S･ 42)

区

区

区

区

区

宿

谷

黒

田

川

新

渋

日

大

晶

㍊ 芸 冨 1,,5.29u 491多 300%(ll:…芸 'E 芸 冨

そ の 他 86蕗 68多 そ の 他
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15 港北区菊名よI)通勤 -通学路線

15･l 東京都 (855)

東砂･15･1 東 京 都

市区町村 中 心 地 路 線 乗車時間 乗 I)換え款 乗り換え時間 所要時間 時間贋

千 代田区 東京駅 (9) 5 (27)東横線-東海道本線 (効5658555148505252̂720215525574442645450506572655458455245452860605084 12112122101102211122222ロ122I202222 (和51こ55105ー010505501010555101010101D0510一口51001Dー010川 Lや41484156585562645220264025475442占95980407582755461556248552670704074 252925165856474815■ll20927522749594242555755524556472956ll51512D54

中央区 銀座 (9) 5 (27) 5 (2)〝 一丸ノ内線

港区 浜松町 (7) 5 (29)横浜線-京浜東北

新宿区 節 (25)5 (4)東横線 - LU手顔

文京区 後楽園 (9) 5 (27) 5 (ー2)東横顔.-東海道本線一丸 ノ内線

台東区 上野駅 (7) 5 (45)横浜線-京浜東北線

墨 田区 錦糸町 (7) 5 (59) 5 (6)伏浜線-京浜東北...総武線

江東区 亀戸 (7) 5 (粥) 5 (8)横浜線-京浜東北一総武線

品川区 釈 (?) 5 (18)東坊線-東海道本線

目黒区 中目黒 (20)東偵顔

大 EEI区 蒲田駅 (14)fA(品 i京浜軸 線

世田谷区 三軒茶屋 (25)5 (10)東隣線-玉川線

渋谷区 釈 (25)東鏡銀

中野区 釈 (25)5 (6) 5 (6)東緯線-山手線-中央巌

杉並区 荻窪駅 (25)5 (a) 5 (15)東横線-山手顔-中央線

豊島区 池袋駅 (25)5 (17)兼横瀬-山手線

北区 赤羽駅 (7) 5 (57)横浜線-京浜東北線

荒川区 日暮里 (7) 5 (47)摸棚 -京浜東北線

板棟区 ときわ台 (25)5 (り) 5 (8)東蹟顔-山手藤--東武線

練馬区 釈 (25)5 (17)5 (8)東横線-LU手凄-西武池袋線

足立区 北千伎 (7) 5 (45) 5 (15)横浜線-京浜東北一常磐線

葛飾区 金町 (7) 5 (45) 5 (22)鏡浜線-.京浜東北一常磐瀞

江戸川区 小岩 (7) 5 (59) 5 (17)横糊 -京浜東北線-捻武膚

八王子市立川市武蔵野市三鷹市府中市謁布市町 田市′ト金井市北多摩郡国立町狛江町国分寺町 節原町 田釈 (54)損浜凄(ll)5 (45)真横棲-南武線(25) 5 (6) 5 (24)東横瀬一山手繰-中央線(25)5 (6) 5 (21)東横線-LU手練-中央線(ll)5 (52)東践康一南武瀕(1り 5 (22)5東成稗-南武線+ 12(tnB)★Gi遥(25)5 (6) 5 (29)東俵線-山手線-中央線(ll) 5 (45)5 (4)東境線-南武線-中央線(ll)5 (16)5 (5)東横顔-南武線-′ト田急顔(ll)5 (45) 5 (8)秦 措線J-南武穣一中央顔
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15･2 神奈川県.埼玉県､千葉県 (855)

魂を ･15･2 神奈川県 ･埼玉県 千葉県

市区町村 中 心 地 路 線 乗車時間 乗 り換え教 乗換所要時間 所要時間 時間廓

横浜市鶴見区 釈 (9) 5 (lO)東横横-京浜東北線 (刀)197917ー7152725225119585541795tI40585D565147 100ー1I111I111111102ー21 (分)500555555555555550105105 (効247922221852502756244140468455455860418152 812465151512578452ロ255856241742254550

神奈川区 東神奈川駅 (7)横浜線

酉区 横浜 (9)東横顔

中区 関内 (9) 5 (8)東俵慮-京浜東北

南区 上大岡 (9) 5 (8)東続顔-京浜急行

保土ヶ谷区 鷲ヶ峰 (9) 5 (4)東成康一相模原鉄道

磯子区 i+ (9) 5 (ー8)東蹟崩-京浜東北

金釈区 金沢文献 (9) 5 (16)東横線-京浜急行

戸塚区 戸塚 (?) 5 (15)寮横線-東海道本凍

横須賀市川埼市平壌市鎌倉市藤沢市′ト田原市茅ヶ崎市逗子市相模原市厚 木市大和市座間町 節座間 (9) 5 (42〕東横線-横須 賀線(7) 5 (ー2)横浜線-京浜和 ヒ線(9) 5 (47)東摸慮-東海道本線(9) 5 (26)東横顔一括須買線(9) 5 (52)東横顔-東海道本線(9) 5 (70)乗除線-東海道本感(9) 5 (41)東横線-東海道本線(9) 5 (5l)東横線-横須賀線iA(品(9) 5 (58) 5 (5)真横-相模鉄道一一ノトEB急(9)5 (27)菓摸-相模鉄道(9)5 (58) 5 (4)東横-相模鉄道-小田急

綾瀬町 海老名 (9)5 (58)東燐-相模 鉄道

埼玉県川 口市 釈 (9) 5 (68)東蹟-京浜東北 77 1 5 82 57
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14 港北区より通勤先の就英人 口及び港北区からの流入人 口

表彰 ･14 港北区より通勤先の就業人口及U'港北区か らの流入人口

郡市区町村名 通勤時間 当地区で就業する人 口 (A) 港北か らの流入人 口 (巧 B/A 備 考

(50分圏内)(撲蘇市 )神奈川区 (男 S う8年 8 55年 S 40年 8 50年 8 55年 E;40年 Sう 0年 S55年.=iS48年

791820222224242526262750 (1OD)54809 (154)84888 (190)104007 (100)2728 (200)548(】 (248)a,776 負5,05.2t50.42,8u92.51.40.40.41.50.41.0 .6.55,6t7895.2122.92_20,6D.80.?0,5tO %6.5402.017411.45.5481.11_21.6a81.2 (町)

〝 西区 (1ーDO)46,060 (152)60.191 (160)75889 (1'OO)1475 (147)2 (2GO)2958

〝 保土ヶ谷区 (100)25.132 い 山)57928 (2'60)6D.181 (loo)299 .168(208)824 (409)1225

(東京茄 )目黒区 (100)7D595 (186)150.892 (227)159501 (loo)276 (455)1199 (門4)2759

(依 )中区 (100)98527 (126)124024 (1●68)tdt950 (1DD)2B26 (144)4上)17 (2td)6.117

〝 南区 (10D)仏655 ('r55)65029 (179)85878 (川0)405 (180)755 (295)tt91

〝 鶴見区 (100)85112 (I;0)124A58 (177)147052 (100)t942 (181)5595 (2紬)5161

川崎市 (10Q)185055 (185)542705 (252)465821 (100)2551 (蒜2)7402 (4'70)12025

(東 )渋谷区 (ー'00)90151 (ー95)175952 (2-65)258450 (100)567 (;PD)1065 (685)2509

〝 大田区 (100)184占1【〕 (1●80)555574 (217)ADO,5占5 (loo)755 (550)2594 (676)45)72

町田市 (1'00)9000 (250)22410 (458)41262 (1DO)118 (17E.)208 (570)占7.I

(横 )戸塚区 (tlDq)25β84 (116D)40.24占 (294)75.942 (一oo)94 (24D)217 (640)802

〝 金沢区 (100)19.52(I (lid)26.495 (l叩)57.050 (100)201 (127)256 (225)452

(51-60)(横 )1政子区 52525658404t】4【)4141414544474748485254 (1Dq)17955 (112)20.599 (199ー55̂40 (100)222 (80)169 (254)520 t2850.D8180.20,4n20.5a.5a20.10.050.050.50.D50.5nD7 0,8u5n2tD0.40.40.4a50.duさu2n2uO6u20.50.10.50.07 t50.9D.517u7n40.4u7lla80,4u4uD80,20.70.20,5nT (町)

(莱 )品川区 (100)ー55551 (ー58)24d,l72 (180)280.275 (lDD)441 (265)tlfiB (578)2555

〝 新宿区 (100)1ー9275 (190)502551 (247)592J569 (too)125 (486)599 (t'■oD)1.559

相模原市 〇,(100)弘774 (105)5a479 (209)76,994 (1b))605 (砧)400 (210)1.520

(東 )世田谷区 ‖ OO)104202 (212)220.9ー8 (2?4)506.422 (川0)205 (480)975 (い 4り2279

〝 毅江町 (10q)4560 (17q)7594 (258)ll,269 (100)16 (2DD)52 (2'62)42

鎌倉市 (1叫)25659 (;50)55一～80 (2ー2)50.056 (loo)45 (282)ー27 (494)222

(東 )千代田区 (1'OD)565J55 (170)ムー5548 (20占)745509 (100)t〔l59 (275)乙859 (SOS)5248

〝 港区 (100)222024 (154)547714 (;oS)5̂2016 (100)752 (279)21】4ー (6'55)4796

大和市 (1'OD)6.591 (ー'95)12910 (ASD)28.599 (lDO)12 (500)56 (2loo)259

塵子荷 (100)6855 (l'51)10.545 (208)14259 (-) (100ー22 (245)51 ★

藤沢市 (1'00)51905 (1郎)50.045 (250)795占5 (loo)29 (285)82 (119)546

(莱 )中野区 (100)占D.862 (1乃)108B58 (三26)157505 (100)26 (250)65 (4佃)lー6

･ 豊島区 (loo)102267 (186)187.775 (252)257.658 (10口)55 (652)215 (1256)415

〝 中央区 (100)586.192 (154)507:901 (150)577.527 (.100)1074 (2叫2.185 (57享)4.245

府中市 (100)l9665 (175)54.209 (270)55550 (loo)tD (580)58 (t120)112

綾瀬町 (;oo)4564 (106)4B55 (ll55)7065 (100)15 (167)25 (255)58

★ S5 5年を 10Dとする
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都市区町村名 通勤時間 当地区で就業する人 口 (A) 港北か らの流入人 口 (B) B/A 備 考

(51-60)(東)杉並区 (負) 650年 E;55* 8 40年 S 50年 855年 S48年 850年 855年 840年

5455555555585859606D60 (100)77196 (ー89)145A52 (244)18a857 (100)15 (840)109 (50 0)258 %0.02uO5C.1uD60.020.020.09 %0.880.07uO50.060,080,2u10.02uO5n860_1 %a.10.10.1u10.1u2u2uO4O,050.080,5 ★★

〝 台東区 (1'00)212A17 (151)279260 (145)504208 (100)115 (182)204 (58Q)45D

〝 武蔵野市 (10D)24486 (1ー87)45855 (258)65205 (-) (100)22 (559)79

〝 綿布市 (ー'00)14151 (1■85)2占14｡ (528)46.294 (-) (100)15 (420)65

茅ヶ崎市 (;oD)1482ー (1'4')20.951 (216)52025 (- ) (100)17 (264)45

横須賀市 (100)102716 (日9)122285 (ー■45)149181 (loo)ー20 (174)209 (290)548

(東 )文京区 (100)107078 (ー'84)1Pa926 (224)24u212 (loo)59 (490)289 (ヽ 000)592

〝 荒川区 (1DO)一一2745 (155)ー49D59 (145)165B65 (108)25 (117)27 (274)65

" 板橋区 (100)98.605 (181)178567 (242)25aB77 (10q)22 (214)･L7 (54q)ll?

〝 練馬区 (100)42407 (202)85A67 (552)140JB6 (- ) ( 100)52 (21q)109

厚木市 (1■DO)1占.795 (ー56)22BOd (212)55A95 (100)ー5 (180)27 (66)99

(61-98)(莱 )立川市 41616142626469707075757480828294 (100)58379 (117)45504 (162)65.182 (loo)26 (115)50 (227)59 noヲm1a8uO20.D40.05 0.07a.ln70.050.040.07u040.10.1D.81uO10.10.05uO2nO1a.05 0,ーu2t40.04uO60.1uO5u5ul0,02nD20.l0.020.02m02nD5 ★町★

平塚市 (100)25179 (208)4a257 (527)76,589 (loo)52 (178)57 (520)166

座間町 (100)7724 (102)7901 (222)17165 (100)60 (87)52 (597)258

(東 )畠田区 (1'00)174882 (132)25DJ?4 (159)245D87 (一oo)54 (2叫)69 (297)101

〝 三鷹市 (100)20.l74 (189)57828 (245)49589 (-) (川0)22 (127)28

〝 江東区 (100)1482()4 (l'54)225858 (177)25927D (10D)62 (271)168 (458)271

〝 北区 (l'DO)10a747 (158)1718ー占 (2口2)2ー8929 (loo)27 (250)42 (578)1【I2

〝 小金井市 (10D)も990 (228)15584 (425)29525 (- ) (一oo)25 (560)85

" 国立町 (10E))4?4D (2162)12987 (ill)20566 (-) (一oo)16 (144)25 ★

〝 足立区 (1loo)111086 (151)168550 (200)222585 (-) (100)16 (289)45

〝 江戸川区 (100)74fi14 (1dbう1256占7 (251)172511 (-) (川0)16 (225)56 -

〝 国分寺町 (100) (2'51) (5146) (-) (100)1 (184)20

市川市 6.262(10D)55000 14541(162)56.559 21694(248)86555 (- ) 1(100)ll (175)19 801RO2

川口市 (1●00)52240 (140)85746 (2■25)1ー5450 (- ) (l叩)ー5 (155)25

(東 )葛飾区 (100)?1059 (､l65)15m849 (;15)1957【)8 (100)H (182)20 (29q)52

小田原市 (lot))42772 (148)65.578 (189)弧641 (1叫10 (200)20 (580)58

( 91玖上)習志野市 ?6112 (100)7925 (222)17658 (404)52D99 (100)17 (224)58 D.1nO1 u1nO1 ★
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15 港北区近辺ta]地の通勤先 (路線別 )

表㊥ ･15 港北区近辺団地の通勤先 (路巌別 )

国 電

市 区 名 盈 是 書 (LU5諾 吊 主物 汽 才気 ｡苧一指基 汽 盈 55*2,y(宅&吉敷 4｡畏 ?̂ 荒 君-< 計 1>

都 心 5 区 52 17 178 22 111 49 56 97 602 1.164

8 2 68 54 11 8 65 205 402

▲U49(U′○計 1A5 60 44 160 8(〕7 1.566

14 59 129

157 5 55 18 25 55 95 592

小 吉† 20 27 170 5 47 20 51 47 154 521

そ の 他 4 5 24 5 7 4 5 20 105 177

吉† 84 51 440 55 199 84 8じ 227 1.066 2,264

東 海 道 線 横 浜 市 屯

市 区 名 (入4.午,(描 ,(140*R, Ê 諾 ,誌 .HJ, く計2, 長 者 町 山田町 <計,>(全との1ー

15 65 782 12 14

17 75 92

川 崎 市 110 50 12 164 4 520 5 6 958 40 78横 浜 市 226 48 24 585 12 695

41 46 87

5 10 15
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東 横 線

市 区 名 (窒讐 管 歪?讐 (星紗 2号 (君,吉宗 是 矧 LEi (i皇軸 管､ <ET4>

都 心 5 17_ 74 95 188 85 44 95

横 須 2in 線 相 模 鉄 道

市 区 名 指髭 汽 (盛 男遥 雷 ー(̂9t,5若ー(豊 諾 ,<計5> ‰ 諾 損 芙 芸 P̂ 5m7芸 ｡2̂57諮 <=†6>

′ト 吉† 56 245 154 612 65 1.112

11 6 26 8 51

椀 横 市 56 58 50 89 24 257

15 7 55 8 65
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●壬手eO●●社会施設
1 社会施設亜億の意義

2 叫 大8市0上世… 的な水準 22

4 横浜市社会教育施設現況図

5 横浜市社会福祉施設現況図

6 横浜市有料レクリエーション･休養施設現況図 - 22

7 れ浜市書北医事辞去育AJdgL況阻 22

8 横浜市港北区医療施設現況図
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1 社会施設整備の忠魂

ニュータクソは全く新しい市民社会を､新しVl土地に創り上げる

ものである｡元来多年にわたって住民が築き上げてきた衝を､挺

めて短期間に造るのであり,したがってそのニュータク ソが住宅

郡市である場合はなお更のこと､健全なる生活慕境が要請され る｡

そしてそれ は中でも社会施設に負うところが大きい｡港北ニュー

タウンでは特にこの社会施設を完備の状態にいくらかでも近づけ

たいと敵っている｡

社会施設は市民生活に直結したものであるが､市民生活.淡よそ～

の 3つに分く⊥られる｡

市民生活 私的消費生活=････--･A

社会的消焚生活･--･･･B

公共生活-･- --C

A:一人一人の市民が.労働による所得を得､それで衣食住を

かなう私的な消焚生活｡

B :多数の市民が共同で消焚すべき､分割不可能な社会的な共l

消費財との閑免

例えは.都市交通手段,学校､公園.住宅､上 下水道､清掃設1

病院､保健所.社会福祉施設､防災設備.など､

C:生活における社会的な関係

例えば.隣人､近隣関係や地域を契機とする町内会 自治会､P

A､婦人会､な ど

例えは､国家或V}は地方 自治体と市民との関係(選挙､納税 など

Aは､その水準も､所得 .消班支出などで貨幣ではかることがJ

来る｡ Bは都市の生活に欠かせないものであl)､従って社会的

貿手段 (前出)の生備の春慶が､その国或い は.その自治体の

化の水準をあらわしている｡ しかし巨大都市化に伴 って生じた1

市労働者を中心とする市民にとって欠かせな くなt)なおかつそ･

範囲.節 ,質の拡大向上が要求されている｡ しか し､社会的.

接受本は､鉄道､港湾etcの社会的生産手長をも含めて民敵

本との間にかなl)のアンバランスが強くさけばれており､更に

社会的閑扱資本の中でも地域社会への投資は社会的生産手段と

ぺ て格段の差があるといわねはならなVl｡

Cは､地方自治休のあ l)方とそれに対する市民の参加の問題が.

リ､都市の市民生活で､住民自治､民主主義を電着させ実現さ

ようとするには重要な問題である｡

攻上A､B､Cの うち､Aについては大々的に語られ､将来を.

束するような予測もかなり出ているが､Bでは極めて部分的に

か資本の投下はなされ'T,施設の不足が焚く訴えられてVlるO

に至っては.注目の度合が全く低いといわざるを得ない｡

健全なる市民生活とはA､B､Cの 3側面がバランスとれてい

場合とすれば､現状 は余()にも､B､Cに於いて貧鼠である｡

従って港北ニュータワンに於いて健全なる市民生活を期待する

らば.B､Cを重視することであl),社会施設を整備するとい

ことである｡
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2 助戎大都市の粍殻の一般的な水準

そして､これまでの小規傾fiZl地とは臭って､既存の周辺の施設に

依存することなく.自己完岩的な施設系款を必要とする｡

2肝成大都市の施設の一役的な水準

では､鏡浜市を含めた既成大都市 (政令都市)はどのような施設水

準にあるであろうか｡匡l際的には非常に低い水準にあるが､国内で

はどうか､単独で多少を論じる串が因襲なので.地方中都市と比

較して見ると,

21大都市におV､では民間投資によって充足しうる施設は明らか

に優位に立っているC

例えば上水道.電話､ガス､首9r店.テL/ビ､医師.歯科医

212大都市では施設を質的に向上せしめうるものは優位に立って

いる｡

例えば健全校舎､不燃校舎､退路舗装､立休交叉､し尿処理

2･3大都市では､民間授賢で充足できなV,限界にあるもの､たと

えば住宅は地方申小都市に比べて劣勢｡

民間投史を補完すべき社会福祉的施設はとくに劣勢｡

例えば公立幼稚園､保育所､輩老施設

2･4大前市は用地を必要とする施設につL̂ては甚k'しく劣勢｡

例えば牧舎面6!i-､学校運動場面前､公園.道路

以上より､社会基盤施設の充足は大都市は中小都市に比して全般

的に整備の匿が商いが､それ はかな()民間投責に負うている｡更

に生活の基本的な場である住宅や社会福祉施設はかえって水準が

低Lh｡

表彰2大都市と中小都市との比較
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鵬 州 人/旭 以上 改宗≡告 51- 100人/h

151- 200人/h I l0-50人/也

;:i:I:'･三:三;: 10.- .50人/也
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4 横浜市社会教育施設現況図

図① ･4 横浜市社会教育施設現況図

神奈川娘立中里学園.●

綱島青少年会 館

背少年少女野外教育協会

大曾根公民館

太尾合宿

農 協研修真髄

神奈川脱･笥際少年少女会館

神奈川県立家ゆサーヒス職業訓練所

北幸町青少年ごつ家

神奈川脹音楽畳

横浜市主婦会館

横浜蒲焼 土ケ沓公会堂 --1

神荒川脱立回]否飽

青少年.I,家｣

下倉EB会館 -●

海外技術者研修協会
横浜併発セ/クー

松本青少年の家一●

森町南町内飽児亜鉛

i朝EEH T 且町会金銀

神奈川県三こ包見取三菓馴政所

横浜市鶴見公会堂

私見商=金館

創価学会鶴見会館

矢向鬼町公会堂

浜市教育委 呂金甘少年ホール

吉浜海 員会館

本牧鼠馨館

横浜電信電 話食餌

神荒川 咲点字回谷館

横浜訓盲尻

神奈川県立教労金館

南砂町円会娼

二喪町内 ≧頗

横浜市労頗練故習所

岡村東部故老会館
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5 横浜市社会福祉施設現況図

囲ラ l5 横浜市社会福祉施設現況図
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6 枚浜市有科レク))エIyヨ/･休蕃施設現況図

匝蛭)･6 横浜市有科レク リエーyヨy休養施設現況図
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7 横浜市港北区等衣教育施設現況図

匡⑦ ･7 横浜市港北区学校教育施設現況図

＼
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立
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学
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校
牧
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中
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幼
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8 横浜市港北区医療施設現況図

略 ･8 横浜市港北区医療施設現況図

● 病 院

@ 保 健 所

● 助 産 婦

. ｣投診療所

歯科診療所

その他の医療 ･歯科技工施設

●
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●●●●○●●●●商業坪設
●商業施設規模算定各論

2 セルフ･サービス店

4 自動車修理 その他の修理業

5･1旅館 貸間 宿泊所 -

5･2 対事業所サービス

5･3映画莫

5･4 娯楽業

6 対個人サービス秦

7･1 金赦 ･保険

7･2不動産

7･3運輸 ･通信

7･4電気･ガス ･水道
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●商業施設規格昇竜各論 1 小売業について

大都市近辺の25都市 (八王子.立川､武蔵野､三鷹､青梅､府中､ 】1Ⅹ 人口千人 390,331 y :成立店舗数390,701

昭島､諏布､町田､小金井､小平､平壌､鎌倉､藤沢､/ト匹原. y- ll.2Ⅹ+5 (r-0.946)

茅ヶ崎､逗子､相模原.市川､船橋､豊中､布施 (旧)西宮､堺､ x-350の時 y -3,925

尼崎)につL̂て

日本都市年鑑､事業所統計よl)人 口と事業所の単相開式 (y- ax

+b)を求め人 口35万人の事業所数を求めた｡そして､高蔵寺ニ

ュータクソの策定式によl)住宅都市の特性IC申某所数を修正し､

これに, 1可Ⅰ業所当L)の両群を掛けた｡

●以下の図の番号は下の都市を示す｡

1八王子 14 藤沢

野

馴

絹

瑚

鵬

糾

15 小田原

16 茅ヶ崎

17遍子

18相模原

19市川

備

中

施

宮

崎

船

豊

布

西

堺

虎

加

21

22

23

加

tq

112地域センター集中塞 60%

1･3 1)全店舗数 -2,360店

ろ計画店舗数 1)×50% -i,180店

3)自然発生店舗数 1)x50% - 1,180店

4)計画店舗の売場両横 2)× 35ml/店ユ 4,13ha

5)計画店舗の敷地面6- 2)× 150m2/店- 17.7ha

6)自然発生店舗の売場面額 3)× 35m7/店- 4.13ha

7)自然発生店舗の蒙地面hk3)× 150m2/店… 17.7ha

8) 4)+6) = 8.26ha

9) 5)+7) - 35.4ha

EgJJ l 局方人口規■と小犬rJE鞍ZI

TT 小 2一 5

○■■ーl 2. 2～25;, T2115J1一12 2̀0''}15 .tE)

568100 17.5,A'll i
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2 セノL'フ .サ- ビス店について

セ)L'フ ･ナ- ビス店の成 立店舗については､その宅義のあいまい

さとか年々の変動が大 きく､資料が不足している.ここでは､ 日

本セJL,フ ･サ-ビス協会の資料によ()､小規模のものも含めて昭

和42年 8月1日のものを前述盗都市について採用した｡

Ⅹ 一人 口千人 y :店舗数

y-0.058Ⅹ+ 5 (r= 0･815)

Ⅹ- 350の時 y-25

しか し､地域センターの設計上は､更に検討を要するため､採用

しなか った｡

店舗数地面帝 は､公団搾準値 1,250m2を採用した｡

E咽 2 応市人 口規Lqと セルフサ- ビス事 業所 む

'iL範 7T放

O 2 ｡215 Z2･.l8･ー5.1519..20 52.45

17 751【】 .12占 .4

表 彰 12･1 団地におけるス ーノ,'-の割合

戸教 c スー.しマー 店補 B

(戸 ) ('蒜 か㌢) L･守研 A+B A,A･B

1.558 628 5占2 1.190 D527

1.726 562 147 709 0794

2,022 772 112 884 0875

2,099 691 795 1.484 0465

4,666 889 1,769 2,655 0557

2,280 1.088 1.885 2,971 05dd

1.795 48ロ 705 1.185 D4D5

2.18占 58(～ 402 78B D490

5.926 1,545 2.206 5,549 0579

1,9【】7 541 505 649 0528

1,585 429 596 825 0520

27.726 7,609 9.257 16.8占6 D451

3 卸売業につV,て

31冗 -.人 口千人 390,331 y .成 立店舗数 390,701

y- 1.06Ⅹ十 33 (I- 0･792)

Ⅹ= 350の時 y= 404

3･2地域 センター集中率 100%

C駅付近の誘毘施設ゾーンへ 50%

A～F駅の 自然発生店舗として 50%

3･3 1 全店舗数 -404店

2 訪置ゾーンへ 1)x 50% =202店

3 自然発生店舗 として 1)× 50% -202店

4.誘匿/-ソ店舗建築床面缶 2)× 5伽ヂ/店 -1.01ha

5 誘毘ゾーン店舗数地面箭 2)×150m2/店 -3.03ha

6 自然発生店舗建築床面故 3)×50m2/店-1.01ha

7.自然発生店舗数地面桜 3)×150m3/店-3.03ha

国㊥ 3 砿市人 口規用 とき快 事黙 所 だ/

冬美'市ei

} ■ ■ ■ 2J

25 16 25.Q l1ヽ .22'12 .2〔)8 ユー18 tI11+ I

7 る
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4 84自動車修理菜 85その他の修理菜

チ-ビス業中分野は､申某所統計全国典計で は市町村 別にないの

で､東京都､神奈川県へ ヒアリ-/グした｡231頁の市川.ね橋､

豊中､布施､西宮､堺､尼崎を除いた 18都市で行なった｡

●規模は高蔵寺方式による

●地域センター集中塞 100%

C駅付近の誘正ゾーンへ 50%.A～F駅の自然発生店舗とL

T50%

Ⅹ-人 口千人 381,001 V :事業所数 380,701

41 84自動車修･里美

y-0.320Ⅹ-6 (r-0･645)

Ⅹ-350 y- 106

高蔵寺方式では.35万人の時最大 109最小 25滴値70である.住

宅都市であることを考え53申某所が成立すると仮をする｡

1,全事業所数 = 53申某所

2 誘毘′-ソヘ 1)×50% =26

3 自然発生店舗として 1)×50% =26

4 誘置/-ソ店舗建築床面坊 2)× 50m2/店=0.13ha

5.誘置ノーソ店舗敦地面61- 2)×150m2/店-0.39lla

6.自然発生店舗建兵床面前 3)×50m'/店-0.13ha

7 自然発生店舗薮地面額 3)×150m2/店-0.39ha

申¢141 荘請人 D規ffとB析■書艮JE事JE所b

ql舟 大政

2.

5 Bヽ■~918.15ll 'i･612

17 .10

5 ～ loo

4･2 85その他の修理業

y-0･251Ⅹ13 (r-0.572)

Ⅹ=350 yz-85

高蔵寺方式では35万人の時､最大 147最小 42滴値 35である0

4･1と同じく､住宅郡市であることを考え42郡米所が成立すると伝

定する.

1 全事業所致 -42事業所

2 誘毘ゾーンへ 1)×50% Z=21

3 自然発生店舗として 1)×50% -21

4.誘毘ゾーン店舗建築床面薪 2)×33Ⅰげ/店-0.069ha

5.誘琵ノーソ店舗数地面柾 2)×100nf/店-0.21ha

6 自然発生店舗建顔床面fl'i 3)×33m2/店-0.069ha

7.自然発生店舗数地面郡 3)×100m2/店-0.21ha

匝㊥ 12 m市人 口Jは とその他のや理EFL射 市松

.tJi所Et
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5 サービス菜

51 80旋盤 貸間 宿泊所

● 233頁 同じ18都市で相関式を求めた

●規模は高蔵寺方式による

●地域セソタ-集中峯 100%

●自然発生店舗寒 50令

Ⅹ :人 口千人 381,001 y-事業所数380,701

5･1 80旅館､貸間､宿泊所

y-0.524Ⅹ+3 (T.=0.550) Ⅹ=350 y-186

高蔵寺方式では35万人の時､最大 389最小 35適値 18である｡住

宅都市であることを考えて19事業所が成立するとした｡

1.全部菓所数 -19事業所

2 計画店舗として 1)×50% - 9

3 自然発生店舗として 1)×50% - 9

4.計画店舗建築床面敢 2)×165m2/店-0.15ha

5 計画店舗薮地面桜 2)×500m2/店-0.45ha

6 自然発生店舗建築宋面群 3)×165m2/店-0･15ha

7.自然発生店舗数地面群 3)×500m2/店-0.45ha

8 4)+6) -0130ha

9 5)+7) -0.90ha

即 は .2 さ14

･15.1512●18 ll

.7 i

5･2 83対事業 所サービス

y-0.272Ⅹ-5 (r=0.482) Ⅹ-350 y-90

高蔵寺方式では､35万人の時､最大 126最小 21適値 35である.

住宅都市であることを考え45事業所が成立するとしたE,

1.全事業所数 -45事業所

2.計画店舗として l)×50% --22

3 自然発生店舗として 1)x50% -22

4 計画店舗建築床面拓 2)×33m2/店=0.073ha

5 計画店舗数地面群 2)xlOOm2/店-0.22lla

6 自然発生店舗建築床面積 3)×33m2/店-0.073lla

7.自然発生店舗敷地面積 3)xlOOln2/店 =0｡22ha

8. 4)+6) -0.15ha

9. 5)+7) =0_44ha

国@ 52 孤市人 口規LIと対gf某 所サーヒス砂某所か

rPt･1ホ

2. 15

95 8..16 125.14.1や.15a

17 7.10

ri1 】
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5･3 86映画巣

●●●●〇●●●●
5･4 87娯楽業

y-0,伍3Ⅹ (TqOl596) Ⅹ-35O y=19

高萩寺方式では35万人の時､最大 46最小4 通庸7である｡住宅

郡市で､東京､横浜に近いことを考えて.各駅 2､12串某所成立

とした｡

1.全事業所数 -12事業所

2計画店舗として - 6

3 自然発生店舗として - 6

4 1事業所の建築床面積 -0.06611a

5 1申某所の故地面積 -0.13lュa

ートJUfa0 2 5

8 .15li .1一.I.12

y-o･351Ⅹ- 12 (r-01710) Ⅹ-350 y=111

高蔵寺方式では35万人の時､最大 273最小 35適値70である｡住

宅郡市であること.東京､横浜に近V}ことを考え､55事業所成立

するとした｡

1.全事業所数 -55事業所

2計画店舗として -27

3 自然発生店舗として -27

4 計画店舗建築床面群 2)× 33m2/店-0.089ha

5 計画店舗数地面群 2)×100m2/店-o･27 ha

6_自然発生店舗建築床面坊 3)x 33m2/店 -0.089ha

7.自然発生店舗鼓地面蹟 3)xlOOm]/伝-0127 ha

8 4)+6) -0･18 ha

g 5)+7) =0154 ha

25 81▲ tt515-18.ー!12
1B

17
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6 サー ビス業

81対個人サービス兼

●高蔵寺では細分類のつみあげであるが､ここでは.規模につい

て は､ 小売店舗と同じと考えた｡

●地域 センタ-集中率 60%

● 自然発生店舗寒地域 センター 50% 地区センター60%

●Ⅹ :人 口､千人 381,001 y :事業所数 380,701

y- 1.94Ⅹ十89 (r-01559) Ⅹ- 350 y=768

高蔵寺方式では.35万人の時､最大 1,180最小 14通値770であ

る0 770g3:某所が成立ナるとした｡

●地域センタ-について

1 全事業 所数 -460串菓所

2 計画店舗として -230

3 自然発生店舗として -230

4 計画店舗建築床面積 2)×50m2/店 - 1.15ha

5 計画店舗数地面秩 2)×150m2/店=3･45ha

6 自然発生店舗建築床面積 3)×50m2/店-1,15ha

7 自然発生店舗数地面群 3)×150m2/店-3.45ha

B 4)+6) = 2･3 ha

9 5)+7) -6･9 ha

●地区センタ-につV,て

1 全事業所数 -310号喋 所

2 計画店舗として 1)×40% =120

3 自然発生店舗として 1)×60% -190

4 計画店舗建築床面群 2)×50mg/店-0.60ha

S 計画店舗数地面坊 2)×150m2/店-1.8 ha

6 自然発生店舗建築床面戟 3)×50mコ/店-0,60ha

7.自然発生店舗敷地面積 3)×150m2/店=118 ha

8 4)十6) -1.2 lュa

9 5)+7) =3.6 ha

凶◎ 6 菰市人 口規4 と対価人 サービス事2(新政

7 英務

7･1 H金融､保険

7.兼務

● 5-0の25都市での人 口,事某 所数単相開式を求め､事業所数

に規模を掛 ナた｡規模については.Hは高蔵寺方式があるが､Ⅰ､

J.Kについては資料がなV,ので仮定的に.Hと同じとした｡

●地域センタ-集中率 100%

● 自然発生店舗峯 50%

Ⅹ :人 口､千人 381,001 y :事業所数380,701

7･1H金融､保険

y-0.462Ⅹ+1 (r-0.904) Ⅹ-350の時 y-163

高蔵寺では35万人の時,最大 242最′j＼88滴値35である｡隼宅都

市で､東京､横粗こ近いことを考えカの40事業所が成立すると仮

定 した｡

1.全事業 所数 -40事業所

2 計画店舗として -20

3 自然発生店舗として -20

4 計画店舗建築床面蹟 2)×165m2/店-0･33ha

5 計画店舗数地面括 り ×500m2/店 -1･00ha

6 自然発生店舗建築床面蹟 3)×165m2/店-0･33ha

7.自然発生店舗数地面戟 3)×500m2/店-1.00ha

8 4)十6) =0.66ha

9. 5)十 7) -2･00lla

dl燕府政 事集 計tt2 .22 25 2524

)+10 12-.l5 19 .21ー4●20

17 1d 8957 .10 15占 18
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7･2 1不動産

●●●●○●●●●
7･3 J運輸 ･通信

y-0.961Ⅹ+59 (r-0.662) Ⅹ - 350の時 y-335

Hの例にならい､成立革菜 所教はXの 100とした｡

1.全事業所数 -100中葉所

2 計画店舗として - 50

3.自然発生店舗として - 50

4.計画店舗建築面珠 2)×165m2/店-0.83ha

5.計画店舗敦地面額 2)×5001㌔/店-2.5 hzL

6 自然発生店舗建粂床面菰 3)× 165m2/ 店-0･83ha

7.自然発生店舗鼓地面揖 3)×500m2/店-2･5 ha

8. 4)+6) =1.66ha

9. 5)+7) ≒5.0 b8

E)㊨ 712 岳市人 口規■と不r7度事JE所F

tltrlか

.2g

.10 21̀.81. ー5 22.,a251■ =一 ヽ

一一12日1ヽ

y-0.500Ⅹ14 (r=0.939) Ⅹ岩 350の時 V-171

Hの例にな らい成立申某所教は34の 42とした｡

1.金串某所教 書42革某所

2 計画店舗として -21

3 自然発生店舗として 321

4計画店舗鷹巣床面積 2)×165m2/店=0.35ha

5 計画店舗数地面耕 2)×500m2/店-1.05ha

6_自然実生店舗建築床面鞍 3)×165m2/宿-0.35ha

7.自然発生店舗敦他面横 3)x500m2/店- 1.05!】a

8 4)+6) -0.70ha

9. 5)十 7) -2,10tla

固@ 73 品i5人 Ej糊LQとJE札 .丘情事革すむ

2i-l5 ,22 21～

2 1B.112D.ll
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714 K電気､ガス､水道

y-o･07Ⅹ- 1 (7･=0.894) Ⅹ-350の時 y-24

Hの例にならい成立申尭所は九の 6とした｡

1 金串某所数 -6中英所

2 計画店舗として -3

3 自然発生店舗として -3

4 計画店舗建築床面括 2)x165m2/店-0.05ha

5 計画店鈍貴地面鏡 2)×500m2/店-0.15ha

6 自然発生店舗建築床面蔽 3)× 165nf/店 -0105ha

7 自然発生店舗敦地面括 3)×500m2/店-0･15ha

8 4)+6) =0･l ha

9 5)+7) -0.3 lュa

既◎ 74岳市人 口規縄とt札 ガス.水it事A帯故

5 I+2tH9 2425

Iチ 1～.18 2212 ,141･15
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●●●●(⊃●壬壬手〇レクリエーションとオープンスぺ-ス

1 住宅地における並びのオーバー .フロ二 241

2 位!宅地の計画単位とオーブン･スベ-スの序列 - 242

3 社寺埋蔵文化財分布図
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1 住宅地における遊びのオーバー ･フロー

(L/ク リエーVヨソ活動の空間利用密匿に関する研究 )

日本住宅公EE 1967.ll

住宅地 (多産平EZl地 )に対ナる遊びのオーバ- .フロー現象を示

す｡ ここにはいくつかのオーバー ･フローの夢薯な傾向を見るこ

とができる｡その 1つは主として低年令屈に見られるもので.良

宅のある住棟周辺か らはなれない静的なグJL,-プである｡ 他の 1

つはより高年令屈による棟問の芝生地に爵明する動的なグルーブ

であり.第5はより動的であって道路をも含んで展開しているも

のである｡ これだけの例をもって判断を下すのはさけるべきでは

あるが,遊び場のあ l)方に対する問題提起としてとらえることは

できよう｡この例は一般市街地に比して､かなり整備のゆきとど

V'ている例と考えられるが､いくつかの問題点がオーバー ･フロ

ー現象となって行為と空間とのずれの存在していることを示して

いると理解することができるOすなわち､適正を欠いた配分 -

壬休の行動領域 とのづれ､(第 1,第5のグルーブ )施設内容

とのづれ (窮 2のグルーブ )である｡このように衝の中にオー

バー ･フローして展開してゆく遊びを細粒化し､秩序づけてい く

ことが遊び場の計画に要求される.

図⑲･1 住宅地における遊びのオ-パ~●フロ~

2 良枝時脚について

211 前から挺読 してvlも

モkl人態につVlて

1 幼細 .小学校低学年

i･5 中学校..ib等学校

1･l hlLヽ --
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2 住宅地の言†画単位とオ -プンスペ ースの序 列

5. 社寺塩蔵文化財分布図

穀⑲ ･2 住宅地の針戚中止とオ ー フ ノス- -スのj7:刺

人口 &000 10.ODO 20.000

テ ラ ス革 加 ｣氏 原 ちそびヰ 幼 児遺濁 児童公園 近前会

フ ラッ ト 5F

武 里 テ ク ス l芸芸l 児井 JTu萄 近醍_7Ld

フ ラ ッ ト 5F … 乳幼児逝牌

多 さ ニ 1 - タ ク /( 6次 '& ) プ レ イt).y ト 火 析公L朝 近rt_ttl旬 ･巡LXI2lOl

囲⑲ 3 社寺塩蔵文化財オ布図 図⑲ 4 尾根の樹木林



243 ●○●●●●C壬壬手芸

●●●●○●●●●○●ヒューマンセクターとカーシステム

1 年書棚 丘 - Eb 加住戸車Jl 245

2 位棟群構成のシステム

3 住宅地の組立万別の土地要求国

4 住宅tlの且立方別の土壮丁女iF事 248

5 住宅地の組立万別の土地要求

6 大規模住宅地のバターン 構成システムと

大きさ 内容
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1 住棟欝梯成 一 配星型別住戸密度 (ネ ッ ト )

11 住層住店

12 中層 (フ ラッ ト及びボックス型 )

■

■L:一一荏blFyg,rTKO

LBuT,プlT

o tt戸舎監

佐 嫌 群 LB虹 で の 住 戸 密 zE

群 のHt成 'Pq 2列 5列 d列 2行 1行

血 IO戸 三l::y言O望,～.A .0年 三..-憲 三:;Il…三 1三て;;三…

57 1L日)戸

i-】; ＼ -/ .:.' 二 ･q
5F 15LJP

zL1 4OF1 72759 a+2b 72x99 125x69
-2.8u8 -5捜 ⊃7.128 -8487

DE□ 亡=〕 .･2 .Our IAO 18

bl さUP 57y59

[= コ ;2-225155
5F

e - 川 戸 三三;:uu ≡:まb

昭 □ [:二 つ 1日 15UF

[二二コ =2p88U156

iUl一

･･. 二二 一 一､ : ･ ∴ - :･∴ ､ ∴12L)Jl

牡旦
16 2tt ddTIL川 IU5x5>

= 4.dLJLl = 5.775

12UP 182 208
旦旦_
4 89(

5F 4且u戸



●●●●○●●●●○● 246

15 高層住居

表⑪ ･1 ･5 高 層 住 宅

盟 単 位

単 位 郡 粘 蒜 欝 の 構 成

0両元肩llF 154戸に=≦≧====ロ口ロ.-.-D125 14154戸敵 10 0γ77=7.7002807dx115-8.740176 HS一一-616戸4 4 棟

一雨lop 100戸_･.一･･.__Q._□□m125 20威 戸 52y81-4,2122858DXd7-5,560224 HS- -400戸4 4 棟

〇両而llF 152戸や 10dX77-8,16218276×ー21-9,19占144 HS- -528戸4 4 線

- = 152p16 暦 毒2

住戸密度欄の数字は ･｢許の枕成｣の うち.

匝 重 ∃ 匝 亘互∃ 由 ･列とは同一型式の佳棟 絹 北方向に列べたもの｡

① 住棟群単位でのクリアランスを含んだ必要敷地の寸法 ･行 と壮同一型式の住棟を東西に列べたものを表わし.頭の数字

A:東西方向〔皿〕 D :南北方向(mJ はその列又は行の款を示す｡

(多 くDの両横 亡7n'〕

@ 住棟群単位でのクリア ランスを含んだ必要敷地に対する住戸

密度 亡戸/ ha〕



247

2. 臣棟群構成の /ステム

表61)I2 位枚群構成の yステム

●○●●●●○●●●●

fiS Hs Hs HS HS

5DD 240 200 150 120100 75 60 50 56 50 25 181512

144 96
154 152

48 24

早 ロ□ロロ口ロOD口DDDDロロ l L J l㊥ ㊤ ⑦ ①

白 □□□□ l l l l⑳ ⑩ ◎ @

ロ ロ 口ロ口ロロ□ロロ l l l⑩ ㊥ @

昭 □5F l l㊥ ④ ①

･ロ目口.5F [=:コ J A 1秒 ⑧ ①

亡:三l+ 亡 = ] t l◎ @ ①

唱 5F 日 l ■ l④ ㊤ (∋

屯] 冒 l l㊤ ①
ロ口5F

藍 ≦と口□□llF JAD口ロ..一口125 14 I l㊤ ①

疏 -1DF ■ ■E]□口.-E]125 20 ㊥ ①

鼻面-融llF 鹿両市己1r254 12 J◎ Q)

喜 nq.F 架空 Ijl 小

近隣区 EnP_Ⅹ 近隣区 1.4in
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3 住宅地の朗立方別の土地要求図

311 分典型(〟

3･2 集中型(功

F)H l l 'L L Ll

248

3･1分鯉

川人口0.8- 1.0万人

【2)〝 2 -2.4万人

(37〝 4 - 5 万人

密度の設定

(a) 100̂ /ha

㈹ 200 〝

(C) 300 "

(d) 500"
この場合の密度のとり方は住宅用地.道路用地,未利用地の面積

による密度とする｡

3･2集中型

川人口0.5- 0.6万人

(2)〝 5 ､ 6 万人

密匿の憩を

(a) 100人/ha

別

300

州

伽

は

他

この場合の密医のとり方は住宅用地､道路用地､未利用地の密匿

とする｡
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4 住宅地の絹立方別の土地要求面横

4･1 分集中型

4･2 集中型

4･1分集中型

･鑑束の近隣住区制をとる｡

･単位を 0.8.-I.0万人 1小学校とする｡

･ Hal low S tevenage New Town千里ニ ュータク ソが

例｡

412粂中型

･施設を集中させる｡

･単位を小さくする｡一一コyパク ト

･/ト学校は単位 とな り得る｡

･rLook , Cum bernatlld New T owT),が例｡

泉ii)･4 1 住宅地の成立万別土光早来(8pAcB RoqlllrozhOZ't)
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施 役 名 1施投芝蒜錬 A 分 集 型 備 考 施 設 名 一施設蓋蒜a A 分 集 塑 1兼 考
人口u8-1.0万人 人口2-2.A万人 人口一一5万人 人口88-10万人 人口2-2J万人 人口4-5万人

施設 桓土地 島牧 手套土地 施殴 廷土地 施設 延土地 施設 砥土地 施設 廷土地
野 面 凍 政 面 凍 赦 面 謙 赦 面 i* 叡 面 鎌 鼓 面 耕

･交通､運輸釈駅前広場公共屯本場バスブール自動Bl佑理墳 u50t7(I420u502.40m86u25 2 u401 nO6 1 u50ll.704 (1801 u501 2.402 u121 825 2 tOO2 1408 1.4O2 u602 4804 u242 u51] jZ動公園プール休育落 5.Dt)u15A25 l iOO1 alS 2 1uOO2 Aさ0 4 2nOD4 udOt u25

ム89 12.22 2449

･行政.管理市 (区 )出張所管理4F教所ti)管理中濃所内 n25uDlA82 1 uO1 1 n252 nO2 Z u504 uO41 uO2
u44 LOフ 12_14 AO1 u27 A5占

･供給.処理配水池捨水靖茨屯所ガスプヲン トごみ焼釦勧汚水処理壌火事早場 850ut)Iu10825u20tO【)u20 l nOlt ulOー n20 l u502 u1]22 m202 u一D 2 1OD一 AO44 u4Ol n254 u801 1【】ロ1 u2t】 ･治安､維持書煮君f官派出所消随署消防出張所 a2E)uO282Pn10 l uO2l ulD 2 uO42 n201 n204 uO81 u204n40

u12 n24 n88

･商業,果簸〟 (サブ)ス-.ウし.マ-ダブrデパー ト事務所銀行娯楽場 RDTuOlulDu25uOlu81uD2 lO ulDS uO5l u10 さO u50lO ulO2 u202 uO2 50 u5D20u204h402 u5018u104 ut)42 uO4

u51 L12 i69

･生産チ- t'スI墳 u50 1 u50 2 860

O,王0 udO

･社会福祉乳児駐保育所老人ホーム老人センター社会福祉セソタ- u20n20n2Ou50A50 l u201 u20 2 u4D2 u401 (1201 u50 4 u804 n802 u402 udD1 u5ロ

0.25 nd2 t78

･WL通tiF1牛乳薪的書果市境 u50uユo82Du50 1 u5Dl n201 u201 m50 2 1002 a402 u▲○2 1.8D

n4E) 158 ilo

あそぴ壌幼児公園児孟公園 aO2nDSu25 ld u52一 u122 nSt】52ud48 u284 LOt) 64t281685占8 2r80
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泰診 ･4 2 住 宅地の細立方別土地要求 (Space ROqulroznent)BI

施 設 名 1施設当りの必要面掛 B 娘中型 備 考 施 設 名 1施設当りの必要面前 B 躯中型 備 考

人口n5-u6万人 人口5-8万人 人口lD-12万人 人口u5-.46万人 人口5-6万人 人口1〔ト12万人

施設 延土地教 面 凍 施殴 .延土地赦 面 接 施設 延土地敷 面 前 施設 延土地軒 面 前 施設 抵土地数 両 税 施設 廷土地数 面 凍

･学校教育幼稚囲1､中学校布等学校給食センター児童センター u552.202.502_50n60n50 2 【1701 2.2D 20 7,0010 22.OD5 12.505 7,502 1.8D5 2.5l】 消防署消防出張所 n2DnlD l D_10 l u2Dlロ 1.00

n12 td0

･情報､伝遷郵便局胸電話局奄報伺 nO2n4Du25m25 1 【LD2 1D n201 【1401 0_251 tL252,90 55.50

･社会教育集会所公民館固着玉音分〝 本館各種学校文化会館 noもn2D巴oln20nD5m20 1 nD81 0_0ー lD u8D1 【12ロ1D n102 m401D n501 u20 nO2 l.10

･交通､運輸節厨ミ前広場公共竜王率場バスブール自動車倦珪壌 n5017Dn2Du502_40m86u25 1 u2Dl nO6 l u501 17t〕ー0 2.001 ー1581 2.4D1D O.占05 1,25

UOP 2.08

･医療施設診療所病院保健所 ADさlDDn55 5 0_ー5 50 15【】5 5.001 n55 IOO i006 6.D02 0.70

n26 a75

･供給､処理配水池給水塔変僧所ガスフ'ラソ トごみ焼 劫髄汚水処理物火那場 n50nO1nlOn25a2[11.ODn2【) 1 LLll 10 nlDl nZD1 100 1 0.501 0.101 0.251 【).25

n15 485 ?.7J

･社会､福祉乳児院保育所老人ホーム老人センタ-社会福祉セyタ- 0.2Dn2Dn20n20u5D 1 n201 u2D 1D 2_001【】 2.DO5 1.001 n201 [150 no† 1.5D 1_D5

0.40 5.70 ･生産サービス工場 u50 1 n5D

･L/クリ叫 /ゴソあそぴ場幼児公園児童公園近B等公園##%プ'-〟体育鉛 nO2m850.252.08一口.oOn15u25 1 mD24 a122 m501 2.OD 10 n2こ】40 1202D 5.DOlt〕 2nOOl lnOO5 n755 125

nうD

･商業.業務(サブ )ス--ノー -ケブナデパー ト申務所潜行娯楽場 nOlno†nD5n50uD5uD5n5D 5 RD51 0,D5 88 nBO50 m5【)10 m5D5 2.5【】S n255 n255 2_58

2_64 王a4D

･行政,管理市 (区 )出張所管理群舞所醸)〝 村 uO2uDlnO2 1 0.D1 1 nD210 【L1【】l nD2

nlD 7.古口

･流通や牛乳新聞脊発市場 n5□n2t〕n2Dn50 1 n501 m201 8201 a50

1/i n24

･治安.維持欝東署挙官派出所 n2(】uD2 1 n82 1 m2910 n2t〕
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5 住宅地の組立方別こD土地要求

5 1 分典型 (Harlow Stav8nage)

細 51 分地型

施 設 名 1施 投書蒜節 備 考 施 設 名 1施設当りの必要面棉 tJ t

人1jOB-1万人 人口2-2_4万人 人口4-5万人 人口W-1万人 人口2-2J万人 人 口4-5万人

施設 延土地 施設 ｣匪土地 埴投 延j=地 施設 廷土地 施改 植土地 施設 廷土地
鼓 面 接 鼓 面 鎌 壬文 面 韻 赦 面 辞 鼓 面 凍 彩 面 鎌

･学校教育幼稚EE小学校中学校市等学校児東センター給食センタ- u552,20loo▲DOu5Du60 2 m701 2.201 m501 【ldO 4 14D2 4401 5,002 1002 tZD 8 2.804 8802 ムOD1 4004 2_DP4 2.LO 18クラス18クラス24ククス ･治安.推持書鼻若き官派出所消防署消防出張所 u20uO2n2l】n10 l nt]21 u10 2 AO▲2 0.20 1 u2D一 nO81 u204 uAC

･情報.伝選郵便局硯話局qi旬局 uO2m25u25 l uO21 hz5 2 nO41 8501 u25 ▲ uDB1 1001 n50

･社会教育集会所公民館防 虫各種学校文化金銀 nobu28A15uO5u2D 4 m52 8 8621 u2Dl n151 hOSt n2D l占 1242 uLO2 ubO2 【1102 n▲0

･交通.運輪釈駅 前広幼公共EE車助バスブール自動車倫理堵 R5017【lu20nユ02_48uD6u25 2 u4DT uOd ▲ u8○l n502 n121 a25 1 (1501 1708 LdO2 udO1 2.404 n24Z u50 駅舎含む5時 を単位とする50つく60Tn･医原保健診頒所病院保健所 n5D?.qDhう5 l n50 2 nd01 4 t2021 855 呼門医(7)一般医(4)館科医(2)

･社会福祉保育所乳児屍老人ホーム社会福祉センタ-老人センタ- u王5u55UZOu5OuさD l uさ51 uさ5 2 8702 u7Ol u201 8ま0 一 tA04 1.402 nA01 u502 udD ･供給.処理配水池給水塔変電所ガス7ラソ トごみ袋王城汚水処理機 u5【laOIalOn25q_2Dtoo 1 uOll u 1ロー u20 1 u502 nO22 0.2【)2 u40 2 1004 u844 n401 u254 uBOl l_E)D 7DX7t)Jn50xうOEu5Dx50皿40×503]一口bく1DOBl

･生産チ-ビス工場 u5D 1 n50

･奄薮1姐入店鼻毛(tンクー)〟 (サブ )> /i-I-17[デパー ト申藷所弊行 u20D_OduO5u50 I u202 u121 uO5 2 u一〇i n242 nlD 4 u808 u一84 82DI t150 50×4【lZEL
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52 集中型 -a

東砂 5.2 集中型

●○●●●●C●●●●
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61 大 規 模 住宅 地 の ノてタ ーン､ 構 成 /ス テ ム と大 きさ. 内容

顛誼 d 大規 模 住宅 地 の J<ク ー/.構 成 yステ ム とユ ニ ッ トの大 きさ､ 内容

254

秩成 シ ステ ム

蘇

享

奉

(Open,COTnmurlitysyE'tem)

800ha 4地区

幽
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●●●●○●●●●0●●港北=ユータウンと長菓計画

1 港北ニュータウン区域内毒薬耕地現況図 257

2 裁家集薄配置図

3 58北ニュータウン区牧内Tt1暮巾 259
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1_ 港北ニューダウy区域内鼻薬耕地現況図

昭 ･1 割 ヒニュークウy区域内典薬耕地現況図
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2 農家集落配監図 (戸数密匿図)

図⑲ 2 農家集落配置図 (戸数密匿図 )

＼
～

-

＼

ノ
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3 港北ニュータウン区域畜産集落図

匡⑳ ･3 港北ニユ -タラ /区域内畜産集落囲
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○ 港 北 の歴 史

写

o･l <神奈川県穏集史図説> 上り

〇 本 報 告 書 の 概要

表

o･1 土地利用配分

o･5･1･l 住宅供給計画

0･5･1･2 虚業地区 400ha を確保 した場合

o･5･l･3 虚業地区 600haを確保 した場合

0･6･2 通勤通学先別人口構成

● 港 北 ニ ュー タウ ン の性 格

園

1･3 僻 国際港都建設計画図

●● 港 北 ニ ュー タウ ンの 現 況

表

2･3･(1) 戯家数の推移 (港北区 )

9

.4

4
-

4

4

2･3･(2) 経営耕地規模別段家数の増或 (港北区 ) 28

2･31(3) 戯家人r:)の推移 (港北区 )

図

211 首都偽計画と住宅および工業地区開発図 30

2･8 広域レク 1)エ-シヨノ緑地分布図

2･9 首相 都市化 (I)工D面横 )

2･10 首都鉄道網図

2･11 地区周辺大規模住宅地

○○● 港北 ニ ュー タ ウ ン の基 本 構 成

表

3･9 土地利用

3･5 都市構成システム概念図

3･8･ 嘗十画集 1

8･8･2 計画案 2

3･88 計画案 3

0●●● 地形 計 画

表

4･2･l･2 斜面の分析

4･211･3 谷戸の分析

4･2･1･4 地形計画データーシ-ト

4･2･2･(I)JlLi-植生

4･212･I'2)滞在自然植生

4･2･211 植生 と人間の関係

47

52

52

52

4･5 各地形単位毎の自然立地特性の整理 と考察 - 57

図

4･2･l 地形分析

4･2･11 尾根す じの分析

4･2･1･2 斜面の分析

4･2･1･3 谷戸の分析

4･2･2 植生分析

4･3 集落分析

44.(1) 地形単位決定の方法

4･41(2) 地形及び植生分析 による本地域の地形単位

大グル ービング

4･4 地形単位

4･5 地形修正図 工スキース

45･l 地形計画エスキース

4･5･2 展望地点とラン ドマーク

●●●●〇人 ロ

30 表

31 5･1･1･6 1収入階層別住宅建設鞍限度徽

31 5･2･(1) 所得階層別住宅及び宅地面析

3台 512･¢) 1戸当 b住宅4枚母(宅地+住宅 ) GT

5･21(3) 入居者の所得帽層構成

5･3 港北ニュークウ/入居者所得帽層別構成 69

5･3･1 各階層別住宅建設限度亀

5･34･ロ)各種住宅の構成比

6

7

9

0

1

3

3

3

4

4

5･3･4･(2)各種住宅の宅地両横

5･3･5 亡別案 )所得昭層群成

69

69

69

69

占･8･7 港北ニュー′ウノ世帯主年令nFJl 69

53･71 所得帽層別年令構成の試算

5･3･7･2 入居者年令階層

5･4 入 口弁定表

5･4･1 住宅供給計画

70

70

71

71

5･412 丘兼用地 100ha を確保 した斗合 71

5･4.B 長英用地 600h& t叶保 したヰ合 71
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5･5 各種施設配分

5･6 人口配分

5･7 住宅地内の就業人口

図

5･1･116 所得階層別の住居賛支出条件から見た各種

公的住宅の建設費限度亀

5･2･(1) 世帯収入階層別構成グラフ(公団普通分譲住宅 )- 68

5･2･(21 世帯収メ｣喝層別構成グラフ(公団賃貸住宅)- 68

●●●●○●交 通

秦

6･1 方面別通勤者利用交通機関

6･2 方面別通勤通学人口

6･3･3 路線月将 来輸送力

6･6 交通容丑

囲

6･1 交通輸送時間帯図

6･2 方面別通勤者教

77

78

80

防

6･31 検浜及びその間辺にかける高速鉄道網図 79

6･3･2 線別鉄道利用者

6･4 駅別ピーク 1時間乗車人見

615 道路断面碑成図

6I5･1 道路投階構成

79

81

82

83

6･5･2 パス路線駅別t:I-ク1時間J:ス乗車人数 84

6･6 ラッンユ時 1方向最大交通量

6･7 東京横浜セクタ-道路網

6･8 東京横浜セクター鉄道網

●●●●○●● 社 会 施 設

秦

712 施設劇窄分類表

7･4･2･l 広域対象施設一覧

7･42･2 施設段帽柵成表

74･3 学校用地及び屋外運動場<文部省基準案> - 96

7･4･3･1･4･(1)高校進学率の推移

74･3･1･41(2)進学希望者の推移

7･4,3･1･41(3)港北.=3.-タウンの教育施設一覧 97

7･4･3･1･5･(1)港北ニュークウ/及び周辺の特殊教育対象

7･4･3･1･5･(2)東京都における特殊教育致当者の出現妥 - 98

714･3･4 社会施設計画基準案

図

7･1 撤 社会文化圏構想図

7･3･4 中心地区の構成

7･4･3･1･3 児童′ト年館システム図

7･413･2･1･(1)港北ニュータウン図番館配置システム図 - 98

7･4･3･2･1･¢)児童図書飽配置システム国

7･4･3･2･2 公民館配tEシステム図

7･4･312･3 学校教育社会教育システム図

7･4･3･3 医療施設配置システム図 -

7･413･3･l 専門医療所模式図

7･4･3･3･5 医療保健施設体系

7･4･3･4 社会福祉施設yステム

7･4･4 文化施設

7･4･5 教育施設

7･4･6 医療施設

●●●●C●●●文化 セ ンタ- 1/- ン

秦

8･1 社会文化施設/-/の機能

図

8･1 センターへの ビスク

8･2 文化センターゾー/

813 中心地佐凍成の概念図

●●●●(::●●●●商業 施 設 と地 域 地区 セ セン タ ー

秦

9･1 経営形態と購買性向

9･3･4 業種間の鼓合

9･317 経営組級の比戟

9･4･2 地域センクー商英施設数地面横

9･511 商業施設の構成

9･5･6 センクーの規模昇定

9･6･1･(1)地区センクーの規模

916･1･(2)地区センターの構成規模

9･6･3 地区センターの計画店舗数

17

2~

22

8

2LL'

26

31

31

3

図

91 商業施設及び地域地区センターの配置図 118

9･5･4 地域セyクーに於ける商菜施設配思.,'クー/ - 126



271 0

9･5･5 駅断面図

9･5･7 地域セ/クー(B駅 )

9･5･8 地域センター(C駅 )

9･5･9 地域センター(E駅 )

9･5･10 地域セyクー(F駅 )

9･6･2 地区センターの立地

9･6･3 地区センク

1% 11･5･1 < バスス トップ中心>のヒューマンセクタ-

127 の/;ターン

128 11･5･2 <′｣＼学校中心>のヒューマンセクターの

129 J､'ターン

130 11･5･3 <駅中JL>かヒェーマンセククーの人口と

132 歩行匡巨離 との関係

133 11･5･4 <駅中心>のヒューマyセククーのノくターン- 154

●●●●C●●●●○レクリエーシ ョンとオープン スペースの 11･6 <バスス トップ中心> のヒューマンセクター

体 系 化 - グリーンマ トリックス

秦

10･2･(1) オープンスペースの序列

10･2･(2) 歩行者路の段糟構成

10･3･1･(1) 年令層別主体区分

10･8･1･C2) 主体別生活圏の形成

10･3･1･(3) 主体区分別計画単位

10･3･2･A) 各ニュークウンの公園緑地比率

1013･2･C2) オ-ブyスペースの威喝構成

図

10･1 ク1)-ンマト1)ックス

10･1･1 グ リーンマ トリックスの展開 1

10･112 ク 1)-ンマ トリックスの展開 2

10･1･8 グ リーンマ トリックスの展開3
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